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会費納入についてお願い

本年度分の会費4,000円をご納入下さい。送金
は，振替口座東京6-86783をご利用下さい。な
お，前年度分の会費未納の方がまだおられます
が，本年度分ととも現金書留で至急お送り下さる
ようお願いいたします。

会費は6月末ごろまでに納入いただきたし補
助金が支給されるまで印刷費その他の支払に困る
ことがありますのでご協力下さい。また，会費の
納入率が悪いと補助金の申請にも支障をきたしま
すのでよろしくお願いし、たします。

編集委員会からのお願い

0 必要事項を記入した「原稿送付状」を必ず付して下
さい原稿送付状は請求下されば送ります。

0 査読用および印刷途中の紛失事故などに対処するた
め，お手数ですがコピー〈縮少でも可〉を付して下さ
し、。

0 最近はワープロによる原稿が多くなり係としては歓
迎しておりますが，ワープロ特有の誤字に注意して下

さい。 25字づめで，字聞はなるべくつめ，行間竺生受
ベくあけて印字して下さし、。
、一、~、~ー～～ー~、。図・表の説明は挿入個所に書いて下さい〈後にまと
めて書いたり， 原図に書きこまなし、〉。図表の大小に

関係なく行間を数行あけて下さい。原図はそのまま版
をとりますから完全原稿で願います。編集委で写植は

できません。とくにコピーの線の「かすれ」など凸版
にすると目立ちますのでご注意下さい。

0 大きさが数cmたらずの小さい図はコスト高になりま
す。小さい図はいくつかまとめて製版できるようご配
慮願います。図および表の文字は7ポイント〈本文の
文字よりやや小さしつぐらいに縮少いたします。

図・表の左右の長さは7cmまたは14畑仕上りが望ま
しいので作図のときご配意下さい。

0 ワープロ印字の原図の場合，製版図がしばしばかす
れることがありますので，なるべく濃く印字下さい。

O 投稿規定では， 「原著論文・総説は刷上り16ページ
以内となっておりますが，内容によっては8ページ，
12ページにつめて頂くことがあります。とくに図版，
図，表，写真は精選して下さい。

0 原稿不足していますご投稿おねがいします。

第25回夏季大学「新しい気象学」の開催

標記の講座が下記の通り開催されます。参加ご希望の
方はその詳細を連絡先にお問い合わせ下さい。
主 催社団法人日本気象学会

後 援気象庁，東京都教育委員会，日本地学教育学
会，日本気象協会〈予定）

目 的最近の気象学を反映した魯蒙，普及

日 時平成3年8月5日〈月〉～8日〈木〉
場 所気象庁講堂

対象者主として小学校，中学校，高等学校の理科，
地学担当の教師及び気象学の同好者

所在地東京都千代田区大手町1-3-4気象庁内
連絡先社団法人日本気象学会

電話（03)3212-8341 内線469

平成3年第25回夏季大学講義内容（予定〉

一人工衛星から地球を探るー

8月5日（月） 13～15時

気象の測定・その現状と将来

村山信彦〈駒沢女子短大〉
気象のフィーノレドにおける直接測定からリモート

センシング技術を使った地上および衛星からの測定
を概観する。数値予報と気候変動研究の立場から見
た気象観測を考察する。

8月6日（火） 10～12時

「ひまわり」からみた気象現象

鈴木和史（気象庁・予報課〉
低気圧や前線に対応する特徴的な雲パターンを知

り，更に天気図だけでは表現できない気象現象を衛
星写真から探る。

8月6日〈火） 13～15時

地球のモニタリング

村井俊治（東大・生産技術研〉
人工衛星から地表を観測する技術の発達により，

グローパノレなスケールでの植物分布を把握すること
が可能になっている。年率 1.7%で増加する人類に
必要な穀物生産が得られるかを考える。

8月7日〈水） 10～12時

天気図実習〈基礎編〉 嶋村克〈気象大学校〉
天気図は何を表し，我々は天気図から何を読取る

か。地上天気図のみでなく，高層天気図や断面図，
またその時間的変化から大気を四次元的に把握す
る。

〈表3ページにつづく〉



平成3年度全国地学教育研究大会

日本地学教育学会第45回全国大会
山梨大会開催案内

上記の大会を次の要領で開催致します。何卒ご出席下さいますようご案内申し上げます。

大会テーマ：自然災害と地学教育

主催：日本地学教育学会

日本地学教育学会会長平山勝美

全国大会実行委員長西宮克彦

共催：山梨県教育委員会山梨県市町村教育委員会連合会 甲府市教育委員会石和町教育委員会山梨県小・中

学校理科教育研究会 山梨県高等学校教育研究会理科部会 山梨県小・中学校教育研究協議会理科部会
山梨工業技術センタ一 山梨地学会山梨大学

後援：文部省 日本理科教育学会財団法人日本教育研究連合会 日本理科教育協会全国連合小学校長会全日

本中学校長会全国高等学校長協会 日本私立中・高等学校連合会 山梨県水晶宝飾連合会建設省甲府工

事事務所

期日：平成3年 8月22日〈木曜日〉～ 8月24日〈土曜日〉

会場：石和ゲランドホテル TEL: 0552ー 62-2211

干406 山梨県東八代郡石和町窪中島977 c J R石和駅より徒歩15分，タクシーで約3分〉

日 程：第 1日：平成3年 8月22日（木曜日〉 第2日：平成3年 8月23日〈金曜日〉

10: 10～10: 30 受付 8: 30～ 9: 00 受付

10: 30～11: 00 開会式 9: 00～12: 00 研究発表分科会

11: 05～11: 15 日本地学教育学会奨励賞授賞式 12: 00～13: 00 《昼休み〉

11: 15～12: 10 記念講演 13: 00～15: 55 研究発表分科会

12: 10～13: 10 《昼休み》 16: 00～17: 00 全体会

13: 10～14: 40 シンポジウム 17: 00～17: 20 閉会式

14: 40～15: 10 研究発表会〈小・中・高・大合同〉 第3日：平成3年 8月24日〈土曜日〉

15: 10～17: 00 宝石宝飾加工場見学 研修見学〈野外巡検〉

17: 00～20: 00 懇親会 1～3コース

プロゲラム

大会第1目（ 8月22日木曜日〉

受付（10:10～10: 30) 

開会式（10:30～11: 00) 

(1) 開式の言葉

石和グランドホテル入口 受付責任者：山下高徳

総合司会 口野道男

大会常任委員宮沢忠治

(2) あいさつ 大会会長〈日本地学教育学会会長〉 平山勝美

大会実行委員長（ 同 副会長〉

大会役員顧問代表

山梨県教育委員会教育長

石和町教育委員会教育長

(3）祝辞 山梨県知事

石和町長

(4）閉式の言葉 大会評議委員日向忠彦

日程説明（11: 00～11 : 05) 

日本地学教育学会奨励賞授賞式（11: 05～11 : 15) 

西宮克彦

漬野一彦

飯室淳雄

杉原 裕

天野 建

石原昭夫



記念講演（11: 15～12: 10) 

「最近の山梨県内で発生した山地災害の特徴とその防災について」・ H ・H ・............・H ・－山梨大学教授 西宮克彦

昼休み（雁坂トンネル施工工事ビデオ投影〉

シンポジウム（13:10～14: 40) 座長：藤本丑雄

① (13: 10～13: 30）「自然災害地学教育と故小沢儀明博士の地質構造研究，その他について」

千葉大学名誉教授前田四郎

② (13: 30～14: 00）「自然災害と地学教育の現状と将来の展望」

提言者：西宮克彦 パネラー： Ill下高徳・手塚光影・内藤久敬

③（14: 00～14: 40）討論

研究発表（14:40～15: 10) 司会：口野道男，田中収

①授業「濃美地震をめぐる人々」を実施して＜科学・技術・社会＞相互関係の文脈に

おける地学授業の可能性...・ H ・－－……...・ H ・H ・H ・....・ H ・－－－山田俊弘〈千葉県立船橋高〉

②宝石の街甲府・貴金属の山梨と地学教育...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－……内藤好文〈山梨県立宝石美術革門学校）

宝石宝飾加工場見学（15:10～17: 00) 案内者：内藤好文，角田謙朗

懇親会（17:00～20: 00）司会・進行：樋口正，野出道孝

大会第2日（8月23日金曜日〉

受付（ 8: 30～ 9: 00) 

研究発表（ 9: 00～15: 55) 昼休み (12: 00～13: 00) （富士川治水事業・河川美化等ビデオ投影〉

分科会 1：小学校・中学校部会 分科会 2：高等学校・大学部会 〔題目・発表者後記〕

全体会（16:00～17: 00）各分科会報告と研究討議

閉会式 (1) 開式の言葉

(2) あいさつ 大会会長

座長：桂田保

同 大会実行委員長

野出道孝

平山勝美

西宮克彦

(3) 大会決議

(4) 次年度開催地のあいさつ

(5) 閉式の言葉 宮崎元

分科会〔 1〕小学校・中学校部会

司会者：口野道男，桂田保，鈴木今朝和

① 9: 00 地域の教材を生かした「流れる水のはたらき」の学習...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…浅川栄司（長坂町立秋田小〉

② 9: 15 地域地質の教材化一関東平野北部の生い立ちをさぐる…....・H ・...・H ・－－・大森康司〈茨城県内原町立内原中〉

③ 9: 30 白洲町における地球科学的自然、の教材化…...・ H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・－小野徹〈白州町立白州中〉

④ 9: 45 河口湖東岸の地質の教材化とその実践・ H ・H ・.....・ H ・－－…市川直貴・山下高徳〈河口湖町立河口湖北中〉・

杉原 広〈石和町立石和中〉・荒井正春（忍野村立忍野中〉・小川庸生〈組合立河口湖南中〉

⑤10: 00 地域の地殻変動をどう教えたか・ H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・・・・・・・ H ・－－樋口公忠〈中道町立中道南小〉

＜質疑・休憩＞

⑥10: 30 山梨県境国界橋付近の糸ー静線と断層群…...・ H ・......・ H ・H ・H ・－－……...・ H ・.....・ H ・－宮沢忠治（甲府市立南中〉

⑦10: 45 中山の地質構造…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小佐野親 （武川村立武川中〉

⑧11: 00 小学校での地層学習について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・奥脇隆樹 〈都留市立宝小〉

⑨11: 15 大規模校における各学年別野外観察の実践・ H ・H ・...・ H ・－…....・ H ・...・ H ・－・・中村誠治・小林隆英・渡辺 章・

松田昌樹・高橋章子（富士吉田市立下吉田中〉

⑩11: 30 地域教材の開発と今後の課題...・ H ・....・ H ・....・ H ・...・ H ・－－－…前田誠一郎・小笠原幸夫〈都留市立都留第一中〉

＜質疑・昼休み＞

司会者：宮沢忠治，樋口公忠，宮崎元，長津晃真，清水競

⑪ 1: 00 実視角星座カード星写真を活用する「星とその動き」学習での教室実習について

....・ H ・山田幹夫（香川穴吹情報ビジネス専門学校〉



。1 : 15 中学校生徒の霧の観察・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・下野 洋 （国立教育研究所〉 ・他8名

⑬ 1: 30 システム科学としての中学校気象領域の教材開発……… H ・H ・....・ H ・－…名越利幸（千代田区立九段中〉

河合宏一〈大田区立羽田中〉・浦野弘・島貫陸（東京学芸大〉

⑭ 1: 45 小学生における気象現象の認識について・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・－－小島敏光・根本和成・西川 純（上越教育大〉

⑮ 2: 00 「自然界の水の行方」に関する子どもの考え方…… H ・H ・－－

....・ H ・...・ H ・－遠西昭寿（愛知教育大〉・伊藤清（南知多町立日間賀小〉

＜質疑・休憩＞

⑮ 2: 45 地学授業における野外科学的学習過程…...・ H ・－…...・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・－－桂田 保〈山梨大非常勤〉

⑫ 3: 00 青少年科学活勤での地学的学習について....・ H ・－…鷹野貴雄（富士吉田市立明見中〉・中村宏樹（甲府市

立北中〉・井上彰雄（高根町立高根中〉・小野田正平（南都留教育事務所）・渡辺辰美（河口湖町教委〉

⑬ 3: 15 小学校教員の理科知識としての地学巡検のあり方について....・ H ・H ・H ・.....・ H ・－島津幸生（市葉市立緑町小）

⑮ 3: 30 地学教育を取り入れた小学校PT Aの実践活動例一化石採取を通してー...・ H ・－－

…・日高村晴夫・横谷忠明（甲府市立貢Jll小〉・小林東光（甲府市立貢Jll小PT A会長〉

＜質疑＞

分科会〔2〕高等学校・大学部会

司会者：藤本丑雄，小林福造，朝団彦雄，古沢福生

① 9: 00 高校生による FM電波流星観測....・ H ・....・ H ・－……...・ H ・－…....・ H ・－… H ・H ・－…イII村教ー（香川県立高松南高）

② 9 : 15 Expected Str..ictur・~ of Educati ')n Levels in Astronomy ・・・・ H ・－…....・ H ・－－一磯部勇三（国立天文台）

③ 9: 30 高校生の天文教材に対する意識・関心についての調査……....・ H ・...・・・・i孫 秀彦（東京学芸大.！駿台学園）

④ 9: 45 新聞天気図を利用した気象教育プログラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・北村静一 （英知大〉

⑤10: 00 アイソスタシーのモデル実験の工夫...・ H ・...・・ H ・H ・...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・....・ H ・－－－平尾藤雄〈滋賀県立膳所高〉

＜質疑・休憩＞

⑤10: 30 活断層の教材化ー旧跡津川断層の場合一...・ H ・－－……...・ H ・......・ H ・H ・H ・－－－－岩田 修〈岐阜県教育センター〉

'.1:)10: 45 本格的地震計による観測と実験一高等学校における展開例－…－・……...・ H ・－－－南島正重〈東京都立志村高〉

さ11:00 化石標本を用いた探究活動一機能形態学の高校への導入一－………....・ H ・－－・林慶一（東京学芸大附属高〉

⑨11 : 15 現代の科学哲学からみた地求科学の発展………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…池田 幸夫〈広大付福山高〉

⑩11: 30 石材と都市美・ H ・H ・－－…....・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・－…・鷹村 樺〈福山大）・広島石の会

⑥11 : 45 八ヶ岳南麓釜無川流域の教来石喋層…… H ・H ・－…...・ H ・－……....・ H ・...・ H ・...・ H ・－－日向忠彦（山梨県立市川高〉

＜質疑・昼休み＞

司会者：石田高，荻原昌郎，荻原忠敬，角田謙朗，上杉陽

⑫ 1: 00 八ヶ Et・南麓に於ける後期更新統・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小泉光昭 （帝京短大）

⑬ 1 : 15 山梨の渓谷と滝の持性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤本丑雄 （山梨大非常勤〉

⑭ 1: 30 環尭教育について心理学的立場からの検討...・ H ・.....・ H ・...・ H ・－…....・ H ・－…稲森 潤（東京学芸大名誉教授）

⑮ 1: 45 短期大学の 「地学」 のカリキュラム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平田泰世 〈金蘭短大〉

⑮ 2: 00 地学教育と生涯学習....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・神戸信和 〈上智大）

＜質疑・休憩＞

⑫ 2: 45 建設会社における新入社員の地学実習教育一三浦半島域ケ島一…....・ H ・....・ H ・H ・H ・－－長浜春夫（住友建設）

⑬ 3: 00 腎・尿管結石の鉱物学的性状・ H ・H ・－……… H ・H ・...・ H ・...・ H ・....・ H ・－…....・ H ・－－－小倉義雄・柳川 真（三重大〉

⑫ 3: 15 岩石のX線マイクロアナリシスーイオンエッチング法を応用した鉱物粒界などの観察ー

・・… H ・H ・－－木下新一（山梨県警科捜研〉

@ 3: 30 甲府盆J也市縁制民丘陵の活断層・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 内藤範治 （塩山市立大藤小〉・

内勝久敬（八ヶ岳少年自然の家〉・大村昭三（松本整泉KK). i i；田 保〈山梨大学非常勤）

く質疑＞



大会参加要領

1. 大会参加費 3,000円（大会要録を含む〉

2. 懇親会〈多数ご参加下さいますようお願いし、たします〉

日時： 8月22日 17:00～20: 00 

場所：石和グランドホテル鳳風の間 参加費： 6,000円

3. 研修見学（野外巡検〉 〈参加費8,000円を 6,000円に，定員40名を20名に変更しました，ご了承下さし、〉

第 1コース A班：富士山山麓コース（8月24日 日帰り 定員20名）

集合 石和グランドホテル駐車場 8: 30出発； 解散 J R甲府駅南口 16:00頃

参加費 6,000円（昼食代・保険料を含む〉 案内者 山下高徳ほか

内容 富士山と青木ケ原丸尾，溶岩洞穴・縄状溶岩・溶岩樹型，溶岩流と富士五湖，化石湖忍野八海，富

土五湖の恩恵〈観光・発電〉

第2コース B班：糸魚川ー静岡線コース（ 8月24日 日帰り 定員20名〉

集合 石和グランドホテル駐車場 8: 30出発； 解散 J R甲府駅南口 16:00頃

参加費 6,000円（昼食代・保険料を含む〉 案内者 日向忠彦ほか

内容 南部フォッサマグナとグリーンタフ，系魚川ー静岡線のペリーポイント，糸魚川一静岡線と四万十

累層，有孔虫と大型化石，十谷地すベり対策工事，高の瀬河川拡幅工事

第3コース C班：御岳昇仙峡・曽根丘陵コース（ 8月24日 日帰り 定員20名〉

集合 石和グランドホテル駐車場 8: 30出発； 解散 J R甲府駅南口 16:00頃

参加費 6,000円（昼食代・入館料・保険料を含む〉 案内者 内藤範治ほか

内容 御岳昇仙峡と花崩岩・仙蛾滝，荒川ロックヒルダム，考古博物館と曽根丘陵の地質，甲府盆地と日

4. 宿泊案内

向林（佐久、ンルト層〉，風土記の丘の展開

。申込み人数が少ない場合には中止することがあります。

。参加者の都合で見学に参加できない場合には，巡検費をお返しできないことがあります。

O見学地は都合により変更することがあります。

0天候などのやむを得ない事情で見学を取りやめることがあります。

下記施設に宿泊を希望される方は，別紙宿泊申込書に必要事項を記載のうえ，大会事務局へお申し込み下さい。

宿泊施設石和グランドホテル

住 所 干406 山梨県東八代郡石和町窪中島977 T E L 0552-62ー2211（代表〉

宿泊料金一泊朝食付き： 8,000円〈税・ザーピス料込み〉

一泊二食付き： 10,000円〈税・サービス料込み〉

※部屋は充分確保してありますが，総て和室となりますので， 3～5人の相部屋となります。ご承知おき下さい。

※昼食は会場において別途申込を受け付けます。 ※宿泊申し込み締切： 7月10日

5. 大会参加・宝石工場等見学・懇親会・野外巡検・宿泊の申し込み〈前回の案内を一部変更しました〉

別紙大会参加申込書・宿泊申込書に必要事項を記入して参加申し込みをして下さい。

〈宛先：大会実行委員会事務局〉

6. 送金方法郵便振替甲府 7-4233番締切は7月10日〈必着〉

「日本地学教育学会第45回全国大会山梨大会実行委員会」宛

右記の例に示すような方法で振替用紙裏側の通信欄に送金の目的と

内訳（大会参加・宿泊申込書に記入した金額〉

※次の場合返金致します。

07月21日〈当日消印有効〉までに取り消した場合

O行事が中止になった場合

但し，送金のための振替・振込料はご負担願います。

《振替用紙裏側の通信欄記入例》

通 信欄

1. 大会参加費 3,000円

2. 懇親会会費 6,000円

3. 研修見学参加費 6,000円

コース（ 1・2・3)

4. 宿泊費 円

合計 円



き
り
と
り
せ

宿泊申込書

21日 1宿泊・ 22日朝食 2 宿泊・夕食・ 22日朝食付〕 円

22日 1 宿泊・ 23日朝食 2 宿泊・夕食・ 23日朝食付〕 円

23日 1 宿泊・ 24日朝食 2 宿泊・夕食・ 24日朝食付〕 円

計 円

希望する番号 1・2にO印をし，合計金額を記入して下さい。

氏名（ 〉 所属（ 〉

大会参加申込書

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

大 企』
Zミ

懇親会

野外巡検

宿 1白

宝石工場見学

1 

1 

1 

1 

1 

参加する（参加費 3,000円〉

参加する〈会 費 6,000円〉 2 参加しない

参加する〈会 費 6,000円〉 2 参加しない

第 1希望〈第 1コース 第 2コース 第 3コース

第2希望〈第 1コース 第 2コース 第 3コース

希望する（ 円〉

〈申込書の小計を記入して下さしつ

参加する

合計金額

2 

円

参加しない

希望する番号 1 • 2にO印をし合計金額を記入して下さい。

7月10日 氏名（ 所属（

6. 出張依頼状申し込み先

干 184 東京都小金井市貫井北町4-1-1

東京学芸大学地学教室内 日本地学教育学会事務局

7. その他に不明な点がありましたら，大会実行委員会事務局へ問い合わせ下さい。

〒400 山梨県甲府市武田四丁目4-37

山梨大学教育学部地学教室内

平成3年度全国地学教育研究大会

日本地学教育学会第45回全国大会

山梨大会事務局

｜←切りとって送信封筒の宛名に

｜ ご利用下さい。

裏面に大会会場の地図
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N02の調査による環境教育の試み

榊原保志＊

1. はじめに

二酸化炭素やフロンガス等のパックグランド濃度の増

加，熱帯林の減少，砂漠化等の地球規模の環境問題を解

決するためには，自然環境の保全を考えて自然に働きか

けなければならないことや，資源の利用も計画的に行う

ことが必要で，それには子供の頃から生涯を通して環境

教育をきちんとすることがきわめて大切である。

環境教育は1972年にストックホノレムの人間環境会議を

きっかけに，世界的に関心をもたれるようになり，欧米

では学校教育の中でウエートも高まっている。しかし，

わが国の学校教育では環境教育が進んでいるとはいいが

たい。環境庁が学識者を集めて報告書をまとめたり，自

治体が生徒向け副読本や教師向けの手引などを作る動き

があるものの，必ずしも環境教育の方法が体系化されて

いないからである。したがって，環境教育を進めるため

には，今後実践研究をそれぞれの分野で積み重ねること

が必要になってくる。そこで本報告では，簡易な方法で

学校周辺の二酸化窒素を調査する学習を行ったので，そ

の結果と指導経過について報告する。

2. 地学教育と環境教育

IUCN （国際自然保護連合〉では環境教育を小・中・

高校の教育レベル，高等教育（19歳以上〉，教師の訓練，

学校外教育に分けて検討を進めた。まず，小学校や幼稚

園の段階では，校庭，公園，学校の周りの生物的自然に

目を向けさせる。中学・高校段階では，各教科を関連づ

けながら（1）非生物的環境として，地球という星，エネル

ギーの流れ，大気，気候と気象，地殻と岩石圏，地形と

土壌，表層水，海洋など，（2）生物の生活に関連して一般

生態学，集団と行動など，（3）人間活動として，社会の体

制，生産のシステム，経済的， 文化的， 歴史的， 美観

的，規制と計画などを教えるというプランを示した。

沼田（1982）はこのような方向で進めるには，低学年

では「生の自然に接する野外教育」が環境教育の中心に

＊東京都目黒区立第九中学校

1990年12月13日受付 1991年3月2日受理

なり，高学年では自然に対する生態学的見方を教えると

述べている。生きた知識は決して言葉だけの表面の知識

ではなく，現象の体験に基づく，思考の結果により得ら

れるとするならば，環境教育を進める上での原点は沼田

が述べるように「生の自然に接する野外教育」にあると

いえる。理科教育は観測や観察を授業の中に設定し易い

特徴があり特に地学の対象は自然現象そのものであるの

で，環境教育を推進する格好の教科の 1つといえる。

3. 研究調査の指導経過

ここでは部活動において中学生が N02の調査をした

時の指導の経過を述べる。

(1）研究テーマの決定

自由研究を指導する上で第一の関門は研究テーマの決

定である。生徒の発想、はユニーグですぼらしいものがあ

るが，設備や限られた時間のため実験が不可能なものも

あり，指導する教師の方でそれをチェックずる必要があ

る。しかし，生徒の行いたい研究で、ないと長続きしない

のも事実である。まず，生徒同志で研究するテーマにつ

いて話し合わせ，それを助言する形を取った。

今回の場合，生徒が大気汚染について調べたいと申し

出たことがテーマを決めるきっかけとなった。一般に中

学生ぐらいになると酸性雨や地球の温暖化の話はテレピ

などで耳にするようで，彼らも自分達の手で環境問題に

ついて何か調べられなし、かと考えていた。そこで，とり

あえず中央区から出された資料「中央区の公害の概況J
の中から，現在どのような問題があるのかを調べさせ
Tこ。

その結果， S02の濃度は1967～1968年年をピークにそ

れ以後はどんどん減ってきているが， N02は年々 増え，

1973年についに S02より高くなり， その後も低下の傾

向はみられず，未だに横ばい状態である（第 1図〉。そこ

で，現在の大気汚染の主役が N02であることから身近

な大気の N02の濃度を調べることにした。

(2) 調査対象地域の決定

つぎに，その調査をどこで行うのかを考えさせた。客

観性を得るため，何回も同じ場所で調査する必要があ

り，それが負担にならないように，生徒の住居のある東
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京都中央区佃を調査地区とした。佃地区は隅田川の分岐

点に突出した場所にある。ここは東京都大川端再開発構

想のもとに， 1986年から 7年計画で工場跡地に超高層住

宅，商業・文化施設を含んだ市街地の整備が進んでい

る。このような場所に40階建て 2棟， 37階建て 2棟を含

む高層ビルが15棟建ち並び，住戸数は2500戸，計画人口

は7500人を予定している（第2図〉。

4. N02の測定

〔地学教育

(1) 測定の原理

本研究で採用した N02の測定法〈大気汚染測定運動

東京連絡会， 1987）は NOzを吸収する薬品トリエタノ

ーノレアミンを吸収させたろ紙＊lを長さ 5cm直径 1cmのカ

プセルの中に入れ，それを24時間放置した後，ザノレツマ

ン法でその吸収量を調べる簡易測定

法である〈第3図〉。

これは， NOzを多く吸収すれば

するほど，ザノレツマン試薬を入れた

とき赤く発色することを利用し，比

色計でその濃さを読み取ることによ

り N02の濃度を測定しようとする

必
H
『E

Z
4
4
 。 。

，。－

3 

2 

0 
19'沼 19胃 19担 1985 

年

第1図 汚染物質の経年変化〈場所：東京都新宿，東京都環

境保全局（1982, 1989）を榊原が作図。ただし，一酸

化炭素だけは ppmの単位とする。ロオキシダント

＋二酸化硫黄 O二酸化窒素ム一酸化炭素〉

ものである。

(2) データの換算

比色計で測った値は μAの単位な

ので， N02の濃度の単位である

pphmに換算し直さなければならな

い。そこで，中央区役所環境保全課

の N02臨時観測が調査地区の近く

の東京都中央区立月島第 1小学校前

で、行われた時に，環境保全課のセン

サーのとなりに，簡易カプセノレを置

かせていただき，両者の関係を調べ

第2図観測対象地区（．印は観測地点〉
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Tこ。

前述のように放置時間は24時

間であるので，生徒は毎日カプ

セノレと取り替えに行った。後日

回収したカプセノレをまとめて大

気汚染の状態 （μA）を調べ，そ

の結果と環境保全課の測定結果

(pphm）とから散布図を作った

（第4図〉。その結果，比色計の

値と N02の濃度は比例関係に

あることがわかる。さらに，分

布の状態を示す回帰線を求め，

これにもとづき比色計で、求めた

値を pphmの値に換算する。

ただし，最小二乗法により回

帰線を求める作業は中学生には

難しいので教師がおこなっ

Tこ。

(3) 測定の実施

全員で調査地域を歩きなが

ら調査地点、を決定し，カプセ

ノレを取り付けた。翌日それを回

収した。

(4) 定量的な化学実験

薬品を溶かす水は蒸留水であ

ることはもちろん，ピーカーや

メスシリンダー，ピベット等も

蒸留水で洗う。各カフ。セノレ毎，

比色計により N02の濃度を読

み取る〈写真 1)。濃度を正確に

測るため，比色計のセンサ一部

を2回に一度は蒸留水で洗浄

し，測定値は3回の示度の平均

値とした。

(5) データの換算，グラフ化

比色計で得られた値を（2）で、求めた換算

式をもちいて， pphmに直した。換算式

は簡単な一次式であるが，この作業は何

度も行うので，換算プログラムを教師の

方で作成し，生徒は換算作業にパソコン

を利用した。さらに，その結果を等値線

作成ソフト（榊原， 1990）を用いてパソ

コンで作図した。

(6) 結果と考察

まず， N02濃度の鉛直分布を調べる

回観測地点でカプセルを取り付け、下の

コムキャップをはずし、放置する

図 24時間後、カプセルにゴムキャッブをはめ、カブ

セルを回収する。回収したカプセルのよのゴムキャ

ツフ・をはずし、力プセルのふたを取る。力プセルに

ザルツマン試薬5ccをいれる。

国 20分間政置後、泡立てることにより

溶液を十分にまぜ、簡易比色計で濃度
を測定する。

/ooo/ cツ
んプア

第 3図測定の方法
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第4図比色計の示度と N02の濃度の関係（サンプル数＝14,
相関係数＝O.92) 
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写真 1 比色計による実験のようす

I C「
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第5図 N02濃度の鉛直分布（1989年12月12～13日）

ため，佃中学校の校舎から 4階からmmロープを 2本釣

り下げ，それぞれ lm毎にカプセルを吊した。同じ高さ

の測定値の平均をとり，その高さの N02の濃度とした。

その結果，高さによる N02の濃度の違いは lpphm以

上の差はなく，高くなるほどわずかに低くなる傾向が読

み取れる〈第5図〉。

つぎに，佃地区22カ所において地上高 1.2mの所にカ

プセノレを設置し， 1989年の10月から 12月にかけて N02

濃度の水平分布を4回観測した（第6図〉。 10月 1日の観

測では清澄通り沿いに高濃度域がみられ，このことは次

に述べるように他の 8つの結果からも判断できる。特

に， 12月4日の観測ではそれが顕著に現れ，清澄道路治

いには 3pphm以上の箇所が多く出現し，高濃度域にな

っている。この日は風が他の日と比べ弱く天気がよかっ

たためと考えられる。 10月22日には雨が降っていたが，

清澄通り泊いは他の所と比べ相対的に高濃度を示した。

以上のことから N02濃度は大きな道路泊いの値が高

く，住宅地は低いと判断できるならば， N02の濃度分

布は自動車の排気ガスの影響があると推定できる。

高濃度が生じる清澄通りを直交する道路（第2図のA

～B間〉の歩道に1990年 1月17日には13地点， 1月25日

には 19地点にカフ。セルを設置し， N02の濃度分布の微

細構造を調べたく第7図〉。 1月25日では清澄通りを中

心に高濃度になっているが， 1月17日では清澄通りを中

心とした場所による差異はみられなし、。これは前者の天

気が晴であったのに対し，後者は，前日に雪が積もるほ

どの降雪があり（当日は曇り〉，交通量が少なかったため

と考えられる。また，地点Bよりの所に高濃度域がどち

らの日も生じていた。この地点は日頃あまり交通量が多

くなく，その理由を説明するにはさらに南側の分布を調

べる必要があるだろう。

5. 授業の中の位置づけ

従来中学校は義務教育の最終段階として位置づけら
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れ，基礎基本の徹底が求められていたが，高等学校への を行い，吟味する必要がある。

進学率が90%以上になった現在，中学校は前期中等教育 本研究は，平成2年度， 3学会共催の地学教育セミナ

としての位置づけに変わってきた。すなわち，基礎基本 ーで報告した内容に加筆・修正したものである。

の徹底の他に，社会の変化に主体的に対応できるよう

に，思考力や判断力などの能力の育成や主体的な学習の 謝辞

仕方を身につけることが，従来にまして求められるよう 簡易カフ。セルの検定をするにあたり東京都中央区環境

になった。 保全課の池田秀男さんに協力していただいた。また，研

とはいえ，中学校ではまだまだ基礎基本の徹底が中心 究を進めるにあたり，埼玉大学の藤田敏夫先生に有益な

であり，限られた授業時間の中に教えるべき内容が多く 助言をしていただいた。ここに謝意を表します。

あるので，時間のかかる野外観察や課題研究はその利点

は分かっていても後回しになっていた。しかし，新しい

学習指導要領では，中学校で選択理科，高等学校で総合

理科という課題研究を中心に行う選択科目が設けられ

た。体験的に学習する環境教育を行うにはこれらの科目

が最適だと考えられる。

6. おわりに

地学領域では特に都会では実験・観察の教材が少ない

といわれているが，ひとたび環境教育的視点、で，身の回

りの環境を見渡すならば，都市化という格好の素材を見

つけることができる。都市化されているところとそうで

ないところを比較することにより，人聞が環境に与えた

影響を知ることができるからである。身近なところで環

境問題を体験することのできる N02の調査はまさに環

境教育において格好の実習課題といえる。

また，測定法の教育上の利点は次のようなことが考え

られる。大気中の N02の濃度が高くなっても，直接そ

の程度を見ることはできないが，今回用いた簡易測定法

ではピンク色に発色し，その色の濃さで大気の汚れの程

度が視覚的にわかるので，低学年の生徒にとっても理解

し易い教材といえる。特に高濃度になるとピンク色から

血液のような暗赤色に変わるので，生徒ばかりでなく筆

者自身も驚いたこともあった。

ところで， N02濃度の分布は風向や大気の安定度に

より変化すると思われるが，今回の調査では観測回数が

少なく，その解析は十分とはいえず，今後の課題となっ

た。また， 1993年には新川地区と佃地区を結ぶ、橋梁を含

む都市計画道路補助305号線がリバーシティの中央部を

通り抜けるようになり，車が多く通るようになれば，

N02濃度の分布に変化が生じると考えられる。その時

再度調査を行い，今回の調査結果と比較をすることで車

の影響と N02の関係を明らかにする発展的学習ができ

ると考えられる。さらに，今回用いた pphmへの比色

計の示度の換算式は，それを求めるのに用いたデータ数

が少ないので，今後，別の季節，別の場所等で比較検定

j主

*1 吸収液含浸紙の扱い方として，天谷（1989）は次の

ような留意点を述べている。必要分を清浄な浅い容器

（シャーレ等〉に取り出し，ピンセットで一枚にほぐし

て測定用カフ。セノレに入れる。残分は密閉してなるべく冷

暗所に保存する。

セ ザノレツマン試薬は使わないときは冷蔵庫で保管して

おけば2～ 3カ月使える。詳しくは大気汚染測定運動東

京連絡会編（1987）に譲る。
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記念講演

「地球環境の将来」

記録者まえがき

この講演は平成2年8月21日〈火〉の10時50分から12

時20分に大阪国際交流センターで、行われた。以下の講演

内容は大阪教育大学気象学研究室〈山下 晃教授〉のメ

ンパーがビデオ撮映したものから浅野浅春（大阪教育大

学附属高校天王寺校舎〉が起して文章にしたものであ

る。講演は主として地球温暖化の問題について，多くの

資料と解説がOH Pによって示され，来聴者はその内容

と共に重要な視点を把握で、きた。以下の記録においても

読者にその重要な視点をお伝えすることができると確信

しているが，山元龍三郎先生の重厚でありながら，京都

なまりを含む軽妙な語り口とその雰囲気をお伝えできな

いのは残念である。記録にはOH Pで示された図やグラ

フは「図OJと書き，文や語句は「OHPO」と書い

た。ただ，一部のOH P図を省略させていただいたこと

については山元先生と学会員の皆様に申訳けなく d思って

し、る。

京都大学教授 山元龍三郎先生

ロンの問題，成層圏のオゾンの破壊による皮膚ガン増

加，あるいは酸性雨が増えて日本では被害は顕在化して

いないが，ヨーロッパやアメリカ大陸，特にカナダでは

魚がすんでいた湖に魚がすまなくなった等の影響をうけ

ている（OHP2）。また，砂漠が拡大したり森林破壊が

増加したりしているが，ある意味でもっとも大きい問題

は温室効果気体の増加とそれに伴う地球温暖化である

(OHP 3）。この問題はエネルギー消費に関係して経済

社会の発展に関わる深刻な問題であり，その対策たるや

現在，国連の下部専門機関である WMO（世界気象機

関）， UNEPL （環境計画〉等が共同で一昨年末以来協議

を重ねているが，極めて深刻な問題であると同時に先ほ

ど申した研究者にとって残されている重要な問題がこの

テーマに含まれているので，本日は温室効果気体の増加

とそれに伴う地球の温暖化，はたして21世紀の地球気候

がどのようになると考えられるか，その際，どういう陵

味さが研究者の間で問題になっておるのかを申上け’たい

文責浅野浅春 と思う。

ここに示したのは大気中のC02量が18世紀の初め頃か

ら最近までどのように推移してきたかを表したものであ

本日は地学教育の現場で御活躍の皆様方の前で，最近 る〈図 1)。左はしが1720年，右はしが2000年，たて軸は

異常ともいってよいくらい関心が高まっている地球環境 C02濃度を ppmで、表したものである。産業革命の18世

の話しをできる機会を得てよろこんでいる。 紀中頃およそ 270ppmであったものが， 現在 350ppm

地球環境の問題は人類の生存にかかわる大きい危険性 に達しようとしている。このデータは1950年代後半から

をはらんでいるが，いわゆるマスコミで報道される面に は直接観測されたものによる。大気中の空気を分析する

ついては皆様御承知のことと思う。気候変動に関して， ことによって C02濃度を示しているわけである。それ

いろいろ世話をしているとしづ意味で専門家の一人とし 以前は断片的な観測しかなく，南極あるいはグリーンラ

て，本日はマスコミではとり上げられないような裏話し ンドの氷にとじ込められた気泡を分析することによって

というか，どうし、う暖昧さが残されて研究者が努力をし 得られたものである。このような C02増加がどのよう
ゑ＞

ているかという一面を少しでも強調できればと思ってい に温暖化に結びつくのかについてこれから話したい。語

る。 から詳述するが，温暖化をもたらすものは C02だけで

はなく，メタンとかオゾン等も寄与している。ここに示

ここに示したくOHPl略〉ものは，ある英字新聞に したのは1980年代， 70年代， 60年代あるいはそれ以前の

のっていたのを拝借してきたのだが，われわれが若い学 それぞれ10年間あたりに C02とそれ以外の気体の温室

生時代，自然の力は大きくて人類が少々じたばたしても 効果への寄与を表わした図で、ある（図 2）。今世紀の中頃

自然を制御することはできないということだったが御存 あるいはそれ以前では圧倒的に C02の寄与が大きい。

知のように人聞が意図しないで地球を変革ないしは破壊 ところが最近になるにつれて， C02以外のメタン，フロ

しようとして，地球が大変困っているとし、う状態を表わ ンあるいはオゾンの効果も大きくなってきている。 C02

した絵である。先刻の挨拶，御祝辞にもあったようにフ の増加傾向以外にメタンあるいはフロン等の影響が重な
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の年代ごとの増加によ
る地表面温度の上昇
量ペ放射対流平衡モ
デ fレによる見積りで．

水蒸気のフィード Jトソ

クは入っていない

って地球全体の温暖化が懸念されているというのが現状

である。それでは，温暖化が C02増加とともに実際に

進んで、きたのかという問題をとり上げる必要があるけれ

ども，その際に注意すべきことは，温暖化とか気候変動

とかし、われているものがどういうものなのかということ

である。ここに示したのは岩手県の宮古の 7月の気温の

平年偏差を表している（OHP4略〉。一昨年の宮古での

気温は平年に比べて－6°C近くであった。いわば冷夏の

〔 地 学 教 育

F, I 

発現を示している。年によ

って冷夏であったり，猛暑

であったりするが，このよ

うな変化は気候変動とはし、

わず異常気象とよぶわけ

で，ただいま問題にしてい

る気候変動，温暖化という

のは，このような異常気象

ではなく，長期的な傾向と

して，たとえば， 15年平均

の値の変化をみて長期間の

変動傾向がどうなっている

のかを見ょうとしなければ

ならない，冷夏が頻発する

ということによって寒冷化

ということにもなるし，猛

暑が頻発することによって

温暖化があるということに

もなる。例えば，今年，西日

本の最高気温が連日 35°C

以上とし、う猛暑に関して新

聞記者等から地球温暖化の

証拠かという問いあわせが

あったが，今年猛暑が続い

たからといって，ただちに

それが温暖化の証拠だとは

いえない。しかし，温暖化

の証拠でないともいえな

い。数年間以上の状況を見

ないといけないということ

である。それにしても宮古

のデータを見ると温暖化と

いうより寒冷化しているの

ではないかと思える長期傾

向が見られるが，あとで話

すけれども，今，問題の温暖

F1z 

N20 

化というのは，ーケ所のデ

ータでは何ともいえない。むしろ，地球規模の状況を見て

いく必要がある。さて， C02等の増加に伴なう温暖化と

いうのはどういう風に理解すればよし、かということに返

りたい。温暖化とは温度が上るということであり，要す

るに地球に限らず熱が与えられれば温度が上り，熱が奪

われれば温度が下るという至極単純な原理に基いている

(OHP 5）。ただ地球の場合，熱の収支はパランスされ

ていて，温度が大きく変化しない。長期的にみて徐々に
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アロン’

成）¥til丘iへ拡散して紫外線によ b分解

→成層l副オゾンを披壊

→地上での太陽紫外線が強まる

→皮膚ガンの増加

酸性雨

硫黄酸化物・室主酸化物

〈局地的大乱汚染凪j極のため煙突の両l釘rJ

0 HP  5 

熱の付加 → 温度上井

熱の除去 → 温度低下

熱の収支がノミランス → 溢度一定

地球の熱収支

日射のl此収分（熱の付加）

一赤外線の放出（熱の除去）

変るということである。具体的に例をあげていうと，地

0 HP  3 

砂漠拡大

世界の瞳地の約 3分の 1を占有

年約 0 • 1 %以上で拡大

人口急増

森 林破謀

年 1000万ヘクターノレが消滅

（日本の国土の3分の1)

温室効果~~体の増加

地球の温暖化

0 HP  6 

(9）ー109

平均日射量 s= 0. 5 （カロリー乃士／平方センチ）

ー72 0 （カロリー／i=レ／平方センチう

大気中の熱容量CEミ240 （カロリー／度／平方センチ〉

索引又支のアンバランスAB=S/10 0の場合

温度変化 AT = LIB/C主7.2/240 （度／日）

ーo.0 3 （度／同）

主主 11 （度／年）

太陽叙射 地i手放射

球全体の熱の出入りに関して，太陽からの日射の 1/100 宇宙空間 6 2Q 4 I f 6 38 261 

だけアンバランスがあった場合に温度はどれだけの割合 l大気

で変るかを大気だけについておおよその計算をすると， 1(3 
1年間に 11°c変化する（OHP6）。実は実際にはこの

ようなことはないが，仮にアンバランスが生ずると，バ

ランスを回復する向きに地球の気候が変るというわけで

ある。そういう意味で地球全体としての熱のやりとりは

バランスしていると考えてよい。それでは，どういう熱

を考えればよいのかということであるが，まず太陽から

の日射は非常に大きい値をもっている（OHP7略〉。こ

れに対して地熱はおよそ 1/5000くらいで，火口付近ゃ

いわゆる地熱地帯等の局地では影響があるが，地球全体

としては地熱の影響は考えなくてよし、。それでは熱のや

海；掌・陸地 51 -21 -7 -23 

3 地環・大気系の放射収支．大気頂で入射する太陽放

射量を 100とし，地球・大気系のアルビードを 0.30
とする．

りとりとしてはどういうことなのかを示そうとしたのが を 100単位として，大気中に入ってくるが，雲による反

この図（OHP8略〉で，横軸は光の波長であるが太陽 射があって約30%が宇宙に反射し，残りの約70%が地球

から地球に降りそそぐ，いわゆる日射は波長の比較的短 にインプットされる。右側は地球が出している赤外線放

い紫外線および可視光線にエネルギーが集中しており， 射のゆくえを示している。極地方，赤道地方も含め地表

この70%を地球は吸収して熱のインプットにしている。 面全部を平均して 15°Cと考えてよいが，この 15°Cの

一方，地球それ自体が赤外線を出しており，熱量として 地表面がどれだけ赤外線を出すのかということは，いわ

はインプットとアウトプットがノミランスしているという ゆる物理学のステファン・ボルツマンの法則で計算でき

状況である。このような地球の熱のやりとりをもう少し るわけであるが，その熱量は 115単位である。地球に降

詳しく見ょうとしたのが，この図 3であり，左側が太陽 りそそぐ太陽の日射を 100とする単位であるから，それ

から地球に降りそそぐ日射のゆくえを示している。日射 以上の量が出ておるわけである。しかし，全て宇宙へ放
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12 

はしが1900年，右はしが1970

年頃までとってある。太陽の

黒点数が11年周期で変化して

いる様子がわかる。また下の

グラフはアフリカのナイノレJll

流域のピグトリア湖の水位で

ある。これは年々変化してい

るが1920年までは黒点数と非

常によく対応している。とこ

ろが1920年代を越えると両者

の相関関係がくずれている，

ピクトリア湖の周辺で特別な

大土木工事が行なわれたわけ

ではない。実は昨年，パリに

地球環境に関する学者がよば

4 Mc.is1 
SU 

fo/lowi11g a pa／則 byC. E. I'. IJ『ooks. Rep r o d l』ced from Eddy’（ 1903) いか，このことを知らなかつ

たので、詳しく調べたらどうか

出されるのではなく，大部分は空気中のいわゆる温室効

果気体に吸収され，極くわずかだけが直接宇宙へ出てい

く。その他，雲や大気からの赤外線放射を含めて合計す

ると，左側で地球が吸収するのと同じ量が赤外線として

宇宙へ出ていく。このような日射の吸収と赤外線の放出

を勘案すると地球の気候を支配する要因が理解できる。

例えば，日射が変って 100ではなく 99あるいは 101にな

るとする。日射が 101となると吸収も増えて， 69から70

になり，熱の流入が増えることになるので熱の収支がア

ンバランスになる。そうすると熱がたまるので，当然，温

度が高くなる。温度が高くなると地表面の温度も高くな

るので地表面から出す赤外線放射はステファン・ポノレツ

マンの法則により絶対温度の4乗に比例するから，例え

ば116に増える。それで，地球全体として宇宙へ出す赤

外線が増えるので，丁度吸収日射が70になれば赤外線放

射も70になるということで‘バランスがとれる。例えば，

火山噴火で地球の寒冷化が考えられる。太陽から地球に

降りそそぐ日射は 100であるが火山爆発の噴煙が長期間

成層圏に漂うと，いわば，パラソノレをかざしたようにな

り，吸収日射量が69ではなくて68あるいは67となり 15°C

の地表面の場合に出る69の赤外線放射よりも少ない量の

吸収しかしないので温度が下がる。そうすると 15°Cの

地表面温度が 14°Cになるというようなことで熱のノミラ

ンスがとれて結果として寒冷化になるわけである。その

ような太陽活動あるいは火山噴火に関して若干のデータ

を示して話題に供したい。この図4で，横軸が年代で，左

という宿題を与えたが，まだ答えがきていない。さて，

この図5の下は北半球全体の平均気温の推移を示してい

る。 1920年代まで相関ははっきりしている。しかし常識

的な考えと逆である。実は，太陽活動が盛んなときは黒

点数が多L、。そして日射も多いと理解されている。日射

。

0.1 

ιJ 

: 0.0 

』叶
ぱ3

G -0.l 
E耳
原

注－0.2

-0.3 
5 1田090円0010 20 30 伺 50 伺 70

19世紀末から 1卯年聞の太陽黒点数の 5

2手移動平均値と，北半掠平均気温の5年移

動平均値との対応t・3・1920年代以前におけ

る両者の逆相関が注目されるが，気温変化
；土気候ノイズよりも大きくなL、。
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が強Lすれば地球の温度が上がる

だろう。その目で見ると逆にな

っている。例えば， 1880年代中

頃，黒点数は極大である。しか

し温度は低くなっている。次の

1890年代の前半でも同様であ

る。 1920年を越えると，このよ

うな関係が崩れてきているとい

うのが実態である。こういう例

を見せると，では先程の話はお

かしいではないか。日射が強け

れば地球がもらう熱が増え，温

度が高くならなければ熱の出入

りがパランスしないということ

と逆ではないのかと。実は問題

は地球がどれだけ吸収するのか

ということであり，雲の影響な

どがからんでいるわけであり，

そうし、う意味では太陽からの日

射が多ければ温度が高くなると

いう単純な考えがそのまま地球

環境の問題に適応できない。つ

まり地球環境の問題は一筋縄で

はいかないということを示して

いる。それにしても温室効果を

｜（持体放射

ペ

』

吋

0.1 0.15 o.z 0.3 0.5 10 15 zo 30 
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n
U
A
u
 

r
e
a
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令

〈

I 1.5 2 3 100 

(a）温度が 5,780Kと255Kにおける黒体法射（曲線の下の面積が同じになるよ
うに縦輸のスケールIi2つの曲線に対して変えてある）， (c）地球放射および太陽の
天頂角が 50。の場合の太陽放射に対し，地球大気全体としての吸収率およびその吸
収に寄与している気体. (b）は（c）と同じであるが高度 llkmより上にある地球大
気による吸収率（R.::'vL Goody, A.tmospheric Radiation I: Tl11:oretical Basis, 
Oxford Cniv. Press, 1964より）

具体的に説明するにはこの図6が必要である。この図の

横軸は光の波長で右側は波長が長く，左側に短かくとつ

である。この図から大気の吸収率がわかる。太陽からの

紫外線は大気全体としてはほとんど吸収する。波長の長

い紫外線は残るが波長の短い紫外線は吸収される。これ

は成層圏のオゾンの作用によるものである。それから波

長の比較的短い赤外線，これは太陽からの日射に含まれ

ているものだが，と可視光線の領域では大気はほとんど

透明である。地球が出す赤外線の波長の領域では，水蒸

気と C02による吸収が支配的である。この地表面から

の放射では赤外線のうち極くわずかだけ宇宙へでていく

が大部分が大気に吸収される。宇宙へでていくわずかな

量は，いわゆる大気の窓すなわち， 8μ～12μ の聞に対し
ては比較的大気は透明でこの波長域をとって出てし、く。
その量は 115単位のうち 9単位である。

余談になるが，日頃天気予報の解説のときにヒマワリ

の雲の映像による解説があるが，昼間は日射は雲頂でよ

く反射して雲の映像は白っぽくうつる。一方，海や陸で

はあまり反射しないので黒く見える。このことで日射が

あたっている昼半球では雲の分布がわかる。ところが夜

にも雲の映像がでる。夜はもちろん日射がないので可視

光線では雲の存在はわからない。そこで夜は赤外線を使

って観測する。しかし赤外線の大部分では大気は不透明

である。あたかも牛乳風呂の浴槽の底にある石鹸を上か

ら見ょうとしているようなものであって不透明な流体の

底にあるものを普通は識別できない。それで実は気象衛

星による雲の観測で、は大気の窓領域を使っている。雲表

面では海抜高度が高いから温度は－40°Cとかそういう

低い温度である。ところが雲のない海面や陸地では30。c
に近くもなることもある。温度の高い海面などからは多

くの赤外線がでるが温度の低い雲表面からは弱い赤外線

しかでない。そういうことで、窓領域の波長域に限って赤

外線観測をし，強い赤外線がでているところは雲のない

陸地であり，赤外線の弱L、ところは雲の存在するところ
とわかるわけである。

さて，問題は，このような地球からでている赤外線を

吸収するという状況についてである。 C02が増えると，

この影の部分が増えるので窓領域が狭くなる。というこ

とは地表面から出て大気による吸収をのがれて直接宇宙

へいく 9単位が C02などの温室効果気体の増加で9か



が具体的な40%の行方については，はっ

きりわかっていない。世界中の生物圏を

いろいろ調査した生態学者からは，最近

では森林破壊が進んで 002の発生源に

なっているとし、う報告がある。これによ

ると40%は海水が吸収しているはずであ

る。しかし，海水が吸収していると主張

する人がいる一方，海洋の研究者からは

海洋は吸収できない。特に海洋の表層は

空気中の C02を吸収するが短時間に飽

和するので，海洋が吸収するためには深

層について考えなければならないが，実際にはそういう

状況ではない。とL、う報告をうけている。というような

ことで大きい問題として残っている。それにしても，大

気中のC02が増えていることは間違いないことである。

したがって，こういう状況の中で，地球全体で本当に

地表面から出た赤外線の大部分を空気が

吸収しているためで、ある（OHP9）。こ

うい作用を大気の温室効果と称してい

る。そういうことで，温室効果というの

は温和な気候をもたらすためには不可欠

である。

それでは実際に，大気中の温室効果を

もたらす気体の代表である C02につい

て，最近の増加の傾向を示したこのグラ

フ（図 7）は，ハワイ島のマウナ・ロア

山の中腹で測定された大気中の C02量

の変化を示している。 1950年代後半から

のものであるが，どの一年も規則正Lい

変化を示している。当然， C02が植物

の炭酸同化作用で吸収され，呼吸作用で

放出されるから，植物の炭酸同化作用の

活発な時期には大気中の C02量は減少

し，炭酸同化作用が衰える時期には増加

する。問題は，それらを均した線に注目

すると1950年代後半に 315ppm, 1980年

代前半には340ppmを越えていることが

わかる。ところが世界中での化石燃料の

消費量から空気中に放出されたはずの

C02量を計算で、きるがその値と実際の大

気中での増加量が一致していなし、。この

差をどう解釈するか。 60%は大気中に残

り40%はどこかへいった。どこかへいっ

たといっても，海水に溶けたか，生物圏

に吸収されたかのどちらかのはずである

育教学〔地
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ら8か7になることで温暖化がもたらされる。もし，地

球の 15°Cの地表面から 115単位全てが宇宙へでていく

とした場合地球の温度はどうなるか計算すると， 256K

すなわちー17°Cの氷の世界になる。氷の世界にならな

いで地球が 15°Cの温和な気候であり得るということは
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’ON 全地球の海洋での気温偏差
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9 全球海上平均（北緯70度～南緯50度）の年平均
気温の推移“．×印は各年の値で，実線は 15年移

動平均とその 95%の信頼限界．破線は文献 9）に
よるもの

温暖化が進んでいるのかどうか

について過去のデータで調べら

れているとし、うわけである。こ

こに示しているのはアメリカの

NASA航空宇宙局のハンセン

たちの調査結果で地球全体の平

均気温の推移である。このよう

なデータの基本は世界中の各地

の観測データであるが古くから

観測を継続している場所は大都

会に多いので全体として温暖化

があるといってもデータが都市

化の影響をうけているのではな

し、かというわけで，ハンセンた

ちは1970年代に人口10万以上の

都市のデータを除外して計算し

たグラフも示している（図 8）。

ヒート・アイランドの影響を除

外したものとそうでないものと

では 0.1。C の差がある。 この

影響を除外しでも，全体として

均すと約 0.5°C上昇している。

同じようなことは，都市化の影

響のない海の上について見た場

Years 

11 海洋深層循還を考i:.した大気・海洋結合大循環

モデルを用いたこ監化炭葉増加（毎年1%づっ）

にともなう地上気温上昇（℃）．

(Stouffer ら， 1989).

10 
大気上限
第 1層

第 2層

日射大気披射

気大

降

雨0
・・・・・・；

降
雪

宮

大気ー海洋混合層モデ

ルの予綴方程式系の数値

積分に使われた3次元グ

リッド系を模式的に示

す．→竺
↑
水

モデルの中に鴻入された物理過程を示す複式国．



114ー（14)

0 HP  9 

吸収日射量 R=S×（ 1ーアノレベード）

放射パランス

ー720×o.7 〈カロリー／日／平方センチ）

元 504 （カロリー／日／平方センチ）

吸収日射量 R＝地表面からの射出赤外線 E

P＝ステファン・ポノレYマン定数.Ts＝地衣面温度

Ts4 = R／ステファン・ポノレジマン定数（ p) 

当 43・1× 108= (256度）4

地表温度の計算値 T=256皮

観測値 T=288度－ 15=273℃

0 HP  1 o 

物理法見IJk従って変化

力が作用すると運動が変化（New七onの遥動法的

熱が与えられると井温（熱力学第一i胡 ID

初理法員IJを方程式で表現

コンピュータで計算

コンピュータの上で

台風の発生・降 t:Nなどが再現可能

0 HP  1 2 

二酸化炭素の治加（溢暖化）

支え値シミュレーション（理論）

345 p戸l→ 690 ppm 井溢 1:2～ 3.0'G 

観測l結果（過去 100年同）

295 ppm→ 345 ppm 

昇温の計算値＝ o. 2～o. 4℃ 

0 HP  1 4 

全地球平均海面水位

過去 10 0年同 10 cm～ 2 0 cm l:昇

jぷ凶

cD i品度変化l乞よる J低水の｛本債変化（執膨張）

十 2cm～十 6cm （過去 100年間）

~2）北上のノK分反化

I対竹丸の I；氷

Green工andの’1，氷

山 111氷inJの動向 十 2～ト 7cm （過去100相時

地下水のくみあげ 十 o.6 cm （｜斗）

貯水池の増，0( - 2～－  5 cm G邑去50!cf.f1劫

〔地学教育

基いたコンビューターシミュレーションによるものであ

る（OHPIO）。いうまでもなく， 風が吹くということ

は，ニュートンの運動法則にしたがって力が働くから空

気の速度が変るということ，又，熱が加えられれば温度

が高くなるというようなことをもとにしてコンピュータ

ーシミュレーションするのである。具体的には球型の地

球に網目をかぶせて格子点の温度や風，気圧等を物理法

則にしたがって計算する。又，高さ方向にも層に切って

計算するわけである（図10）。それでは大気中の C02量

が2倍になった場合，地球全体として温度がどれだけ高

くなるのかというコンピューターシミュレーションを多

くの研究グループが実行しているのでそれを示す（OH

Pll略〉。詳しい話を省くが C02量が 2倍になったとき

温度はどれだけ上昇するか。低くて 1.goc，高い値では

5.2°C，およそ 2。C～5°Cである。現在の 350ppmに近

い C02量の値に対し国際的規制がない時には21世紀中

ば頃で C02は倍になると予測されているが，地球全体

としての温度上昇は 2。C～5°Cとし、うわけである。

このような 2。C～5。Cとし、う数字をあげると，おそら

く多くの人は疑問に思われると思う。というのは，この

計算のもとになっているのは物理法則であり，これは普

遍的なものである。しかも道具として使っているコンピ

ューターもメーカーが違っても計算は間違うようなもの

は使っていない。普遍的物理法則にしたがって，同じよ

うな計算をするコシピューターを使った上で、研究グルー

プによって答えに差がでるのはおかしいと。これは説明

を要する。具体的にどういうことかというと，実は計算

するのに地球に網目をかぶせて，各交点の値を計算する

が交点と交点の間隔はおよそ200km～300kmである。仮り

に200kmとすると，それより小さい現象は記述できない。

たとえば，入道雲はおよそのスケールで、あるが，入道雲

は日射をよく反射させる。たとえば夕方，東の空にある

入道雲はまばゆいくらいよく反射しているわけである。

この入道雲は考慮できない。そういうことで，格子点の

間隔以下の現象の影響が大きくても格子点の取り方では

直接考慮できない。そのために，経験則として格子点以

下の小さい現象を 200kmの間隔のデータでもってどう表

現するのかはグループの創意工夫にまかされている。創

意工夫というと聞こえはよいが実は主観的方法を取って

合でも認められるわけで（図 9），海の上に限ったデータ いるわけである。そのことが，このような結果の暖昧さ

では， 1900年から最近までの温度の推移をハンセンのデ をもたらしている。

ータに比べるとゆるやかであるが 0.3°C上っている。 ここに示したのは大気中の C02が不連続的に 2倍に

問題はこのように温室効果気体が増加し温暖化が進む なったときの平衡値である。その場合に大気がどうなっ

と地球気候がどう変るかということだが，そのような研 ていくのかではなく充分時間が経ったあと落ちついた状

究をすることは非常に難いρ。唯一の方法は物理法則に 況になったとき 2倍になる前とどう違うのかということ
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である。だから徐々に C02が増え

るとどうなるのかを表しているので

はなく，急に 2倍になったときどう

なるのかを計算したものである。も

う一つは海洋の影響の取り入れ方で

ある。海洋に関しては， 表層 lOOm

の比較的浅い領域だけしか入れてい

ない。深いところの状況は入れてい

ない。だからそういう意味では， 21

世紀の気候を予報する充分な材料と

恒

韓

90 

-30 

はいえない。どうしてしないのかと -60 

いうと非常に計算量が多いし，具体

的な技術的問題がある。

(15）ー115

く二フ

4 10 11 12 I月
最近になって C02が徐々に増え

つつある状況と深層海流の影響を取

り入れた結果が真鍋さんたちのグル

ープで発表された。縦軸は地理的緯

12 大気の二酸化炭素が倍増した時の気温と現在の気温との差。北極か

ら赤道を通って南極までの番線度・各月での気温の変化を示してい

る。特に、冬の高緯度の著しい昇温が注目される。（1984年のハンセ

ンらの論文から再録）。
度，横軸は C02が徐々に増え出し

たという状態で， その時， その時の温度上昇量を示す

（図11）。およそ70年経つと C02が2倍になるというこ

とである。だいたい北半球で温度が早く高くなり南半球

では遅れる。結局，温室効果気体，とくに C02倍増時

の全国的な平均気温の昇温量の予測は 1.2°C～3.0。Cと

いうことがし、える。こういうことで7月上旬に気象庁が

21世紀の見通しを発表したわけで、ある。それでは，具体

的に 1.2°C～3.0。Cの昇温量を考慮した時，過去のC02

の増加に伴う温度上昇と丁度適合しているかどうかの問

題であるが今世紀始めから最近までの C02増加と勘案

してみたい。今世紀はじめ 295ppmで、あったものが最近

では 345ppmで、ある。｛吉増時のシミュレーションによる

温度上昇は 345ppmの増加に対して 1.2～3.0。C とい

うことだから，増加量 50ppmに対しては 1/7というこ

とで昇温は 0.2～0.4°Cとし、う計算になる（0H Pl2）。

この範囲内の値であれば整合性があるといえる。海洋上

の気温のデータで80年間に 0.3°Cの数値であるから 0.2

～0.4°Cの範囲に入っているとしづ意味では数値シミュ

レーションの結果はまあ過去のテータと整合性は保って

いるといえるわけである。

それでは温暖化の詳細な数値シミュレーションの結果

の一例であるが，これは NASAのハンセンの結果であ

る。図12より高緯度地方の冬の昇温が顕著である。ま

た，アメリカのコロラドの大気科学研究センターの例だ

が，やはり傾向として高緯度地方の冬の昇温は中緯度に

比べて顕著である（図13）。それでは日本の夏，あるいは

特定の地域での変化はどうなるのかということに進むと

話は簡単ではない。これは 6月， 7月， 8月の北半球の

夏についての三つのクツレープの結果である（図14）。北半

球では三つの結果はかなりばらばらである。結論的には

特定地域でどう変るかについては，はっきり予測するこ

とはできない。しかし，地理的緯度については，ほぽ確

信のもてることがし、える。予測に関しでもっと難しいの

は実は雨の問題である。これはやはり三つの研究ク勺レー

プの降水量の変化の予測結果である（図15）。たて軸は地

理的緯度，よこ軸は季節であるが， C02倍増時の状況と

して雨が少なくなっていることを示している。三つの結

果，雨については気温のようにはっきりしない。はっき

りしたことはいえない。しかし気候変動として雨はどう

なるかは深刻な問題である。これは真鍋さんたちがC02

が2倍ではなく 4倍になったときどうなるのかというこ

とを，よこ軸に地理的緯度，たて軸に降水，蒸発，さし

引きしたものを示している（図16）。北緯20。～30°では現

状では蒸発が多くて降水が少ない。いわば乾燥地帯，ア

フリカのサハラ砂漠あるいはタクラマカン砂漠が位置す

る緯度帯である。ところが C02が4倍になった場合に

は，そのような状況は北の方へずれる。しかし，東西方

向ではどうなるかまでは明確にはわからない。

一昨年，アメリカが大早魁に見まわれたことがあり，

ハンセンが国会で大早魁は地球温暖化の証拠であると証

言したが，多くの研究者が反論を加えたのは記憶に新し

い。このような暖昧さは200km～300km間隔で、しかものを

見ないで，それより小さい現象の影響を主観的方法でこ

なしておこうということによって起こる。その暖昧さの
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降水量・蒸発量およびそれらの差の現状と

二酸化炭素が4倍増の時の北半球の緯度別

分布01anabeら， 1986のシミュレーション

の結果）．分布が北の方にずれることが示

されている．

16 

!.iON 

305 

シミュレーションするに至っていないので，過去のデー

タを丹念に調べてそれからの類推で推測するという方法

を取らざるを得ないのが現状である。

これは（図17）は前世紀終り頃から最近までの 100年

間の世界中の海面の平均水位がどう変化したかを示した

ものである。過去100年間におよそlOcm上昇した。その

うち，およそ半分は海水の温度が高くなったために熱膨
張でふくれ上ったということである。このカーブを示す

と，こういう事実は揺るがすことができない事実として

受け取られ勝ちだけれど，このような地球全体の海面の
水位を求めた元のデータは太平洋，日本近海，スカンジ
ナピアというような各海域での水位変化を示すものであ

る〈図18）。特に注目すべきは南米の西海岸，パミューダ

というようなところではほとんど変化していなし、。地中

海のように上昇しているところもあるが，日本の場合は

ある時期から下っている。これらを集めてデータ処理し

た結果で、ある。これも又，研究者の創意工夫を待たさ．る

~二丈；コ
905 

J F M A M J J A S 0 N D J（月）

15数値シミュレーションにより得られたこ酸化
炭素の倍増時の降水量の現在との差（単位は一
日当たりミリメートル）。各緯度・各月について
示してあり減少しているとニろは影をつけてい
る。上の図は真鍋らの結果で、下の図はハンセ

ンらの結果である。

sos 

705 

原因を取り除くためにはコンピューターの性能が飛躍的

に向上する必要があると同時に雲の影響などをさらに研

究する必要がある。

さて，このような温暖化の進行に伴って，もう一つの

大きな問題は海面の上昇の問題である。特に極地方の温

暖化が顕著になると，極の氷が融けて当然海面を上昇さ

せる。だから現在より海面が高くなる。この問題は温度

上昇あるいは降水量変化のように充分にコンピューター
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19世紀末から最近までの海面の高さの変化（点線）。破線と実線は

それぞれ、海水の温度上昇による海面上昇への寄与と全地球平均

気温の変化（ロビン、 1987年による）。

を得ない面がある。結局，海水面の観測は地面との相対

的変化を示すから地盤沈下があれば海水が変らなくても

データは変るので地盤沈下の影響を除去しなくてはいけ

ない（OHP13略〉。それに関しては神経質なくらいにま

で創意工夫がなされていて，その結果ここに示したよう

なことである。すなわち，過去 100年間にだいたいlOcm

～20cmくらい海面の水位が上←昇したということである。

かなりばらつきがあるが地盤沈下と海流の影響をどう除

去するかということが問題である。それにしても全ての

データは水位の上昇を示していて，その原因について

も，やはり研究者によって，いろいろ出されているが，

それをまとめて，過去 100年間に10～20cm上昇したと考

えているというわけである。原因としていくつか考えら

れるが海水の温度上昇に伴う熱膨張の算定は2～6cmで、

ある。では陸上の水分変化はどうなるかということであ

るがグリーンラ γ ドの影響と南極の影響はキャンセルし

ているようだ。ただ氷河の動向として，それが融けて海

水上昇に寄与しているようだ。あとは地下水の汲み上

げ，ダム等の建設の算定であるが，どうもある学者はこ

う算定している（OHPl4）が，かなり過大評価のきら

いがある。それにしても，だし、たい50%～10%くらいは

cm 
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海水の熱膨張によるものであり，その他は比較的小さい 上げるのに寄与するのに対して南極の氷はむしろ水位を

スケールの氷、河の融解によるものだろうという解釈であ 下げる方向に働くだろうという〈図19）。これはどういう

る。それでは，このような海面上昇が21世紀に向ってど ことかというと南極の場合は少々温暖化が進んでも氷点

ういう風に進むのかいくつかの間題がある（OHP15 下のままであるので氷の融解が促進されることはない。

略〉。オランダのある学者の研究によると 21世紀の終り むしろ，温暖化が進んで大気の温度が増えると大気中の

頃には現在に比べると60cmくらい水位が上るだろう。熱 水蒸気が増す。そのため南極の降雪が増える。つまり海

膨張，氷河の融解，グリーシランドの氷の融解は水位を の水が南極の氷として入れかわる。つまり海面の下降に
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0 HP  1 7 

温室効果の増強（温室効果気体の増強〉

K伴う温暖化の程度K依存

創部求平均気温の上昇1.2～3. 0。eveよって

①十 10 cm ～十 6O cm 

（南極氷棚の底面の融解を考慮した場合）

0 HP  1 6 

全地球平均海水位の

変化の予測（2030年頃）

海水の膨張 ナ 5～＋ 17cm 

南極の雪氷 -3～十24¢泊

Greenland 十3～十 9cm 

山面氷河の動向 +4～＋ 9 cm 

地下水の政みあげ ？ 

貯水池の増設 ？ 

～十 30cm ②十 1O cm 

〈同
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③
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 考慮しない場合〉

氷初IJJ
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19・20
えている。いずれにせよ，先程の降水量の問題と海面上

昇の問題は懸念されることは多いけれども，かなり大き

な暖昧さを残しており，研究者としてはこれを少しでも

小さくしようと努力しているのが現状である。

少し話題を変えるが，これは南極の氷の分析結果で，

現在の温度を基準にして過去15万年間にどう変化したか

を南極の氷のコアの分析結果から出したものである（図

21）。およそ 1万年程前までは最終氷期であったあと現

在の後氷期に移ったことを示している。ここでお話しし

たいのはこの最終氷期から現在の後氷期に移る過程であ

る。氷期では現在より 9。C程度低い。この温度変化グ

ラフと同じ時期の大西洋北部での温度変化を比べてみ

る。全体としては南極の傾向と同じような変化が起って

いるわけだが途中で、比較的短時間に温度が急に下がって

いるところがある。こういう時期はyoungerdryascold 

episodeとよばれているが，どうして起ったかは色々説

がある（図22略〉。

大西洋の北で沈み込んだ海水が深層海流となって南下

して南極周辺に達し，後に表層流として北上する「熱塩

循環」があり，これが変化したのではなし、かというよう

な説もある。このような唐突な変化がこれから起らない

かどうかということが問題である。どうも地域を限って

このようなことが起っておるようで，例えばナイノレ川の

寄与するというわけである。全地球平均海水位が2030

年頃にどうなるかという予測をまとめるとこのように

なる（OHP16）。これを合計すると結局次のようにな

る。全地球平均気温が2～3.0。C上昇することに伴っ

て ①南極の棚氷の底面融解を考慮した場合は＋10佃

～＋60cm ②考慮しない場合は＋lOcm～＋30cmの海水

面上昇が予測されるくOHP17）。このように二つの結

果があるのは南極の氷をどのように加味するかの問題

である。具体的には棚氷問題である。南極大陸に降り

積った雪はゆっくり海岸の方に流れている。それが海の

中に張り出して棚氷となっており，現在では大きい岩あ

るいは島に座礁した形になっていて徐々にしか流出して

いない（図20）。ところが海水の温度が高くなってくると

棚氷は座礁から開放されて大陸からの流れが急速に進み

棚氷の崩壊となり氷床が海へ流れさらに棚氷の崩壊につ

ながる。 10年程前にアメリカのある学者が西南極の氷の

崩壊で世界中の海水面がSmくらい上がるという可能性

があると警告を発したがそういうことである。現在では

そのような急速な崩壊は起こるかもしれないが起こると

しても数百年先であるというのが大方の見通しである。

むしろ問題は棚氷の底である。海水がもぐり込んで棚氷

の底面で融解が進むのではないかと考えられている。棚

氷の底での氷の融解を考慮しなければ南極の雪氷の影響

は積雪が増えるということで海面上昇を押え，むしろ，

海面が下がることに寄与する。ところが棚氷底面での氷

の融解を考慮すると＋60cmになり考慮しなければ十30cm

という数字になる。このように南極の雪氷の動向につい

ては問題が多く残っており，われわれが検討しても融解

についての証拠が充分に揃わなかったので、こういうよう

に二つの結論を出すようなまとめ方をした。その後，英

国の人たちの研究で、は棚氷の底で、の融解が起っているよ

うだというリポートがでているが一方の結論をとるとい

う程の証拠でもないので二本立てにせざるを得ないと考
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南極ポストーク基地
での氷床コアの分析か

ら得られた気温（実線）
とC02温度（破線） (17).

気温は南半球高緯度を

代表しており，全球平
均に直すと気温変動の

振幅は約半分（氷期の

最寒冷と後氷期の気温

差が約5・C）となる．

1’75 I，，。

23 Repro9uced from H. Fl ohn ( 1985) 
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WINTER MEAN TEMPERATURE 
アスワンでの全流量であるが1900年頃を境として平均的

なレベルが変った。同じようなことがナイル川の別のと

ころでの調査でも起っていることが認められている（図

23）。年々の変化は大きくてばらついているが均らして

みると平均的レベルが変る場合があるということであ

り，こういう例は多くある（図24）。例えば， 日本の場

合，冬の気温でも見られる。北海道から九州までの冬の

平均気温の推移を見ると第二次世界大戦の終り頃を境と

して平均値が変った（図25）。おとしよりが昔の冬はもっ

と寒かったと話されることがよくあるが如実にデータが

示している。注目すべきことは，このような平均的レベ

ノレの急な変化が起こる可能性があるということである。

これを気候ジャンプとよんでいるが，これが起こるかど

うかである。そして又，予測できるかどうか。予測とい

うことに関しては，今は，予測できる段階ではなし、。む

しろ実情を見るという段階であるが， 21世紀の地球の環

境を考える場合には，こういう比較的短期間の変化を無

視できないということで申し添えておきたし、。

質問。C02増加によって温度上昇があると云い切れるのか

どうか，むしろ，下がるというリポートもあるが，

2) ハンセンの論文で~10万人以上の都市の影響の除外に

関して，いつの時点での10万人都市であるのか日本の

太平洋岸で10万人を境としてそれ以上の都市の温度上

昇とそれ以下の都市の温度上昇の比率を見ると 6割以

上のところで都市化の影響がでている。ハンセンの調

査で，日本で、選ばれたところはどれだけあるのか。

答

C02の増加によって地球温暖化の程度はともかくとし
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24 Reproduced from J.Namias(1975) 
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て温暖化すると云い切れるかどうか。正確にいうと温暖 かということが問題である。寒冷化を主張する人はその

化作用が増強されるというべきである。これに関して， 人一人きりで世界の研究者のコンセンサスとしては温暖

太陽活動がどのように変化していくか，その影響がどう 化ということ，正確には温暖化作用増強に向かうという

なるか，これが予測できれば温暖化が進むのだと云い切 ことである。

れると思う。太陽活動については昨年アメリカのある分 ハンセンのデータ解析では，都市化の影響について

野での著名な三人の学者が集って，地球温暖化問題を議 1970年代で人口10万人以上の都市のデータだけを除外す

論したリポートがある。この内容は C02の増加の作用 れば充分だと云わんばかりであったが，実際はそれでは

は21世紀の太陽活動の影響でキャンセルされるという内 まずい。例えばアラスカのフェアバンクスは人口 3万人

容のものである。しかし，太陽活動の予測は難しい。 11 くらいであるが，このような極地方では気温逆転層が顕

年周期は維持されているが11年周期の現状がどの程度な 著に発達してヒートアイランドが構成される。そういう

のかについては充分な予測ができるとし、う確信がもてな ところのデータはむしろ，ローカノレ値で、人口は10万人以

い。ふつう考えられる程度では太陽活動の影響は10年程 下であるが，状況によっては，あるいは地理的な場所に

度のスケールで、あり C02等の影響はもっと長いスケー よっては，それを利用すると結果として大きなひずみを

ノレの現象だということで，その C02の増加に関して寒 与える。それで私自身は海の上の状況をいうことによっ

冷化という結果を出している学者もいるといわれたが， て温暖化状態が把握できると考え，先程見ていただし、た

C02増加にともなって大気の水分がどのようにふる舞う とうりである。
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資料

地球環境問題に関する図書・文献案内〔E〕

前号の「地球温暖化」「異常気象」「砂漠化」に関連す

る「気候変動」， 「環境破壊全般とその対応策」および

「追加補遺」でまとめた。

XII 何十年から何百年，何万年という長い期間

に気温や降水量，日照などの気候要素が変動

することを気候変動という。現在は第四紀更

新世のヴュルム氷期以後の温暖な時代で、ある

という。しかし， 6000年くらい前が最高であ

って現在は寒冷化に向っているともし、う。気

候は，寒冷と温暖を小さいスケールで、くりか

えしながら少しずつ変化していく。

気候変動に関する図書のうち，少し古いも

のであるが，最近になって読んだものを次に

あげておく。

根本JI国吉・朝倉正共著気候と人間シリーズ②気候

変化・長期予報 A5ー208頁， 朝倉書店， 2300円，

1980年 3月。

特に前半分は，気候変化の諸相，外因的諸要素の

変化，気候変化の現象的な整理，気候変化誌，変化

の原因，二・三の問題点の各章からなる。

朝倉正著気候変動と人聞社会 四六ー230頁，岩波

書店， 1700円， 1985年7月。

次の 7章からなる。気候変動と人類の危機（C02

増加と砂漠化，人口増加と気候変動による食糧生産

の不安定化〉， 気候変動に弱くなった社会， 気候変

動からみた食糧，気候変動からみた水，気候変動と

異常気象の実態（気候変動の時間規模・寒冷化説か

ら温暖化説へ・異常気象の実態と因果関係など〉，

人間活動が気候を変える，将来の気候と対策。

人間活動の自然への干渉が許される限界を明示

し，気候変動を予測し，その方策を至急たてる必要

があることを説く。

河村武編気候変動の実態 A5ー289頁，古今書院，

3800円， 1980年4月。

近年，気候変動の問題は気候学者ばかりでなく，

一般の人々も大きな関心をもっている。人間の活動

＊立教大学一般教育部地学研究室

平山勝美＊

の増大により，人間環境に予想外の影響を与えるこ

とがわかり，将来，気候変化をひき起こす危倶が生

じた。また，相次ぐ異常気象にも注目されるように

なった。本書は，文部省科学研究費総合研究（A)

によって研究された「気候変動の地域性」など，各

人（18名〉がそれぞれ分担したテーマについてまと

められたものである。

①グローパノレな気候変動（4），②モンスーンアジア

の気候変動（4），③日本の気候変動（5），④都市の気候

変動但），付録：気候変動曲線資料集と図。 （〉内

の数字は論文数。

レイド A. プライソン， トーマス J.ムーレイ共著

根本順吉・見角鋭二訳飢えを呼ぶ気候一人類と気候変

動 A5ー222頁，古今書院， 2000円， 1980年7月。

ここ30年ばかりの間，世界各国は目を見はるばか

りの農学と農業技術の支えによって，急速に増大す

る人口と歩調をそろえて食糧生産を達成することが

で、きた。しかし， 1970年代になり気候上のできごと

に強く影響され生産量に変動があらわれるようにな

った。この本では，過去の気候変動とそれが文明に

及ぼした影響についての素描と気候変動の見通しに

ついてが主として述べられている。

序章，謝辞， l部：二つの飢僅の話（古代ギリシ

ヤの早ばつ，姿を消した農民，インディアン時代の

気候〉， 2部：西暦900年以降の気候（アイスランド

の千年間，ワインの流れ・水・氷，過去千年のヨー

ロッパ， 北大西洋そしてアメリカ合衆国の気候〉，

3部：モンスーンの衰え（サヘルの死，人工砂漠，

永続的な問題）， 4部：気候変動の見通し（はじめ

に，気候はどう変化するのか，大気中の汚染物質，

気候の歴史の教えるところ〉，全体の要約， 訳者の

あとがき，参考文献。

モニン・アンドレ・セルゲピッチ，シィシュコフユリー

アレグサンドロピッチ共著内嶋善兵衛訳気候の歴史

A5ー355頁，共立出版， 6000円， 1982年10月。

訳者まえがき，著者まえがき， I部：気候の形成

①気候形成因子，②現代の気候，③地球の歴史，④

大気圏と水圏の進化，⑤地球一月システムの潮汐進
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化。 E部：気候の歴史，⑥先カンプリア時代，⑦顕 マーシャル I. ゴールドマン著都留重人監訳 ソ連

生代（古温度，ゴンドワナ氷河作用〉，③新生代（南 における環境汚染一進歩が何を与えたか B 6-388頁．

極大陸の氷河作用の歴史，北半球における氷河作 岩波書店， 1000円別， 1973年9月。〈原典は1972年〉。

用， 地中海の歴史〉，⑨更新世（アルプス氷河期， 著者は，アメリカにおける環境に関連した経済問

氷河時代における世界の状況，ウルム氷河作用の歴 題についての著書を出版したあと，ソ連における環

史〉，⑩完新世（後氷期の気候暖化，パイキング時 境保全努力の成功や失敗についての研究をしてみよ

代，小氷期， 20世紀気候暖化と現在の傾向〉。 うと思った。本書はその成果と著者はいう。公害は

文献目録。 しばしば資本主義の不可避的な副産物とみなされて

次に紹介する本は，世界史の中の気候変動

や大気汚染を扱っている。

大場英樹著環境問題と世界史 B6ー226頁，公害対

策技術同友会， 1800凡 1979年 5月。

第 1部：古代，序章：食糧獲得と自然への影響，

都市生活と廃棄物，エネルギー消費の変遷，①古代

メソポタミアとインダス文明（潅翫農耕，潅｛既によ

る塩分蓄積，遺蹟の教訓， 他〉， ②古代エジプトの

環境問題，③ローマ文化の哀退（ローマ文化崩壊と

鉛汚染，他〉，④ギリシアとヒポクラテスの世界。

第2部：中世，①中世社会をめぐって，中世ヨー

ロッパの（森林森林の衰退，木材需要増大）

第 3部：近世，①16～18世紀のヨーロッペ②フ

ミフギウム（ロンドンの石炭消費， ロンドンばい煙

報告書「フミフギウム」，大気汚染とその被害，他〉，

③フミフギウム以後（植樹による大気浄化，ロンド

ン大火，テムズ川の汚染，他〉，④産業革命（劣悪な

都市環境，緩慢な環境改善，他〉， ⑤下水道建設，

⑥自然の弁証法・資本論・公害。

第4部：現代，①大気汚染の生き証人，②③大気

汚染事件簿（ヨーロッパ各地の事例〉， ④銅， ⑤製

錬自然破壊，⑥ソーダ工業，②戦争と環境破壊。

XIII 日80年代の後半になると，地球環境の危機

を示す事態一例えばオゾンホールーが，われ

われの眼前に次々と現れてきたため，地球環

境への関心が急速に高まってきた。地球環境

が危ないという警告はかなり以前から発せら

れていたが，それが現実のものとなった。

日本でもようやく地球規模の環境問題の重

要性が認識されるようになり，環境に関する

出版物も急増した。特に最近のものは，環境

破壊を解説するだけでなく，「環境保全のた

め何ができるだろうか，何をしなくてはなら

ない」といった，環境についての意識改革を

求めるような内容の本が多くなった。

いるが，社会主義ないしは共産主義の国々でも公害

現象が起っている。生産手段の国有制がよいのか，

私有制あるいは混合形態がよいのか，ソ連における

公害現象は支配的なイデオロギーや政府の形態とは

関係なく，工業化や高度経済成長の帰結と関連する

ところが大きいといえよう。

序説，①社会主義国家における環境保護一理論と

法律，②経済的および政治的な汚染性向・現実，③

水汚染，④大気汚染，⑤土地と原材料の濫用，⑥パ

イカル湖の汚染，⑦生態学的整形作業たまは自然、改

造，⑧地球の改造，⑨ソピエト制度の利点とソビ、エ

ト政策の国際的関連。付A ：ソ連の環境にかんする

法令，付B：ロシア共和国自然保護法，付C：ソ連

および連邦構成共和国の基本水法。

鏡野寿雄・山本文二郎・石光亨・吉良竜夫・牧二郎・

岸田純之助共著 21世紀の地球 四六一265頁，朝日カ

ノレチャーブックス⑮大阪書籍， 1236円込， 1983年2月。

朝日カノレチャーセンターく大阪〉 講座「21世紀

の地球」人類は生き残れるか（1982年4月～6月〉

の記録である。①～⑥上述の著者名ii原。

爆発する人口（西暦2000年の人口， 課題〉，②厳

しい食糧の見通し（21世紀の食糧問題，食糧の安全

保障〉， ③エネルギーと資源（資源とは何か， 21世

紀のエネルギー資源〉， ④大気と水と土の汚染（環

境の考え方，大気の汚染，水と土の汚染〉，⑤核の

恐怖（歴史の中の核，核戦争の危機，核の非軍事利

用〉，⑥技術文明と人類（技術の発展と核兵器，技

術の発展と環境と資源，技術の発展と文明〉。

生態学研究所（ウイスコンシン大学〉編 セブン・テン

タクルズ訳 自然は管理できるか一生態学者の深刻な提

言一 四六一205十35頁，サイマル出版会， 1300円，

1974年10月。〈原典は1972年〉

類書では，環境破壊の実態を訴えて終っているも

のが多い中で，本書は問題提起からさらに一歩つっ

こんで，進むべき道，とるべき道，とるべき選択，

われわれは何をなすべきか，現実の課題にどう応え

るか，具体的な提言が中心となっている画期的な書
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である。生態学者が応用問題にとりくみ，大胆率直

な提言を行っている。

①生きている環境のなかの人間一人口の生態学，

②乱される生存基盤一必須元素の循環，③生態系を

いかに管理するか一生態学の理論と応用，④生態学

にたった土地管理一土地利用と環境保護，⑤海はど

こまで利用できるかー水産資源の管理の 5章〈各章

に3～4の中項目〉および用語解説，資料， 35頁に

わたる参考文献の構成となっている。

訳者，七本の触手は東大・理・動物1963年卒の同

期生7人である。

楠本正康著資源は地球をめぐるーよりよい環境をめざ

して 四六一228頁，ドメス出版， 1600円， 1983年10月。

厚生省環境衛生部長を退官された医博。公害を環

境問題として捉え，政策を中心に勉強を続けられた

が，通産省や産業界とはなかなか折合いがつかなか

った。本書は，退官後に何でも思うことを自由に書

かれたものをまとめられた随想集で、あるが，公害や

環境問題に関連した内容が中心となっている。

率直に言えば，近年の経済社会や官僚機構に思い

きった改変を加えなし、かぎり，このままでは安泰な

21世紀を迎えられないように思う。要するに，戦後

の日本繁栄のあとをもっと真剣に振り返ってみる必

要があると著者は述べている。

①物質循環と廃棄物（物質循環の均衡保て，など

7），②水問題（水資源に想う，ほか 9），③生活環

境（窓明け運動，ほか20), ④社会問題（アメリカ

の都会と農村， ほか 9), それぞれ出典が示されて

いる。書かれた年代を頭に入れて読むとよし、。

ロパート・アレン， 国際自然保護連合（IUCN), 国連

環境計画（UNEP），世界自然保護基金（WWF）共著

竹内均訳世界環境保全戦略一自然と開発の調和をめ

ざして 日本生産性本部， 1500円， 1980年，絶版。

「持続可能な開発」という考え方を初めて訴えた

もので，生物資源の保護の重要性，保護方策，国立

公園保護区の設定，小数部族への対応策など，多く

の具体的な提案が示されている。

環境と開発に関する世界委員会（WCED）編大来佐武

郎監訳地球の未来を守るために A 5-440頁，福武

書店， 2580円込， 1987年 7月，（90年7月4刷〉。

同委員会は，わが国の提唱をきっかけとして，国

連の決議によって1984年から活動を開始した公的な

機関であるが，世界の有識者22名の委員は個人の資

格〈政府代表ではない〉で議する賢人会議である。

日本からは大来佐武郎氏が参加している。

(25)-125 

1972年の国連人間環境会議の報告は，開発途上国

の立場とは相いれないものであった。 「環境と開発

をどのように両立させるか」という新しい流れに泊

って書かれた報告書で， 「西暦2000年の地球」とも

対比される内容となっている。

序章：「地球は一つ」から「世界は一つ」へ（グ

ローパノレな挑戦・政策の方向・国際協力と制度的改

革・今こそ行動〉， ①脅かされる未来， ②持続的な

関係に向けて，③国際経済の役割，④人口と人的資

源，⑤食糧安全保障ー潜在生産能力の維持，⑥種と

生態系一開発のための資源，⑦エネノレギ一環境開発

のための選択，③工業一少をもって多を生産する，

⑨都市問題，⑩共有財産の管理，⑪平和・安全保障

開発・環境，⑫共同の行動に向けて，付録，巻末資

料，脚注，略語一覧。

環境庁企画調整局編著エコロジカル ライフスタイル

環境保全ビジョンシンポジウムから A 5-148頁， リ

サイクノレ文化社， 1030円込， 1988年6月。

本書は， 1988年 1月に環境庁と日本環境協会の主

催で、行われたシンポジウムの内容るベースとして編

集されたものである。

第 1部：基調講演蒼空に出逢いを求めて（桐島

洋子〉，第2部：共同討議 エコロジカル・ライフ

スタイノレを語る (6名のパネラーによる〉， 第3部

論考（討議資料〉：；農業エコロジーの復活を，心に

水と太陽を，人間生活・エネルギー・環境，子ども

と環境の巨大接点，イギリスのエコロジカノレ・ライ

ブ，エコロジカノレな石けんづくり，文明が求めた自

然，エコロジカノレな公園づくり，汚れなき食糧の生

産，環境と子どもたち，カナダのエコロジカノレ・ラ

イフ，生態系と廃乾電池のリサイクノレ，高齢化社会

にむけての健康な生活。

付：環境・資源・リサイクノレを考えるオピニオン

誌季刊「リサイクル文化」が同社から刊行されて

いる。

アスベスト問題研究会・神奈川労災職業病センター編

アスベスト対策をどうするか A 5-130頁， 日本評論

社， 824円込， 1988年7月。

アスベストは天然の繊維性珪酸の総称で，蛇紋石

類（クリソタイノレ・白石綿〉と角閃石類（アモサイ

ト・茶石綿，クロシドライト青石綿〉とが市場で広

く使われており，クロシドライトが最も毒性が強く

ガン発生の原因物質として注目されている。これま

でアスベストは便利なものとして使われており，廃

棄物中にも含まれているので，アスベストについて
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の知識を身につけておくことも必要である。

巻頭言：アスベスト問題を一緒に考えるために，

O章アスベスト問題とは何か，①空母ミッドウェー

の廃棄物からはじまったアスベスト問題，②労働被

害から環境へのひろがり，③アスベストはどんな病

気をひきおこすか，④アスベスト汚染のひろがり，

⑤アメリカにおけるアスベスト追放のうごき，⑥諸

外国のアスベスト対策はどうなっているか，⑦わが

国のアスベスト対策はどうなっているか，⑧行政の

アスベスト対策はどうなっているか，⑨市民・労働

運動のアスベスト問題へのとりくみ，⑩これからの

アスベスト対策はどうすればよいか，⑪まとめ：法

や行政はどうあるべきか。

参考資料：学校アスベストの検査・汚染対策（ア

メリカ環境庁による〉， アスベスト含有資材の除去

フローチャート（イギリス環境庁〉，アスベスト対策

チェックポイント（神奈川県労災職業病センター〉

パックミンスター・フラー著東野芳明訳宇富船「地

球号」操縦マニュアル B6変－251頁， 西北社， 星雲

社発売， 1545円込， 1988年10月新装版。

宇宙船地球号操縦マニュアノレ：①綜合的な性向，

②専門分化の起源，③オートメーションの綜合的操

作， ④宇宙船「地球号」，⑤一般システム理論，⑥

シナージー（共同作用〉，⑦完全機能，⑧再生した

状景。

いまこそく宇宙船「地球号」で＞ : 1976年 1月に

行なわれた著者フラーと訳者東野両氏の対談の記

録。

パックミンスター・フラー討論：「美術手帖」誌

1970年11月号に発表された著者の論文。

パックミンスター・フラ一年譜およびその注釈：

芹沢高志による。注釈，訳者あとがき。

小島覚著地球・人類・その未来一自然保護への道標

四六一217頁，森北出版， 1530円込， 1989年 6月。

8章からなる前半は，自然そのものについての解

説，後半は人間と自然との関わりについての問題提

起を行っている。 「環境教育の第一歩は子供たちの

社会への関心を高めることから始まる」と主張され

ている。自然保護についての教養テキスト向き。

①母なる地球とともに，②生命・パイオスフェア

生態系，③生態系における植生の役割，④土壌の発

達，⑤生物としてのヒト，⑥変りゆく地球，⑦いま

なぜ自然保護か，⑧地球と人類の未来のために。

坂田俊文著 「地球汚染」を解読する 誰が「地球危機

だ／」と言ったのか？ 四六一254頁，情報センター出

〔地学教育

版局， 1350円込， 1989年 9月初版，（1989年 9月3刷〉。

地球環境問題は人類にとって最重要課題である。

その背景に存在する意図・思惑を知り，あらゆる角

度の情報を集め分析しなければならぬ。地球環境問

題でも“強いアメリダ’の復活を図っているとい

う。著者は画像情報工学の権威で「地球汚染」とい

う現象の背後に隠されたいくつかの事実にたどりつ

いたという。〈東海大学a情報技術センター長〉

カラーページ（画像工学の情報力など 15), プロ

ローグ：地球は危機か？，①「地球汚染」と人工衛

星（人工衛星の発達，偵察衛星の技術，気象衛星の

役割， 画像情報工学と地球〉，②「地球汚染」の実

相（変動する大気，世界と日本の「汚染研究」，「地

球汚染」とその裏側〉， ③「地球汚染」と食糧戦略

（気象でゆれる食糧， 「食糧と気象」の戦略，提言

日本の食糧戦略〉，④「地球汚染」と思惑（SDIの

野望，主導権争い〉，⑤人類は考える（地球史の中

の人類，これからの生活哲学，地球環境の処方筆，

地球環境とエネルギー〉。各章には4～ 8の小節見

出しがある。

中村梧郎著ズームアップ環境百禍四六一236頁，

全国消費者団体連合会， 1800円込， 1989年 9月。

著者は，ベトナム戦争を取材し枯葉剤の報道で著

名なフオートジャーナリスト。日本各地の環境破壊

や汚染で、生まれた風景を写真によって視覚的に紹介

されている。見聞き 2頁のカラー写真と解説2頁が

交互にレイアウトされている。

排気ガス肺飢餓す，富士名水・不治酪酔，乾電地

獄，憂入農産物， ゴノレフ場・五里不浄，焼却炉・消

化苦慮，東京湾は投棄用湾など27項目。

綿按邦彦監修病める地球をどう救うか第三ミレ二ア

ム人類への提言 A5ー 203頁， 共立出版， 2400円込，

1989年10月。

序章：変わる地球環境，以下， 6分野の専門家が

①グローパルモラノレの実践が地球を救う・朝倉正，

②地球温暖化問題を中心としての提言・岡本和人，

③環境保全のために生態系からの提言・宮脇昭，

④バイオ技術・ 21世紀の課題を考える・山口彦之，

⑤地球規模環境問題と社会システムの変革・安田八

十五，⑥第三ミレニアム人類への提言・綿抜邦彦，

を分担執筆しており，これらの問題を真剣にとり組

み対策を進めていくべき時代であると説く。また，

われわれが限られた地球上で、生き残り，発展するた

めには，人間集団構成員の一人ひとりが将来に対す

る哲学をもたなくてはならないことを強くうったえ
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ている。

人類とエネルギー研究会編地球環境と人間一環境の保

全と成長の持続は可能か 四六一299頁，省エネルギー

センター， 1400円込， 1989年10月。

1989年の 3月に開催された「環境とエネルギー講

座」における講演をまとめたもので，次のような内

容となっている。

プロローグ： L、まなぜ地球環境が問題なのか（生

田豊朗），①地球に異変がみえてきた〈根本順吉〉，

②地球温暖化を科学する（横山長之〉，③森がなく

なり魚が消える国境をこえる酸性雨〈大多喜敏一〉，

④環境問題が世界をゆるがしはじめた（茅陽一〉，

⑤C02規制はどのような影響をもたらすか（湯浅俊

昭〉， エピローグ：成長の限界から持続する開発へ

（田中紀夫〉。資料：地球環境に関する年表には，

1891年からの事件や会議などの項目がまとめられて

いる。

別冊宝島 101 地球環境・読本 あるいは地球の病いに

ついて， あなたが間違って信じていること A 5-264 

頁， JICCジック出版局， 1010円込， 1989年 10月初版

(1990年11月17刷〉。

地球環境がいま危機状態にあることを否定するつ

もりはないが， 「地球環境問題」を根本的に誤解し

ているのではないだろうか。何が本当で，何が意図

的につくられたものか見分けることが必要である。

1部：誰が地球を汚したのか（近代化が人口爆発

環境破壊を引き起こした，ハイテク技術が地球環境

をさらに汚染する， 他2), 2部：エネルギー危機

（エネルギーを使えば使うほど人間は貧しくなる，

他 3), 3部：食糧問題（巨大技術を押しつける農

業援助は発展途上国の自然環境を破壊する，他 5), 

4部：異常気象（マスコミが伝える地球温暖化説に

はあまりにも多くの嘘がある，他 2), 5部：自然

「保護」主義（滅びゆく生き物は絶滅するのが正当

な「自然」である， 砂漠に木を植えるな， 他 2), 

6部：廃棄物問題〈ゴミ焼却は効果がなく埋立ては

有害物質をまきちらす， 日本経済は瓦磯・毒物生産

システムである。著者紹介。

中西一郎著地球が危ない・あなたの子孫は生き残れる

か四六ー237頁，新人物往来社， 1500円込， 1989年11

月6刷，（同年4月初版〉。

著者は25年にわたって農林省に勤められ，退官後

参議院議員となり当選4回の現職である。この本の

主題は「土の劣化といのちの危機」であるが，この

ことについては全く無関心の人が多いのが現状であ
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る。地球上の土が死ぬと，地球は人口扶養力を失っ

てしまう。われわれの時代にいまのエコロジーを正

常化しなければ21世紀は明るいものとならない。

エネルギー至上主義文明から生命至上主義文明へ

の転換，価値観の転換によって人類が生きのびるこ

とを念じつつ，この本を書いたと著者はいう。
いのち

①地球が危ない（食と農と土が危ない， 1年で4

kgの化学物質があなたの体に，農協中央会よ有機農

業と取り組め，など 44項目〉，②エコロ・エコノミ

ーのすすめ（エコロ・エコノミーの提唱， 1分間に

後楽園球場の10倍の森林が消えていく，汚染された

地球の未来を守るために， など9項目〉，③講演・

国会質問など（国会で初めて有機農業問答，食の安

全を保障するための法律の提唱，など6項目〉の 3

章からなる。

半谷高久・秋山紀子共著人・社会・地球一私たちのシ

ステム論から未来への構図を探る B 6-196頁， 化学

同人， 1600円込， 1989年11月。

地球のすべてを新しい観点から見直し，科学技術

の進歩と調和をとりながら環境破壊の進む地球を救

う方法を訴える。著者独自のシステム論を展開され

ており，教養課程のテキストとしても役立つことを

期待されている，次の 8章からなる。

①はじめに，②繁栄と危機，③システムとしての

地球，④地球の歴史とシステムの発展，⑤地球の変

化のメカニズム，⑥人間活動と地球システムの変化

⑦環境問題と社会科学への期待，⑧地球の未来。

毎日新聞社編地球環境の危機一人口・環境・開発 B 

6ー272頁，毎日新聞社， 1600円込， 1989年月120

第一部：人口問題調査会設立40年を記念して聞か

れた「人類生存への道」国際シンポジウム， 1989年

8月3～4日， 日本プレスセンターにおける内容；

基調演説，メッセージ， 4セッションでの22の報告

概要。第二部：ドキュメント世界の環境破壊， 19の

事例の紹介。第三部：座談会「日本の人口・世界の

人口」。第四部：環境問題資料集， 環境宣言集・用

語集など，年表は約40頁あって役立つもの多い。

制作集団編天笠啓祐著面白読本地球汚染 AS-

173頁，柘植書房， 1236円込， 1989年12月。

環境破壊の元凶は誰か，地球規模に広がった汚染

の実態とその原因を明らかにし解決の方策を考察

している。

①地球規模の環境問題とは？，②酸性雨は世界を

覆う，③フロンガスは増え続ける。④汚染のツケが

遺伝病の増大へー深刻な環境破壊に苦しむソ連，⑤
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生物災害〈パイオハザート〉は始まっている，⑥作

られる飢餓と環境破壊，⑦熱帯雨林を破壊している

のは誰か？，③有害物質が輸出されている一新たな

南北問題，エピローグ：これ以上の破壊を許さない

ために。付：地球規模の環境破壊の関連年表。

特集地球環境の危機私はこうみる地理 35巻 1 

号， 21～87頁，古今書院， 1990年 1月。

川喜田二郎：新しいエコロジー， 21～26頁

鎮西清高：守るべき環境は何か， 27～31頁

上杉陽：地球環境も危機なのだろうか， 32～37頁

伊藤嘉昭：種の多様性の崩壊， 38～45頁

山田 勇：熱帯多雨林と地球環境問題， 46～53頁

田宮兵衛：地球環境問題と気候の関係， 54～59頁

忠鉢繁：南極オゾンホールをめぐって， 60～67頁

目崎茂和：地球環境危機の中のサンゴ礁

一日本の現場から－ 67～73頁

小野有吾：ヒマラヤのディレソマをめぐって，

74～81頁

西川治：地球環境有限論の展開， 82～87頁

筏英之・大野弘共著環境カタストロフィ一地球

再生の道をさぐる B6ー 265頁， 日刊工業新聞社，

1500円込， 1990年 1月。

カタストロフィーとは，景気循環や自然現象に起

きた急激な変化を多次元の幾何学モデノレに当てはめ

て解明しようとする理論〈カタカナ語辞典による〉。

環境問題の解決には「環境倫理」に依存しなけれ

ばならない，すべての人々が環境を守るため，なん

らかの行動を始めなければ地球の将来は危ない。特

に，世界をリードずる先進工業国の我々が，現在の

環境危機を知り，各人の責任の大きさを知ってほし

いと著者らは強く願っている。

①死につつある地球，②地球の温度が上がってい

る，③地球支配の道筋，④「汚染」の構造，⑤水の

カタストロフィー，⑥土壊のカタストロフィー，⑦

「廃棄」は必要悪か，⑧リパイパノレへの道，⑨放射

性廃棄物の意味，⑮拡大する放射能汚染，⑪「原子

の火」の秘密，⑫使用済み燃料のジレンマ，⑬原子

力平和利用の落し穴，⑭放射能汚染を起こさぬため

に，参考文献。

⑨～⑭章の 100頁余は，原子力・放射能汚染に関

する内容で，要領よく解説されている。

ピノレ・マッキンベン著鈴木主税訳 自然の終駕一環境

破壊の現在の近未来 四六一278頁，河出書房新社，

1600円込， 1990年 1月初版，（同年12月5刷〉。

本書は， 90年代の「沈黙の春」として全米で話題

f地学教育

になったとL、う。人類が生き続けるためには新しい

理念の創造が必要であることを訴え，人間一人一人

の生き方をも問おうとしている。

第一部現在①新しい大気（大気の異変が意味

するもの， 50年ほどの人の営みが大気を変えてしま

った，他 11), ②自然の終駕〈自然の意味，人聞は

自然を怒らせた，他11），第2部近未来，③破ら

れた約束（予測不可能な新しい自然，気候の不確実

さがもたらすストレス，他10），④不遜な対応（温

暖化防止策，原子力発電や省エネ，ラヴロッグのガ

イア説，パイオのおとし穴， 他 5），⑤より困難な

道（豊かで安楽な生活をあきらめられるか，ラディ

カノレな解決策が必要なラディカノレな時代，自然はす

でに最後の時を迎えている，ー援の望み， 他 13）。

訳者あとがき。

中原英臣・佐川峻共著地球，この「汚染惑星」／トク

マ・プッグス新書版ー220頁，徳間書房， 740円込， 1990

年 2月。

人間の作ったものは，すべて最後には“ゴミ”に

なる。このことを忘れた50億の人聞がつくる大量の

ものが地球を壊しつつある（人聞社会を豊かにする

電力を生産するために生じるゴミは炭酸ガスと核廃

棄物である〉。必要なのはアクセルではなくプレー

キである。

①科学技術のプラスとマイナス〈科学技術はプラ

スをもたらした，科学技術の落し穴〉， ②期待を裏

切った物質たち（トリグロロエチレン，農薬，食品

添加物〉， ③危険なのは何か（生命にとって危険と

は，大量にあるから危険なのだ，未知のものがもっ

危険性〉，④人類の英知をこえる現実（スプレーが

地球を破壊する，温室効果と異常気象， 酸性雨〉，

⑤人類は本当に生き残れるか（核廃棄物、パイオク

ライシス，科学は万能で、はなかった〉。

増田善信著地球環境が危ない新日本新書 401 新書

版ー230頁，新日本出版， 680円込， 1990年 4月。

本書は，地球規模の環境破壊を解説するとともに

環境問題をとりあげる基本的視点について述べられ

ている。また，人類の英知を結集すればこれ以上の

環境破壊を防ぐことができるであろうという。

はじめに，①地球の大気と温室効果〈もし地球に

大気がなかったら，温室効果とは，他 3），②進行

しつつある地球の温暖化（増え続ける二酸化炭素，

温暖化はすでに始まっている，温暖化は何をもたら

すか，他 5), ③生命を脅かすオゾン層の破壊（オ

ゾンの減少とフロンガス，南極にオゾンの穴が，ホ
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ール形成のメカニズム，他 7），④深刻化する酸性

雨（アテネは汚れていた，酸性雨とは，国境こえて

ひろがる酸性雨， 他 4), ⑤滅びゆく熱帯雨林と砂

漠化，⑥世界をめぐる放射能汚染（世界中を汚染し

た放射能，もし東京湾で、核事故がおきたら，他 3), 

⑦核戦争後の地球（広島原爆後の黒い雨，核戦争と

核の冬〉，⑧環境問題をどうとらえるか（そもそも

環境破壊とは，新しい思考， 他5），⑨地球規模の

環境破壊を防ぐ道（「発生源で止める」が基本，環

境破壊を防ぐ諸方策， 「新しい思考」で環境破壊は

防げるか，世論の高揚こそ環境破壊を防ぐ道〉。

泉邦彦著地球汚染を考える A 5-62頁，かもがわ

プッグレット⑧，かもがわ出版， 450円込， 1990年4月。

本文60頁の本であるが，今問題になっている地球

環境汚染について一通り解説し，地球を守るための

方策，地球規模で考え地域で活動する市民運動の役

割にふれ，地球環境保全と大気汚染防止のための

「京都・大阪アピーノレJ(1989年9月8日〉の概要

を紹介している。

①地球環境への関心の高まり，②フロンガス汚染

とオゾン層の破壊，③二酸化炭素の増加と地球の温

暖化，④地球汚染の原因と本質をめぐって，⑤かけ

がえのない地球を守るために。付：アピーノレ。

泉邦彦・北篠康司共著フロンガスとアスベスト A 

5-62頁，かもがわプッグレット⑮，かもがわ出版，

350円込， 1990年 3月，（ 3刷〉。

家庭用品の安全性ーフロシガス汚染を中心に（は

んらんする化学商品，家庭用品に含まれる有害物質

のいろいろ，スプレー商品とフロンガス汚染，他〉。

地下水汚染とアスベスト（化学物質による環境汚

染，有機塩素系溶剤による地下水汚染，アスベスト

の毒性と汚染〉，他。

MO  L編集部編地球環境問題と保全対策 B 5-180 

頁，オーム社， 3090円込， 1990年4月。

主として環境保全対策について重点がおかれてい

る。第 1編「地球環境問題とは何か」では，地球温

暖化・砂漠化・オゾン層の破壊など 6つの環境問題

について概説し，第2編では「地球的規模の環境汚

染と環境科学への期待」， 第3編では「地球的規模

の環境汚染防止技術の確立をめざしてJ，各テーマ

について各論的に述べられている。第4編は付録

で，地球環球問題関連資料集となっている。

日本経済新聞社編 テラスで読む地球環境読本 B6-

218頁，日本経済新聞社， 1250円込， 1990年5月。

あなたの“ひ孫”はこの昼で生活できない？. s 
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0 Sを発する地球の現状を具体的に説明し，人類の

共存の道を一緒に考えましょうという内容で，同新

聞に連載された記事に大幅に加筆・修正されたもの

である。①国境を越える環境破壊，②カギを握る途

上国の環境改善，③変わる企業行動，④変わる消費

者意識，⑤自然と人類の共存の道，⑥日本の役割・

日本のなすべき課題，の 6章からなり，最後に 3つ

の提言を行っている。

ジェレミー・リフキン著竹内均訳エントロビーの

法則一地球の環境破壊を救う英知 改訂新版四六一310

頁，祥伝社， 1500円込， 1990年5月。

著者は現代アメリカを代表する文明批評家でカー

タ一大統領時代のプレーン。本書の初版は1980年の

秋に出版されたが，その聞の10年に環境問題は世界

的な課題となった。

序章：地球温暖化を防ぐ英知（温室世界への道は

必至か，東西両陣営が共通して直面する危機〉，①

「エントロピーの法則」とは何か〈ニュートン的世

界観の問題点・エントロピーの法則〉，②人間は，

何を信じて生きてきたか，③テクノロジーの実体を

明かす，④エントロピーの経済学，⑤新たな世界観

の確立，新版のためのあとがき，訳者あとがき。

新版では， 10年間に発表された新たなデータ，論

文をつけ加えるとともに，顕著になってきた「地球

温暖化」をつけ加え，現段階で不要になった事項を

削除した。

NH  K取材班 NH  Kスペシャノレ「シリーズ21世紀」

地球は救えるかく 1＞熱帯雨林消滅・国境を越える公害

A5ー241頁， 日本放送出版協会， 1900円込， 1990年3

月初版。

1989年10月， NH Kスペシャルのシリーズ21世紀

「地球を救えるか」として 3回（①熱帯雨林消滅，

②汚染の中の豊かさ，③温暖化防止へのシナリオ〉

にわたって放送した内容，番組では紹介できなかっ

た内容をもとにして編集されている。＜ 1＞は①②

回分，＜ 2＞は③をまとめたものである。

第 1部：熱帯雨林消滅，①危機に立つ熱帯雨林，

②伐採が森を滅ぼす，③問われる日本，④開発が森

を滅ぼす，⑤熱帯雨林を救え。第2部：①地球発S

0 S，②汚染の中の豊かさ，③検証・公害輸出，④

巨大債務が環境を破壊する，⑤問われる先進国の責

任。巻頭に8頁カラー写真。

地球は救えるかく2＞温暖化防止へのシナリオ A5-

229頁，日本放送出版協会， 1900円込， 1990年4月。

①世界は動き始めた〈二酸化炭素の規制，オラン
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ダの大きな一歩）， ②地球温暖化の衝撃（温室効果

が地球を襲う，宣言・二酸化炭素を減らそう〉，③

アメリカの目覚め（エネルギー消費大国，動き出し

たアメリカ，サンノゼ市の挑戦，意識改革は子ども

たちから〉，④新たな世界対立（20%削減と世界経

済，日本経済への打撃，深刻な影響を受ける途上国

ータイの場合， 深まる南北の溝〉，⑤二酸化炭素削

減への道（アメリカ環境保護庁政策オプション，可

能か？ 劇的エネルギ一転換，どこで植林を進める

か〉， ⑥日本の選択， ⑦宇宙船「地球号」よどこへ

行く（「環境倫理」の受け入れを，今こそ英知を結

集して〉，付：関連資料（IPCC日本政府案，地球温

暖化に関する経済的措置についてメモ〉。

巻頭カラー 8頁〈熱地球危機，増え続ける二酸化

炭素，地球にやさしいエネノレギー〉。

福岡克也著環境破壊の構図を読む一地球再生への道一

四六一218頁，時事通信社， 1030円込， 1990年 5月。

過去を反省し，新たな地球再生の理念のもとで，

文明や経済のシステムを思いきって再編することの

必要性を論じている。

序：地球再生への道，①地球の変化ー温暖化の時

代，②地球を蝕む酸性雨，③オゾン層の破壊，④消

え失せる森林生態系，⑤自然の価値と森林生態系の

再生，⑥自然・有機農法で緑の再生を，⑦水資源を

守り育てる，③地球の物質環循と廃棄物，⑨身近な

生活の環境問題，⑮地球再生のためのエコ・エコノ

ミーの形成，終章：地球そのマテリアノレパランスの

確立へ，からなる。環境問題全般にわたって要領よ

く解説されている。

福島出行署地球家族一親と子で考える環境問題 B6 

-203頁，日本プヅグマネジメント， 850円込， 1990年10

月 2刷，（同年6月初版〉。

あなたは子供をキッチンに立たせたことがありま

すか。食事のためで、なく，その準備や後片づ、げのた

めにです。親から子に地球の大切さを伝える一番身

近でわかりやすい方法があるとすれば，それは台所

だと思うのです。毎日の生活の中から環境問題を考

えていくことで必要です。私たち大人は，残念なこ

とに，環境保護の正しい知識を教わってきませんで

したが，地球の美しさや大切さを子供たちlこ教える

義務があります（まえがきより〉。

①親から子に伝えたし、もの（琵琶湖がきれいにな

る日・子供たちのために何かを始めよう，など20項

目〉， ②自然が子供たちに教えてくれるもの（母親

はなぜ自然が苦手か・子供の好奇心が爆発するとき

〔地学教育

など25項目〉，③子供たちの「なぜ」に答えよう（開

発が自然保護に目覚めさせる皮肉・親のつけを子が

払う現実・新しい価値観の必要性・人類最悪の発明

フロンガス，など 23項目〉， ④生活の中で自然や環

境を守ろう（あまりにも重い日本の責任・アラスカ

原油流出事故の教訓・消費者が育てるエコマーク商

品・紙おむつの便利さが隠しているもの，地球はひ

とつの大きな家族，など23項目〉からなる。

親子で環境問題を考える場合，ます。子供たちに自

然の仕組みをはっきりと教えてあげる必要があり，

自分たちのためで、なく，次の世代のためにこうする

のだということを教えることが大切である。

環境庁地球環境部企画課編地球環境時代一碧い地球を

未来へ A 5-293頁， ぎょうせい， 2200円込， 1990年

7月。

1989年 9月11～13日の 3日間開催された「地球環

境保全に関する東京会議」の記録である。

1部：国際的動向と東京会議開催の経緯， 2部：

東京会議の概要， 3部：会議資料等（会議の結論・

会議日程・参加者リスト・基調講演要旨 6編・分科

会報告サブジェグトベーパー23編）からなる。

大来佐武郎氏は議長として，「議長サマリー」に

おいて，地球環境問題の解決のための全ての国の行

動規範として「環境倫理」を提言したこと，途上国

支援のための国際経済・資金に関する革新的なアプ

ローチの必要性を協調したことは会議の大きな成果

であるとしている。

ジ・アース・ワークス・クツレープ編土屋京子訳地球

を救うかんたんな50の方法四六一190頁，講談社， 880

円込， 1990年 7月。

ベストセラーとして版を重ねている。

①いま地球があぶなし、：温室効果・酸性雨などの

用語解説，②かんたんにで‘きること：ダイレクトメ

ールを断りましょう。他27項目，③ちょっとたいへ

んですが：古新聞をリサイクル，他13項目，④もっ

とがんばれる人は：生活排水をきれいに，他7項目

からなる。読むだけでなく，実行できるものはすぐ

にやってほしい項目が多し、。

ジョン・シーモア，ハーパート・ジラード共著羽田栄

作監訳地球にやさしい生活術 A4変－210頁， 1500

円込， 1990年 7月。（原典は1987年刊〉

BB Cのテレピ番組のために世界各地を回り環境

破壊の現状を目撃した著者等は，「われわれ一人ひ

とりが危険を認識して，各自ができることをきちん

とやれば地球の環境破壊はくいとめられる」と力説
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している。

①浪費全盛の時代にエコロジカルな生活をめざす

わけ，②本物の水を飲む，③未来の農業経営，④健

康のための食物かそれとも金儲けのための食物か，

⑤巨大化したゴミの山を切り崩すために，⑥過度の

潔癖症は環境ゃあなたの健康の敵で、ある，⑦健康を

保つために薬漬けになる必要はない，⑧家の中には

有害物質がごろごろ，⑨家庭園芸から化学薬品を追

放しよう，⑮省エネノレギー型の家が地球環境を救

う，⑪自動車公害にも解決策はある，⑫家庭を超え

た行動を起こすとき，の各章からなる。

イラスト図・写真およびかこみ記事「今すぐ始め

よう」などが各頁にあって，解説もわかりやすい。

宮本憲一著足もとから地球環境を考える A 5-68 

頁，自治体研究社， 500円込， 1990年7月。

外国からみてみると，環境問題については日本の

状況は異常である。日本が致命的な失敗をすること

をさけるためにも，私たちは足もとから環境保全の

行動を起こそうではないか（著者あとがき〉。

①「環境時代Jに立って，②環境破壊の現状と・

の実像，③日本の公害輸出，④足もとから環境を守

る。

エントロピー学会第7回シンポジウム 地球汚染を止め

るために一水と土の技術とエントロビー B5変－208

頁，日本評論社別冊経セミ・エントロピ一読本IV, 1700 

円込， 1990年 8月。

I：水と土の技術とエントロピー（減農薬運動は

なぜ広がるか・下水道革命・水循環回復の実践・環

境再生と技術パラダイム〉， E：環境汚染を止める

ための知恵と行動（環境汚染の根本問題・「持続可

能な発展」は可能か・地球環境問題を再考する・フ

ロンガスと C02の比較汚染論・拡大する酸性雨の

被害・「温暖化防止のために原発を」のウソ・有害

廃棄物をどう処理するか・チェルノプイリ事故後の

ソ連・ドイツの反原発・デンマークの脱原発・コー

ジェネシステムの生かし方・エネルギ一生協の取り

組み・地域自立の経済とエコロジー・都市生活とエ

ントロピー・環境生協への道・土壌トレンチによる

生活排水の処理・「個人下水道」を利用した街づく

り・ポラーノ村8年の軌跡，以上の各論からなる。

著者は，ジャーナリスト学者・研究所員・市役所職

員などさまざまで，地域の具体例なども紹介され，

各テーマについて幅広い知識が得られる。

アース・ワークスグループ，ジョン・ジャブナ編亀井

よし子・芹沢恵訳松岡達英絵子どもたちが地球を

(31）ー131

救う50の方法 A5変ー164頁， ブロンズ新社， 1200円

込， 1990年10月初版， (1991年4月7刷〉。

アース・ワークスグループは1989年4月に設立さ

れたカリフォノレニア州パーグレイの環境保護クツレー

プで，国内外のグループとネットワークをもってい

る。大人向きの「地球を救うかんたんな50の方法」

（講談社〉も同グループの編著である。前頁参照。

子どもたちへ，お父さんお母さんそして先生がた

へ，①何が起っているのだろう，②地中の宝物を守

ろう，③わたしたちの海， JI[，湖，そして小川を守

るために，④動物を守ろう，⑤地球の緑を守るため

に，⑥エネノレギーをかしこく利用するために，⑦情

報を広げよう，⑧地球を守るためのエコ実験1～

7，あとがき。 50の方法は②～⑦のグループに分け

られていて，各項目の最初に簡単なクイズ，知って

いるかな，きみにできること，たしかめようなどの

見出しで話が進められている。小中学生向。

槌田劫編著地球をこわさない生き方の本新書版－

214頁，岩波ジュニア新書179, 岩波書店， 600円込，

1990年 8月，（1990年11月4刷〉。

①今日の食卓から考える，②入り口手前・出口の

先，③「スピード」が失わせたもの，④空と海そし

て森，⑤ゆっくりと，でもいつの日かの各章からな

る。各章の終りにフリーライターの那須ゆかり氏の

ノレポによる記事がある。

巻末に神奈川県の市民クツレープの人たちが，アメ

リカの市民クツレープがつくった生活改革リストにな

らってつくられた「地球を救う 127の方法」が紹介

されている。

斉藤彰編著地球が叫ぶ一人類は環境を救えるか四

六一220頁，共同通信社， 1300円込， 1990年 9月。

本書の内容の約70%は， 89年4月から90年 3月ま

で共同通信社編集委員室が全国配信企画として出稿

した記事に若干の加筆修正をしたものである。

プロローグ，①環境問題急浮上の背景，②先見性

の運命，③石油と環境，④国際会議の力学，⑤大い

なる海へ，⑥水と文明，⑦経済大国の陰で，③進歩

の限界，⑨地上のゴミ，⑩原発をめぐって，⑬エネ

ノレギーピラミッドの崩壊，⑫生態系の安全保障，⑬

環境破壊の歴史の13章および「主要な地球環境問題

の基礎知識」からなる。また，付録として「地球環

境問題」関連の宣言・演説・報告，産業革命以後の

産業の発展と環境破壊に関する年表がある。

青柳全著 21世記への日本の決断四六一212頁，古

今書院， 1500円込， 1990年10月。
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第二次産業の空洞化・高齢化社会・地球環境の危

機の壁がたちふさがっている。また，人類は地球環

境か，経済成長か，二者選択をせまられている。

①いまの豊かさを阻むものは何か，②経済大国の

崩壊，③日本産業の空洞化，④駆け足でやってくる

高齢化社会，⑤忍びよる地球環境の危機，⑥政治・

経済だけでは解決できない，⑦先端技術は日本と地

球を救える，⑧不可能を可能にするのは誰か，の 8

章からなる。

矢沢サイエンスオフィス編最新地球環境論ー激変と安

定の未来シナリオ B5ー 186頁， 学研（最新科学論シ

リーズ）， 1200円込， 1990年10月。

プロローグ，温室効果による海面上昇は本当に起

っているのか？，南極大陸の氷床は本当に、溶けるか

？， フロンとオゾンホーノレの俗説と科学的信濃性？

につづいて，次の 6章からなる。

①地球環境は変化する，②地球環境問題の徹底研

究一温室効果予測はどこまで科学的か，③地球環境

を宇宙技術で解明する，④「地球大気循環モデル」

実現への試み，⑤地球環境を激変させる宇宙的カタ

ストロフィー，⑥放射線環境の中の人問。カラー写

真・図など豊富，後半の 3章は類書ではあまり扱わ

れていない内容である。

ガイアみなまた企画下郷さとみ編地球と生きる55の

方法一誰にでも今すぐできるクリーンライフ A5変－

118--l 40頁，ほんの木， 1000円込， 1990年10月。

1989年 1年間で，日本人 1人平均222kgの紙を消

した。世界の貧しい国では 100g たらずである。あ

れこれ調べてみると自分たちの暮らし方，生き方を

考えなおす必要があると思った。とりあえず55の方

法を思いついた。

55の方法が見聞き左頁に具体的な方法が箇条書き

で，右頁にはそれを補足する解説やデータ，行動す

るのに役立つ情報がまとめられている。中項目とし

て，紙・ゴミとリサイル・エネルギー・自動車・台

所・洗面所と風巴場・化学薬品・食生活・ショッピ

ング・職場・習慣・生態系・緊急課題・グッズとデ

ータに分類されている。

40頁は，環境電話帳で18ジヤノレン 826団体・機関

の名称・電話・所在地・活動内容が紹介されてい

る。

ジョナサY ・ワイナー著根本JI国吉訳次の百年・地球

はどうなる？ The Next 100 Years 四六一302頁，

飛鳥新社， 1700円込， 1990年10月。

著者は「惑星としての地球（1986）」など全米の

〔地学教育

ベストセーラーと知られている科学ジャーナリスト

(1953年生〉である。本書の原本（1990）には45頁

にわたって参考にした文献が一覧されているが，多

くの文献の精読と多くのインターヴューなどをもと

に総合的な視点、にたって書かれたもので広い識見が

うかがえる。

訳者は，本書を熟読して，これは第二の「沈黙の

春」ではなし、かと思ったと述べているが，地球と人

類のかかわり方の未来像を示唆している。

章名だけでは内容が想像つかないのもあるが，次

の11章からなる。①ミニチュアの地球，②ある酔狂

な試み，③キーリング曲線，④人類の蛮行，⑤温室

効果をめぐって，⑥地球温暖化の「近未来図」， ⑦ 

七つの圏に何が起こるか，③オゾンホールの行方，

⑨ラヴジョイ博士の島，⑩地母神ガイアの予言，⑬

新たな疑問。

①～③は，二酸化炭素・オゾン，大気の循環，温

室効果など，④は，フロン・メタンガス，森林伐採

など，⑦の七つの圏とは，大地・水・空気・火・生

物・氷・人間のことである。一つの圏で，一つの変

化がおこると，その変化が他の圏で増長・蔓延・変

形・増大あるいは消失の過程を追い，それらの変化

が，すべて重なったときに何がおこるか？，⑨は，

主として熱帯林が，⑩では，ラヴロックのガイア説

を展開している。⑪は，地球の将来の予測，オイル

ショック，人口増加，代替エネルギーなど，炭素に

重点をおいた記述も特色である。

内嶋善兵衛著ゆらぐ地球環境地球・生物・ヒトの持

続的共生をめざして 四六一230頁，合同出版， 1600円

込， 1990年10月初版， (1991年 3月3刷〉。

持続的な共生の路線とは，私たちが地球と生物た

ちの営みと恵みに感謝しながら生きることで，一人

一人が地球の大切さを科学的にも心情的にも理解し

て，できることから生活のスタイルと質をかえてい

くことが必要になってきている。

地球の環境問題に関ずるいろいろのテーマを取り

あげ，わかりやすく解説されている。高校・大学

生・一般向。

①「温室効果」命名の由来，②地球を生かしてい

るエネルギー，③生物の進化と地球環境，④生物圏

の覇者一人類の登場，⑤⑥地球環境に手をかけはじ

めた人類（1)(2)c科学技術文明をささえる化石燃料，

環境にあふれでる人工化合物，滅びゆく野生動物た

ち， など〉，；⑦自然の回復力をこえた人類の活動，

⑧地球環境と食糧生産，⑨二酸化炭素濃度上昇の影
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響，⑩自然にやさしい生き方のために（人類は地球

の居候，国際的な動きと日本の役割，自然に危険な

科学技術から自然にやさしい科学技術へ〉，参考文

献，図表一覧，あとがき。

リサイクノレ ショップ きまま舎編 きまま舎通信・地

球版ーやさしい暮し方お話します A 5-130頁， 筑摩

書房， 980円込， 1990年11月。

①リサイグノレショッブのぞいてみたら，②やさし

い暮し方お話します，③ちょっとふりかえってみま

せんか，④環境ってトータルなものです，⑤ちょっ

と長いあとがきですが。

特集地球にやさしい暮らし方 潮 1990年 10月号，

229～282頁，潮出版社。

尾崎正直：地球環境〈ピジュアルゼミナール〉

矢野友久：砂漠化する農地に緑を蘇らせる

倉石晋：熱帯マングロープ林を再生

常盤豊：プラスチックを微生物で分解

手塚博文：無公害のソーラーカーを実現へ

指宿尭嗣：人工光合成で酸素をふやす

谷合規子：身近で今すぐできること50項目

小笠原信之：環境庁「地球環境部」は環境行政のシ

ンポノレとなるか

高野光夫：再生紙

内嶋善兵衛編地球環境の危機一研究の現状と課題－

B 5-280頁，岩波書店， 2800円込， 1990年11月。

本書は，ここ数年間に雑誌“科学”に掲載された

地球環境に関する論文を集めて編集したもので，そ

れぞれの論文は，発表時点での科学的・社会的状況

を反映して記述されているので，地球環境に関する

研究の発展がうかがえる。

①変容する地球大気（二酸化炭素濃度の変動，ク

ロロフノレオロカーボンと成層圏オゾン， 他7編〉，

②地球温暖化と気候変動〈温室効果ガスの増加によ

る候気変化の推定，気候の変動を診断する，大気と

海洋の相互作用を探る・候気変動と海洋の影響，他

9編〉， ③生命の基盤， 土壌の危機（世界の土壌資

源，徴生物と土壌破壊，砂漠化の実態，人間と土と

の正しいかかわりを， 他 5編〉，④熱帯雨林・酸性

雨・種の絶滅（熱帯雨林研究の現状，深刻化する酸

性雨， ワシントシ条約で種の絶滅は防げるか，アフ

リカ象， 他 2編〉， ⑤原子力発電と地球環境（二酸

化炭素と原子力発電，米国スリーマイル島原発事故

の問題点，チェルノプイリ原発関係3件，他2編〉。

出典一覧。

ジェームズ・ペリーニ著松岡信夫訳 なにが環境危機

(33）ー133

を招いたか ハイテク地球汚染 A5ー 344頁， ダイヤ

モンド社， 2800円込， 1990年11月。

有毒な工業廃棄物というのは恐るべき危険のほん

の一部にすぎなし、。物質的な向上の代償として，生

物・人聞にとって毒性のある物質を産みだした。よ

りきれいで，より安全な世界を選択するのに，おそ

らくわれわれにはもはや5年に満たない時間しか残

されていない。

まえがき：悪魔との協定，①進歩の代償（ロンド

ンの霧の教訓，有毒廃棄物があふれる世界，他 4), 

②危険なエネルギー〈略〉，③放射能は消えない（人

類の未来を脅かす原子力産業， 他 5), ④酸性化す

る世界〈酸性雨， 他 2), ⑤重金属の重さ〈毒性を

もっ必需品， 他 2), ⑥水に流された汚染（水汚染

の政治経済学，他 6），⑦農薬に毒される大地〈略〉，

⑧食品は添加物だらけ（略〉，⑨医薬品がもたらす

病（略〉， ⑩残された時間（未来をわれらの手に，

日常生活をおおいつくすハイテク・ホロコースト〉。

章未解説：有害物質，鉛汚染， LN G，放射能廃棄

物，酸性雨，重金属汚染，水汚染，食品添加物，農

薬，薬害。原典は~／~86年出版。

関根一昭著地球の歴史と環境破壊 A 5-158頁，平

和文化， 1545円込， 1990年11月。

本書は，環境問題の教育書・教材書となることを

目的として書かれたもので，（1）地球と人類の歴史か

ら環境をとらえる，（2）核戦争は究極の環境破壊であ

ること，（3）破壊は人体と生態系に現れる，（4）環境危

機の克服，という 4つの視点を柱にしている。

①地球と人類の歴史から環境問題を考える（海の

誕生， C02ゆくえ，酸素はどこから，オゾン層の形

成，人類の曙， 生産力発展と環境破壊の拡大〉， ② 

核戦争後の世界はもうはじまっている／（放射能汚

染，大気汚染，異常気象， 他 3), ③人体をむしば

む環境破壊（放射能による汚染と環境破壊，化学物

質による環境破壊〉， ④生態系の鎖を断ち切る環境

破壊（核戦争は究極の環境破壊，他，原発・紫外線

増加・地球温暖化・酸性雨・熱帯林などの問題を扱

っている〉，⑤環境破壊問題に挑む中・高生たち。

⑤章は，川の水質汚染合成洗剤，大気汚染を調べ

る，温暖化のしくみを調べる，酸性雨と杉枯れを追

う，など，埼玉県西部の中学・高校生の実践記録が

紹介されている。

鈴木紀雄著琵琶湖のほとりから地球を考える 人類の

危機と環境の再生 四六－198頁，新草出版， 2000円込，

1990年11月。
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環境問題の根本的な解決には，生命に対する倫理 7分野に区分してやさしく述べられている。

と同様に，生態系に対する倫理〈エコエシッグス〉 歯をみがいている聞は水をとめよう，牛乳バッグ

が必要である。本書は，その環境理念にもとずいて は再利用，自動車よりも自転車や歩く，冷蔵庫をあ

生態的思考によって問題を解決することの必要性を ける回数をへらそう，ピンはすでない，着色料，象

説いている。自然の摂理に反して機械や化学物質に 牙やサンゴ・皮製のおみやげはいらない，など。

よって，また「バイオ」によって環境問題を解決し 子供向きのイラストで各テーマがやさしく解説さ

ようとする工学的思考よりも生態的思考の方が大切 れ，友達に話し，みんなで考えようと呼びかけてい

であることを示している。 る。

第 1部：地球と人類の未来，①子どもたちに異変 環境庁地球環境保全戦略研究会編考えてみませんか一

が起きていないか〈社会環境を含めた環境問題を， 地球環境と私たちの選訳 A5ー 123頁， テレメディア

ほか〉， ②地球は悲鳴をあげている（地球をむしば 980円込， 1990年11月。

む先進国の論理， ほか〉， ③身近な所にも環境の危 ①地球環境問題概説（世界の動向，日本政府の取

機が（瀕死のピワ湖，浄水が汚水をつくる，ほか〉。 組みの進展，地球温暖化など 12項目〉， ②エネルギ

第2部：地球を救うための論理，①人聞は自然を ーと環境問題〈エネノレギーと環境のかかわり，地域

支配できるかく自然の仕組みから学ぶ，四本足のニ 的な大気汚染問題など 16項目〉，③森林資源と環境

ワトリにみられる未来の人間，共存の原理，ほか〉， 〈日本の木材消費の現状，外材への依存率の高まり，

②環境保全型の新しい文明へ（環境問題をもたらす 熱帯林の保全に向けた世界的な取組みなど15項目〉，

社会システム，工学的発想から生態的発想へ〉。 ④環境保全と日本の役割（国の役割，自治体の役割，

上岡直見著鉄道は地球を救う 四六一239頁， 日本経 民間企業の役割，市民の役割，国際協力， 18項目〉。

済評論社， 2060円込， 1990年11月。 各項目について 1～2頁の解説があり，地球環境

1 Qの石油（原油換算〉で，乗用車は人間ひとり 保全に向けての積極的な貢献のあり方が提示されて

を14km運べるに対して，新幹線で、は65凶，都市圏の いる。

電車なら 165km，極端に閑散ローカノレ線で、も 30km運 アースデイ日本編地球を救の 133の方法 A5ー 208

ぶことができる。これらの数値には，それぞれの交 頁，家の光協会， 1300円込， 1990年12月。

通機関の車両製造や線路の維持に必要なエネノレギー アースデイ：アメリカの市民団体によって始めら

も考慮されている。鉄道に各種の資源の節約という れた市民運動の一つで，毎年4月22日をアースデイ

利点があるからといっても，節約と我慢の精神で鉄 〈地球の日〉と定め，地球環境問題について国際的

道を利用せよと強制はできない。 連帯行動を行っている。

本書は単純な鉄道至上論が目的ではなく，鉄道と ①地球を救うごみの出し方〈紙は裏も表も使う，

社会，鉄道と地球環境のかかわりを考える資料とな 他21項〉，②地球を救うエネノレギーの使い方〈部屋

ろう。①交通と地球（交通問題とはエネルギー問題 の暖房を見直す，他14項），③地球を救う水とのつ

であり，かつ環境問題である〉，②未来エネノレギー きあい方（節水コマをとりつける，他17項〉，④地

体系と鉄道（未来の鉄道や自動車の姿の予想とシス 球を救う食べ物と食べ方〈旬の野菜を食べる，他15

テムの構想〉，③「人にやさしい鉄道」をめざして 項〉，⑤地球を救う歩き方・動き方〈電車やパスを

（利用者本位の運営・都市交通機関の共通運賃〉， 利用する，他12項〉，⑥地球を救う汚染物質のなく

④鉄道の社会的貢献（資源利用に関して鉄道はどの し方（家にある化学物質をへらす，他9項〉，⑦地

くらい貢献しているか〉，⑤鉄道の新しい切り口〈産 球を救う自然との接し方（絶滅の危機にある動物は

業システムとし、う視点から〉および自動車活用術と 買わない，他15項〉，⑧地球を救う人びとの活動〈レ

いったコラム10項目がつけられている。 ジャーブームに踊らされない，他14項〉。

柳田耕一監修矢崎栄司・他編地球と子どもたちへの 山地憲治著原子力は地球環境を救えるか B 6-154 

環境パスポート 今すぐできる30の方法で地球を救おう 頁，日刊工業新聞社， 1300円込， 1990年12月。

新書－96頁，ほんの木， 500円込， 1990年11月3刷。 本書は「原子力工業」誌の1990年10月に寄稿した

はじめに 解説：いま地球に何がおこっている？ 論文に加筆されたものである。脱稿後わずかの聞に

〔水・森林資源・大気汚染・エネルギー・ゴミ・化 も地球環境とエネルギーをめぐる情勢には大きな変

学薬害・自然（動物・植物〉）があり， 30の方法が 化がみられたと著者はし、う。また，原子力は地球温
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暖化対策のコアグループに入るだろうか，その著者

の答えは「否」である。

①成長の限界（資源と環境の有限性，閉鎖系とし

ての地球， エネノレギーの重要性〉， ②地球環境問題

の展開（環境問題の変遷，酸性雨・フロン・そして

地球温暖化，温暖化についての科学的知見，温暖化

に対する国内外での取り組み〉，③地球温暖化対策

とエネルギー経済（C02発生と経済成長， C02抑制

のための経済的手段， C02課徴金の効果コスト〉，

④原子力の基本的意義〈技術が決める資源価借，燃

料資源利用効率，転換炉におけるフ。ルトニウム利

用，ウラン235損出の回収，フ。ルトニウム経済〉，⑤

原子力開発の曲がり角（原子力開発の失速，原子力

の適性技術〉，⑥原子力技術批判（独善的な開発の

哲学，放射能とリスク， 省エネか原子力か〉， ⑦原

子力は地球環境を救えるか・その条件。

上田三根子著地球となかよく暮らす本 A5変－ 136

頁， ワニブックス， 1300円込， 1991年 1月。

50余のテーマは，いずれも女性とくに主婦に実行

してほしい内容が中心となっている。自家用石けん

をつくる，食品添加物など。

上野景平著地球にやさしい暮らし方 四六一258頁，

講談社， 1200円込， 1991年 2月。

家庭のライフスタイルをきめる主導権をにぎって

いるのはお父さんよりお母さんだと思います。それ

で，この本は多くのお母さんがたに読んでいただき

たし、という思いをこめて書きました。お母さん一人

一人の心がけで地球が暮らしやすくなるのです。ま

た節約が美徳となるような価値観が，この世の中に

広く受け入れられなければなりません。 （あとがき

とむすびより〉。

第 1部：今わたしたちの地球が危ない（奇跡の惑

星“地球ヘ緑の地球，省エネルギ一作戦，省資源

作戦など 10項〉。第2部：わたしたちに簡単にで、き

ること（マイカーの省エネルギー，キッチンでの省

エネノレギー，マイホームの環境保護など 9項目〉，

むすび，参考書，あとがき，資料：ェコマーク商品

一覧〉。エコマーク商品は31のジャルン別に約800の

商品名・会社名がリストされている。

第 1部の最初の 2節は，地球には液体の水がある

こと，大気の組成など，他の惑星との違い，生命を

生みだした地球について教科書的なやさしい解説が

ある。内容は主婦向き。

泉邦彦・秋本実・森泉・広井敏男・岩田進午・川

崎健共著今日の地球環境一科学者からの警告四六

(35)-135 

-233頁，新日本出版社， 1400円込， 1991年 2月。

本書は， 日本共産党の「前衛」に， 「特集：今日

の地球環境問題」と題して掲載された各論文に一部

加筆して収録されたものである。（ 〉は執筆者名お

よび向上誌掲載の年月〉。

序：今日の地球環境問題（泉： 1990年12月〉，①フ

ロンガス汚染とオゾン層破壊の現実（泉： 1989年 7

月〉， ②二酸化炭素による気候の変化をめぐる問題

（秋本実： 1989年10月〉，③酸性雨の地球的広がり

と生態系破壊（森： 1990年 3月〉， ④深刻化する熱

帯林の破壊とその保護をめぐって（広井： 1989年 7

月〉，⑤地球砂漠化・不毛化と農地の消失（岩田：

1989年11月〉，⑥海洋環境問題の新しい展開〈川崎：

1989年10月〉。破壊の予測が現実化してしまった地

球環境問題についての実態をそれぞれ述べている。

ノミーナテット・ヴァーレリー著 田中重弘訳英国女性

が考えた地球を守る1001の方法 B6ー342頁， 1200円

込， 1991年 2月。

著者は，イギリスの「女性環境ネットワークWE

N」の会長で，環境問題・改善運動にとりくみ，テ

レビ・新聞など各種のジャーナリズムでも活躍して

いる人である。

・この本で無駄なお金を使わなくなる， ・日頃，

無駄ではないか，環境に悪いのではなし、かと思って

いたことをこの本で確かめて悪いことはやめる決心

をする， ・自分にも「地球と人聞を救う」責任があ

ることを自覚してほしい。

1頁に 2～ 3つの方法が示されているので，説明

文は短かし、が， 1001の方法のいずれも実際に簡単に

できるものばかりであると著者は述べている。ま

た，イギリス女性の環境問題に取り組む姿勢と考え

方の肌理の細かさに驚いたと訳者はあとがきに述べ

ている。

環境情報普及センター編集地球にやさしいライフスタ

イルーかけがえのない地球のためにあなたができること

は？ A 5-106頁，第一法規出版， 1200円込， 1991年

1月。

本書は， 『地球環境にやさしいライフスタイルへ

の提言一地球環境と暮らしに関する研究会報告書』

〈財〉環境情報普及センター・地球環境と暮らしに関

する研究会共編，第一法規出版， 1990年10月，刊，

をもとにして編集されたもので，詳細なデータなど

については同書を参照されたい。

巻頭に地球ウォッチングとして 8頁，地球温暖化

とオゾン層などのカラーページがある。
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①Aさんの一日と地球環境問題，②地球環境問題

の概要〈オゾン層破壊・地球温暖化，ほか7つの問

題について解説と対策〉，③地球環境問題と我々の

日常生活〈住まいや家電製品の購入などについて・

地球環境にやさしい行動， ほか〉， ④地球環境にや

さしいライフスタイノレを支えるために（企業による

取組・森林資源の保全・ごみとリサイクノレなど〉，

終わりに（環境教育など〉。

日経産業新聞編環境ビジネス一地球にやさしい企業戦

略 四六一219頁，日経新聞社， 1300円込， 1991年 3月。

地球環境に関する情報は最近急激に増えた。しか

し，知るだけ，市民の善意に頼る活動だけでは解決

に結びつかないのではないか。企業・産業界を巻き

込んだ改革が欠かせないが，産業界の動きを探った

報告は少なし、。

本書は，日経産業新聞の「地球環境・企業は変わ

る」， 日本経済新聞の「環境と企業」の各連載記事

をもとに編集したものである。

プロローグ（環境との調和を求めて〉， ①新パラ

ダイムを求めて（資源リサイグノレ・写ルンですの回

収・環境を破壊しないリゾートなど 11項目〉， ②地

球にやさしい新素材（フロン代替・象牙代替など5

項目〉，③温暖化を食い止めろ（難しlハC02抑制・

省エネを推進する鉄鋼業界など 11項目〉， ④廃棄物

にもピジネスチャンス（7項目〉，⑤リサイクノレへの

挑戦（ 7項目〉，⑥欧米企業の取り組み（9項目〉お

よび参考資料からなる。巻末に15頁にわたって「地

球環境問題に関する対策技術」が資料として付され

ている。

国連児童基金（UNICEF）・国連環境計画（UNEP）編

日本ユニセフ協会監修高橋完訳子供にどんな地球

を残しますか 四六－ 197頁，福武書店， 1200円込，

1991年 3月。

環境と開発に関する世界委員会（WCED）は，

「我ら共有の未来」〈日本語版は「地球の未来を守

るために」 1987，福武書店，前出〉という報告書を

発表したが，本書は環境と開発の中で“子ども”に

焦点をあてた姉妹書といえるものである。子どもは

環境の悪化に最も弱い人間である。環境問題を子ど

もに視点をおいて考えることによって，環境問題は

新しい段階にふみだすことができる。

①環境，子ども，未来の世代，②環境の質と子ど

もーその現在と未来，③成果と挑戦の 3章および石

弘之氏の解説（二つの世代間の不平等〉からなる。

イアン・ジョセフ・ジャグソン著 内嶋善兵衛監訳熱

〔地学教育

帯を知るー21世紀の地球環境気候変動と食糧生産 B 

6-306頁，丸善， 2400円込， 1991年 3月。

熱帯は，地球の気候システムのエンジンである。

また，熱帯は人口が増大する地域で食糧生産により

森林が消え砂漠化が広がっている地域でもある。地

球環境問題を考えるとき熱帯の自然、についてよく知

ることが重要である。

序，原著初版（1977）序，原著二版（1989）序，

①熱帯の水条件，②熱帯の気象一降雨をもたらす要

因（熱帯気象の基本的特性， 他〉， ③熱帯の雨（降

雨の季節性・変動性，他〉， ④水の蒸発（蒸発と降

雨の関係，気候の分類〉，⑤植物と水（作物の水要求

度，水と収量の関係，他〉，⑥熱帯の農業と水〈作

物と水との関係における農業技術の役割， 他〉，⑦

水循環への人間活動の影響〈気候を制御する，降ひ

ょう抑制と台風抑制，人工降雨，大気組成を変化さ

せる人間活動，土地利用と水循環，森林伐採と土壌

の侵食，植林，放牧の影響，他〉，⑧砂漠化（砂漠

とはなんだろう，なぜ砂漠が生まれる，砂漠の気候

と土壌，砂漠の植物，広がる砂漠〉，文献。

柴田敏隆監修追いつめられた地球 四六一262頁，カ

ワイ出版， 1300円込， 1991年 4月。

今，宇宙船「地球号」はその船底に穴があいて浸

水している。一部の先覚が必死になって，穴をふさ

ぎ排水の努力しているのに，上甲板の 1等船客は享

楽にうつつを抜かして気が付かない。日本人は，ま

さに 1等船客の立場にいるので、はないか．ノ

①何故自然保護か（柴田敏隆〉， ②ヒトと緑〈品

目穣〉，③水の話（加藤辿〉，④緑の破壊で追い詰め

られる動物たち〈石弘之〉，⑤水と緑へのレクイエ

ム（鎮魂歌〉〈伊藤和明〉，⑥生物人聞の環境デザイ

ン（進士五十六〉，⑦快適環境の創造（木原啓吉〉，

あとがき。

本書は，カワイ音楽研究会の機関誌「あんさんぶ

る」に 8年間にわたり連載された，子供と自然、また

は自然保護に関する記事を集大成したものである。

西岡秀三・諸住哲編著地球環境破壊とは？ －ここ

まで深刻化している A5ー200頁，東京教育情報セン

ター， 1900円込， 1991年4月。

①5m海面上昇で、江戸川区・葛飾区・足立区等が

危ないというが，②地球温暖化は地球環境破壊の象

徴（温暖化は進んでいる，予防をどうする，政策を

有効にするために〉，③地球環境破壊とフロン〈オ

ゾン層破壊問題，オゾンの生成消滅機構，オゾンホ

ールの出現，保護，他4), ④酸性雨（酸性雨発生
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のメカニズム，被害のメカニズム，被害の現状，対 クも発売されている。「ビシュアル本」
策，他 2），⑤環境連関（地球規模の環境破壊，環 石弘之著地球の健康診断①いま地球がたいへんだ
境連関図，連関図各論，エネルギ一連関，日本の進 B 5-64頁，ハードカパー，草土文化， 2000円込， 1989
む道〉，⑥地球環境 生態系・人体への影響（地球 年 7月初版，（1990年 5月5刷〉。
環境の微妙なバランス，生きている地球，生態系の 小、中学生向。①よごれる大気と海〈北極のよご
危機・種の絶滅，生活の周りの危険物質・環境〉。 れたシロクマ，地球のすみずみまですすむ化学汚染

高辻正基編著地球を救うバイオテクノロジー A5ー オゾン層があぶない， よごれがすすむ海〉，②森林
218頁，オーム社， 2500円込， 1991年 3月。 がなくなっていく（はかいされる熱帯林，酸性雨で

地球の環境問題にパイオテクノロジーはどこまで はかいされる針葉樹，大切な森林の役割、森林がな
貢献できるか，対策として有効と考えられる技術ゃ くなると〉，③ひろがる砂漠（おしょせる砂，昔は
手法について解説されている。 緑の多かったサノ、ラ， 砂漠がひろがる原因〉， ④ば

①地球環境とバイオテクノロジー，②異常気象と くばっする人口（50憶をこえて増えつづける，働き
食糧，③植林用苗のグローン大量生産、④藻類培養 手がへる国も，人口が増えすぎると，スラム化する
による炭酸固定，⑤人工光合成，⑥植物の工業的生 都市，人口増加と自然破壊〉，本にでてくるおもな
産，⑦バイオマスとバイオカタリシス，⑧廃棄物の ことばの解説。

微生物処理，⑨砂漠の緑化。 後出の②～⑤も同様で、あるが，カラー・白黒写真
矢田部順吉編緑の宇宙船＜地球号＞の船長に告ぐ／ および図によってやさしく解説されているので図書
I 四六一222頁，太陽出版、 1380円込， 1991年 5月。 室などでセットで備えつけてほしい本である。

本書は「新企画・紙上座談会」の記録であるとい 木村捷治著地球の健康診断②地球は暖かくなるか？
う。 12名の執筆者がテーマについて書かれたものを 以下，頁数，定価は①と同じ， 1989年10月初版，（1990
まとめ章節に編集し配列した形をとっている。 年 7月 3刷〉。

まえがき，①宇宙船＜地球号＞のイメージ（地球 ①ふえる異常気象（北米中央部の大干ばつ，パン
政治学をめざして，地球は本当に動いているか，環 グラデシュの大洪水（1988年〉，寒波と熱波のヨー
境破壊の現況，ハイテクから環境権思想、へ，「船長」 ロッパ， 1982～83年の異，エル・ニーニョと異常気
は誰だ，人聞は欲望を抑制できるか， 他5項〉， ② 象，毎年おきている異常気象〉，②気象のしくみ〈地
環境問題に関わる三つの視点（地球滅亡は紀憂か？ 球をめぐる大気，太陽の光が空気をあたためる，風
紀憂が紀憂でなくなるのではないかという紀憂，生 は気温の差で吹く，天気が変わるのは，海と気象の
命科学と環境問題，バイオテクノロジーの可能性と つながり，海洋の変化でおきる異常気象，エル・ニ
限界，人口爆発と食糧問題，他5項〉，③環境問題 ーニョと異常気象，異常気象をどう考えたらよい
の基底へのアプローチ（現代社会と欲望，家庭生活 か〉，③気候はどう変ってきた（氷にうずもれてい
の変容がもたらすもの，「開発」のアイロニー，の たヨーロッパ，ラスコーの洞穴の時代，気温はどう
3節に 8項目がまとめられている〉，④問い直され 変ってきたか，太陽と地球の位置で気候を知る，南
る日常生活（環境問題とモラル，一つの提言＜廃棄 極や北極の氷は語る，気温の変化する割合，海面の
物の場合＞.7項〉，あとがき。④に含まれる 7小項 高さの変化，氷がとけて海面が高くなる〉，④地球
目は，「ほっといてもらいたし、」発言と生活実感，ゴ の大気はどうなる（炭酸ガスがふえてきた，人間の
ミ出しの問題の車L蝶，環境倫理の確立と実行の手続 活動でふえる炭酸ガス，森林破壊と炭酸ガスの増
き，氾濫するゴミ，強制力のない法は照らない灯， 加，海や植物も炭酸ガスをだしている，海の中の炭
「経済学的ゴミ処理法」， ゴミの山は資源の山とな 酸ガス，気温あげる温室効果ガス，コンピュータで
っているなど。 気温を予測する，地球の温暖化問題をどううけとめ

る〉。この本にでてくるおもなことばの解説。

XlV 主としてカラー写真により美しい地球の姿 小森長生著地球の健康診断③大地はあれはてるか？
や環境破壊・汚染の実態を視覚的にうったえ 1990年 3月初版，（同年6月2刷〉。
環境問題を解説した本や雑誌の特集号も多 ①火をふく大地，ゆれる大地（目の前でおこった
い。また，ビデオ（NHK地球汚染，チェル 大噴火，大災害をおこした火山噴火，都市をおそっ
ノプイリクライシスなど〉やレーザーディス た大地震，すベる山とおそう津波）， ②たえまなく
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変化する地球（地球の中はどうなっている？，地震

の波，地底のカが大地をうごかす，地震がおこるし

くみ，大地に残る大変動のあと，大気や水も地球を

変える〉，③人聞が変える大地のすがた（緑におお

われていた大地，砂漠がひろがっている，なくなる

森林と荒れる大地， 土は大地の宝もの〉， ④安心し

てすめる大地に（天災と人間による災害，人災が被

害を大きくする，自然を無視した開発が行われる

と，巨大ダムが下流にあたえた影響，無理な開発が

災害をよびこむ，災害が開発途上国に多いのは，自

然となかよくつきあうために〉。 この本にでてくる

ことばの解説。

大島泰郎著地球の健康診断④ 生物は生き残れるか？

1990年 2月初版，（同年6月2刷〉。

①生命は宇宙とつながっている（生物のからだを

つくる元素のなぞ，生命のしくみ，生命は海とむす

びついている， 必要な元素と害になる元素〉， ②生

命のはじまりと進化（生命はどこからきたか，原始

地球が誕生した，地球の最初の雨，生命の誕生へ，

生命の材料はどこから，進化がはじまる，一番古い

化石〉，③高等な生物へ（酸素がで、きた，海がたべ

ていた酸素，生物にとって毒だった酸素，酸素呼吸

がはじまる，細胞や生物のやくわりが分かれる，海

から陸へ進出した生物〉， ④自然のノミランスがくず

れたら（恐竜はなぜ‘滅んだか，物資はめぐっている

たベて，たべられて，なぜ、パランスがくずれたか，

海や湖の汚染，人類によってほろぼされた生物，人

間と生物がなかよく生きつづけるために〉。 この本

にでてくることばの解説

立川涼・田中正之・岩田進午・広井敏男・坂田俊之・岡

崎正規共著地球の健康診断⑤ 宇宙のオアシスを守る

1990年 3月初版，（同年6月2刷〉。

①海洋汚染と化学物資〈北極圏が化学物資で急速

に汚染されてきている，汚染はわずかでも長期間に

わたって影響がおよぶ，動物たちが，人間やその環

境の異常をしらせてくれている，化学物資を使いこ

なす社会のしくみが必要だ〉， ②地球の温暖化（地

球の温暖化はどうすればおさえられる，温暖化をふ

せぐために考えられること〉， ③砂漠化と荒れ地化

（荒れ地や作物がそだたない土地がふえている，荒

れ地になってし、く原因，さまざまな生物がいるのが

よい土， なぜ砂漠がふえて土の流失がおこるか〉，

④森林破壊と種の問題〈熱帯林が年ねんへってい

る，熱帯雨林には 400万種以上の動物植が生育，ゆ

たかなめく、、みをあたえる森林の生物種〉，⑤酸性雨

〔地学教育

と日本の森林〈酸性雨は日本にも降っているか，日

本で酸性雨の被害がでていないのは〉， ⑥地球観測

衛星の役割（地球を外からみつめることで地表の変

化に気づきはじめた，人工衛星によってとらえた地

球汚染〉， ⑦自然を破壊しない開発とは（人類が自

然をまもりながら発展していくには，自然をまもる

ことと開発と〉。

ニュートン別冊地球クライシス人類に未来はあるか

A4変－241頁，教育社， 1900円込， 1989年 8月。

暑くなる地球 87年 8月号 78～85頁，オゾンホ

ーノレのなぞ 88年 2月号 66～77頁，オゾンホーノレ

は消えたのか？ 89年 3月号 46～57頁，異常気象

レポート88 88年4月号 8～43頁，異常気象レポ

ート89 89年 4月 36～51頁，パイオスフェア 88 

年 7月号 12～81頁，パイオスフェアにしのび寄る

脅威 88年 8月号 36～47頁，遺伝子資源を守れ／

88年 9月号 80～93頁，アマゾンが消えていく 86 

年 2月号 52～63頁に掲載されたものをまとめた特

集号である。

第 1部地球を取り巻く大気に異変がおきはじめ

ている。特別レポート：松下和夫，今地球に何がお

こっているのか？21世紀危機からの脱出；編集部：

暑くなる地球・オゾンホールのなそe；忠鉢繁：オゾ

ンホールのは消えたのか；松野太郎監修：異常気象

レポート’88・同’89。

第2部豊かな地球生命圏バイオスフェアにしの

びよる脅威。編集部：奇跡の惑星をいく；松井孝典

他：太陽系第3惑星， 46億年のドラマ；沼田真他9

氏協力：バイオスフェアが危ない；小川利紘他4氏

協力：パイオスフェアにしのび寄る脅威，危機は国

境をこえる；石弘之：遺伝子資源を守れ／；編集部

写真ハンス・シルベスター：アマゾンが消えていく

危機に真面する地球最大の熱帯雨林。

地球環境問題を知るための基礎資料1～7。

ニュートンスベシァル かけがえのない地球を救おう

ニュートン 11巻 1号 1991年 1月号 52～81頁。

地球環境ストラテジー’91 中杉修身・稲森悠平・

清水浩・戸塚績協力，編集部。

その絶妙なノミランスで狂いはじめている， ごみ問

題，水質汚渇，温暖化，フロン，酸性雨，熱帯林，

野生生物， トレンド，私たちにで、きること。

サイエンス編集部編別冊サイエンス93 破壊される地

球環境 A 4-101頁， 日経サイエンス社， 1800円込，

1989年10月初版， (1990年11月2刷）。

①実測データで示す地球温暖化（著者名および訳



44巻， 3号， 1991]

者名は略〉， ②地球化学的な炭素循環モデル， ③酸

性雨の脅威，④酸性粒子による大気汚染，⑤南極オ

ゾンホール，⑥アマゾン多雨林の危機，⑦アフリカ

の干ばつ，⑧屋外より汚染されている室内の空気，

⑨低レベルマイクロ波の規制問題。著者紹介，訳者

紹介，参考文献。

サイエンス編集部編別冊サイエンス96 地球環境を守

る A 4-147頁， 日経サイエンス社， 2400円込， 1990 

年 9月。

①地球を守る（著者名および訳者名は略〉，②変貌

する大気，③南半球でも増え続ける一酸化炭素，④

変化する気候，⑤危機に瀕する水資源，⑥急速に減

少する生物種，⑦政策が加速する熱帯林破壊，③増

え続ける世界の人口，⑨アフリカの人口爆発，⑮食

糧増産の戦略，⑪エネルギー利用の戦略，⑫産業資

源の再利用，⑬持続可能な経済開発への道，⑭人類

が生き残るために。著者紹介， 訳者紹介， 参考文

献。

特集地球にやさしいエネルギ一 日経サイエンス

1990年11月号， 20～139頁， 1500円込。

①地球にやさしいエネルギー（著者名および訳者

名は略〉， ②電力利用の効率化， ③ピルと住宅の省

エネルギー，④産業分野の省エネノレギー，⑤自動車

輸送の省エネノレギー，⑥発展途上国のエネルギ一対

策，⑦ソ連・東欧・中国のエネノレギ一対策，⑧化石

エネノレギー，⑨原子力エネルギー，⑮太陽エネルギ

ー，⑪21世紀のエネルギー。

サイエンス ビュー提言：日本の二酸化炭素削

減のシナリオ（槌屋治紀〉経済成長をとげながら二

酸化炭素の排出削減を達成するための方策について

論ず。 6～15頁。

UTAN「驚異の科学」シリーズ 「保存版」環境白書

学習研究社

「UTAN」は 1982年 7月に創刊された月刊科学

誌で，毎号多くのカラー写真・図・表によって話題

の記事をわかりやすく解説している。最近は地球環

境問題をとりあげており，以下の 6冊はその「保存

版」別問として特集したものである。各章名や項目

名はやや過激であるが，それぞれ重要なテーマを扱

っている。中～高校，一般向の啓蒙書である。

シリーズ① 今「地球」が危ない UTAN編集部編

A 4-145頁， 1000円込， 1989年10月。

O地球が狂い始めた（紫外線が人類を襲う日，牙

をむく異常気象， 人類滅亡へのプログラム〉，。汚

染列島・日本（水・大気・ハイテクが危ない，水道

(39)-139 

水塩素殺菌が生む戦1栗の発ガン性物質，魚たちは身

をもって警告する， 大地を蝕む硫酸の雨，“クリー

ン”な工場が吐き出す猛毒物質，公害は10年後に大

破局をもたらす〉， 。これでいいのか地球のガン・

日本（森林破壊ーワリパシが森林資源にとどめを刺

した，資源略奪一日本人の胃袋が世界のエピを食い

つくす，武器輸出一一世界の軍事技術を陰で支える

日本のハイテク，地球環境を守るため日本人は何を

なすべきか〉， O大自然が人類に逆襲する（熱くな

る地球，異常気象，海洋汚染アザラシ大量死，無謀

開発がもたらす大谷石の大かんぼつ〉，。動物界の

異変は人類滅亡の前兆か。巻末資料：データが示す

地球環境汚染（グラフ・図・表〉

シリーズ② 今「食」が危ない A-145頁， 1000円込，

1990年 1月。

0人類は「食」で自滅するのか（輸入自由化の陰

に発ガン物質の恐J怖，養殖魚の戦1栗，恐るべき農薬

汚染〉， 0あなたはだまされている（危険食品の見

分け方，他）， 0今や「食」も「水」も毒入りだ（毒

性物質漬けのブロイラー， 水道水汚染の実態〉， 0 
食汚染ーその実態と対策（食卓にしのびよる死の

灰，あなたも食品Gメン，他〉。

巻末資料：グラフで示す日本の食糧自給率，食品

添加物リスト，自然食品入手先リスト。

シリーズ③ 今「日本」が汚染されている A 4-145 

頁， 1000円込， 1990年 5月。

O日本各地が汚染にまみれてしまった（アスベス

トは刻々と命を削る， 日本列島は東京のゴミ捨て場

になる？， 他〉， O悪魔の水が滴り落ちる水に溶け

た汚染物質が人体を蝕む（酸性雨による土壌汚染が

生んだ不毛の死の山，水道水塩素殺菌が生む発ガん

物質，匙った柳川の堀割，河川は人間の欲に蝕まれ

てゆくのか〉， 。ぼくらの身近に汚染が迫る一気が

つけば汚染の中で暮らしていた（ゴミの有害物質が

人体を蝕む，忍びよる遺伝子汚染の恐怖，ダニが運

ぶライム病，求む地球環境を守る日本のハイテグ〉。

巻末資料：酸性雨・大気汚染・海洋汚染・水質汚

染・アスベスト汚染，ゴミの図説。

シリーズ④ 今「水」・続「食」が危ない A 4-145 

頁， 1200円込， 1990年 8月。

今「水」が危ない： O立松和平のどうするどうす

る日本の飲み水， 0死の水をもたらす農薬漬けゴル

フ場，。再検証“臭い・まずい水道水”の現状と不

安， 0びわ湖は死んでしまうのか， 0今や水道水は

危ない飲み水， 0自然の都会化が尾瀬を破壊する，
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。全国に広がる水再生への試み。

続・今「食」が危ない： Oコメの輸入自由化で汚

染米がやってくる， QKey Word コメの自由化，

O食の近代化が長寿村を崩壊させた， 0輸入シーフ

ードにこれだけの危険が， 0農民は“経済性”より

“安全性”を選びはじめた， O子供たちに増え続け

る食物アレルギーの実態， 0誰も書かなかった残留

農薬の実態， O食卓の安全 Q&A, 0安全な「食」

の本物の「食」入手ガイド（無農薬，有機栽培，無

添加加工食品，食べものの「旬」〉

巻末資料：新聞にみる「食」と「水」の事情。

シリーズ⑤今「緑」が危ない森林破壊 リゾート乱

開発 A-145頁， 1200円込， 1990年11月。

。「緑」が消える何が原因で何が問題なのか，

（もはや壊滅寸前の熱帯林，緑のベスト酸性雨・霧

がここまで人体を蝕む， 「緑のダム」ブナの森は訴

える，オランウータンの森は今〉。

。リゾート開発で「緑」が滅ぶ（もう止めてスキ

ー場開発，国立公園にゴノレフ場を造っていし、のか，

血の色に染まる沖縄の青い海，瀬戸内の楽園に史上

空前のリゾートブーム， Key Wordリゾート法，

私たちは自然と調和して生きる道を探りたい。

。「緑」を守るために今何を．ノ（宇宙からの限で

地球の緑を監視する，膨張するサハラ砂漠とのたた

かい， トトロのふるさとを守れ〈ナショナノレトラス

ト運動〉， 緑を守るためにいま私たちは何をすれば

よL、か？。

巻末資料：アマゾン熱帯林の消失，東南アジアの

農業，砂漠化の地図，ヨーロッパ酸性雨，など。

シリーズ⑥ 今「ゴミ」が危ない A4ー 145頁， 1200

円込， 1991年 6月。

0捨てられたゴミが人類に逆襲する〈もう捨てる

ところがない，豊かさ生んだ粗大ゴミ，不法投棄，

緊急事態宣言・東京ゴミウォーズ，分ければ資源・

混ぜると発ガン物質ができる，乾電池が毒をまきち

らす，増え続ける核のゴミの恐怖，再生紙は地球を

再生できるか，ゴミなんでも Q&A。

。リサイクノレは地球を救う 危険なゴミもうまく

使えば貴重な資源（日本到島がゴミに埋まる日，ア

ノレミ缶リサイクがエネルギー危機を救う，プラスチ

ックの再生利用法，平成の錬金術・乾電池リサイク

ル，ゴミが動物たちを狂わせている，他。

巻末資料：目でみるゴミの現状と将来。

NH  K取材班 NH  E地球汚染① 大気に異変が起きて

いる A5ー234頁， 日本放送出版協会， 1900円込，

〔地学教育

1989年 4月初版，（1989年10月6刷〉。

この本の内容は1989年 3月19日～20日の二夜にわ

たって放送された特集番組「地球汚染」の制作に当

たったスタッフが，世界の第一戦の科学者たちに取

材し最新の研究成果をまとめたものである。写真・

図を用いてやさしく解説されている。

カラー口絵（ 8頁〉， ①生命の星・地球が汚され

ている（忍びよる危機，汚染が地球を覆い尽くす〉，

②宇宙から紫外線が降り注ぐ（オゾン層が危ない，

紫外線とヒフがん， 紫外線被爆の恐怖〉， ③究極の

汚染が出現した（フロンガス，減少し続けるオゾン

濃度〉， ④地球は熱くなっている（対流閣の危機，

増加しすぎたC02，さらなる犯人ガスの登場，フラ

スコネットワーク〉， ⑤子供の時代の地球の姿（猛

暑がやってくる，巨大台風の襲来，海が陸を襲う，

壊滅する世界のパン寵〉，⑥救えるか“かけがえの

ない地球”（進む相関汚染， 動き始めた救済策， 地

球存続への道〉。

NHK取材班 NHK地球汚染② 海はひそやかに警告

する A-235頁， 同， 1900円込， 1989年 5月初版，

(1989年 9月4刷〉。

カラー口絵（ 8頁）， ①アザラシの死体が漂流す

る海（絶滅の危機，深刻化する北海汚染，アザラシ

を救え〉，②北海は浄化槽なのか（1.5億人の生活を

ささえる海，河川の汚染も北海へと続く，汚染は北

海沿岸をめぐる〉， ③化学物質の恐るべき正体， ④ 

広域化する海洋汚染，⑤化学物質が地球を駆けめぐ

る（化学物質拡大のメカニズム，地球と生き物たち

の大循環〉， ⑥アメリカ五大湖のクロスピノレ（五大

湖生まれの烏はどこえ消えた，異常すぎる奇型発生

率， クロスピルは訴える〉， ⑦いまもDD Tを生産

する南の世界（大量に散布される化学物質〉，③海

はすべての生命のゆりかご（化学物質をどう管理す

るか，海からの警告は生かせるか〉。

富永健・立川涼・ NH K取材班編 NHK地球汚染

フォトドキュメント 私たちの住む星地球が汚されて

いる A 4-158頁，日本放送出版， 3800円込， 1989年

7月，（1991年 2月2刷）。

前述の 2冊に付・されたもので，取材中に撮映した

写真を中心に編集されたもので，迫力のある写真が

環境破壊の現状を視覚的にうったえている。

1～112頁はカラーのアート写真， 113～141頁は

サイエンス・ノート， 146～157頁は写真解説および

後記からなる。

カラー写真は，大気編・海洋編の 2部からなる。
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サイエンス・ノートは，地球環境の危機（伊藤和

明〉，成層圏オゾンとフロン（富永健〉，地球温暖化

に関する研究の状況（松野太郎〉， 海洋汚染に取り

組む（立川涼〉，地球環境を守る国際政治（鴨武彦〉，

都市生態系の再生（室田武〉， アメンボと地球汚染

〈日高敏隆〉，大気と海の比較惑星学（松井孝典〉の

8名の専門家の執筆による論集である。

NH  K 地球大記行全6巻各巻共 A 4-176頁，

3000円別， 日本放送出版協会。

各巻に大きなテーマ 2集が収録されている。地球

の生いたちから環境問題までビジュアノレに地球の姿

をとらえることができる本として推薦する。 NHK  

取材班が世界各地から収録してきた写真を中心に解

説されている。

第 1巻 1987年 2月初版， 1990年10月17刷

第 1集水の惑星・奇跡の旅立ち ①奇跡へのプ

レリュード，②大衝突の時代，③原始地球への旅，

④46億年の水を求めて，⑤最初の海・最初の渚。

第2集 引き裂かれる大地（アフリ力大地溝帯〉

①熱い星・地球は生きている，②火と氷のせめぎあ

う島（アイスランド〉， ③驚異の海底世界， ④開い

てゆく谷間，⑤変りゆく地球の表情。

サイエンスノート 奇跡の星・地球（水谷仁〉，

現代の地球観（松井孝典〉，地球発見史：地球上を

歩きまわった古代人（長沢和俊〉

第2巻 1987年4月初版， 1990年10月17刷。

第3集残されていた原始の海（オーストラリア

西海岸〉 ①地球だけがもっ酸素の神秘，②生命の

ノレーツを求めて，③生命誕生の瞬間をさぐる（イエ

ローストン，④進化のシナリオ，⑤生命が地球を変

えた。

第4集奇岩にひそむ大気の謎①二酸化炭素は

どこえ消えた（中国・石灰岩地帯〉， ②風景の魔術

師，③生命がつくった大山脈，④陸に上がったサン

ゴ礁，⑤壮大な大気の循環。

サイエンスノート 酸素と生命と文明と（大島泰

郎〉，石灰岩は語るく北野康〉，地球発見史：中世の

探険家（長沢和俊〉。エッセイ・座談会（略〉。

第 3巻 1987年 6月初版， 1990年10月11刷。

第5集 巨大山脈の誕生（ヒマラヤ・アルプス〉

①アンモナイトの謎，②化石になった波，③大陸が

衝突する，④ヒマラヤを切り裂いた川，⑤ねじ曲げ

られた大地〈アルプス〉， ⑥エベレスト街道を行く

第6集巨木の森・大地を覆う ①地球のシンボ

ノレ緑の大地（ボルネオ〉， ②植物が上陸した日， ③ 
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最初の大森林（石炭紀〉， ④化石になった巨木， ⑤ 

世界一背の高い森，⑥森林は地球を支える。

サイエンスノート 大陸はなぜ動くのか（上田誠

也〉，熱帯多雨林の生態史（高谷好一〉， 地球発見

史：コスモ像の探求（岩田慶治〉。

第4巻 1987年 8月初版， 1990年12月11刷。

第7集恐竜の谷の大異変（口・yキー山脈〉①衝

撃のシナリオ，②恐竜の楽園，③中生代への旅，④

大絶滅の痕跡，⑤暗黒の時代，⑥大異変は再現され

るのか。

第8集氷河期襲来（北米巨大氷床）①氷に覆わ

れた島グリーンランド，②氷河を歩く（アラスカ〉，

③迷子石のふるさと，④巨大氷床の源流（ラプラド

ノレ〉，⑤氷河時代が語るもの。

サイエンスノート 恐竜の日常生活（長谷川善和〉

氷河時代と人類（鈴木秀夫〉， 地球発見史：博物学

の思想（八杉竜一〉

第5巻 1987年10月初版， 1990年12月8刷。

第9集移動する大砂漠（サハラ〉①パリに赤い

雪が降る，②砂のオブジェ，③風の吹きぬける町，

④砂に埋もれた履歴（ニジエール〉， ⑤逃げゆく湖

チャド，⑥緑のサハラを再び。

第10集資源を産んだマゲマ噴出（南アメリ力・

キプロス〉①資源を抱いた山脈（アンデス〉，②火と

水がつくった資源（アタカマ〉，③神話の島キプロス

④宝石をつくった大地（ブラジノレ〉，⑤資源をつくる

惑星。

サイエンスノート 砂漠化と気候変動（朝倉正）

地球資源をめぐって（浜田隆士〉，地球発見史：宇宙

への視点・宇宙からの視座〈竹内均〉。

第6巻 1987年12月初版， 1990年 2月9刷。

第11集多重バリアーが守る生命の星（大気圏・

磁気圏〉①もう一つの奇跡，②天空への旅（対流

圏）， ③宇宙に一番近い都市， ④未知の気圏（オゾ

ン層〉，⑤生命を守る惑星〈オーロラ〉。

第12集太陽系第三惑星億・ 46年自の危機①野

生からの離脱，②古代文明に秘められた謎，③自然

からの逆襲，④森の失われし時，⑤現代のバベルの

塔，⑥“母なる地球”の運命。

サイエンスノート 宇宙からみる地球〈坂田俊文〉

宇宙・地球・人類その過去と将来（水谷仁〉， 地球

発見史：宇宙新時代（立花隆〉。

ノーマン・マイヤーズ監修西川治監訳地球ウオ＂／

チンゲ 50億人のためのガイアアトラス A4ー272頁，

平凡社， 6800円別， 1987年11月。
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「ガイア」とは，地球の生物園，大気，海洋，土 第5部：社会と環境⑮市民運動，＠環境行政，

壌，資源，人類などのすべてを包摂する複合体のこ ⑧各界の動き，＠企業，⑩世論調査，＠環境教育。

とで，地球上の生命にとって最的の物理的・化学的 第 6部：国際社会⑧国際協力と紛争，＠南北問

環境を創生するシステムである，と定義している。 題，＠国際機関と行動，⑧海外諸国。

このシステムの自動制御装置が近年破壊の危機に瀕 索ヲ｜：物質名・一般事項・対策技術・人名・企業

しており，至急に対策をたでなければならない。 機関・団体名・国名の各索引。

カラー印刷の地図，絵図，イラスト，グラフを有 谷山鉄郎著地球環境保全概論 A 5-181頁，東京大

効に用いた解説がありわかりやすし、。 60数名が執筆 学出版会， 2884円込， 1991年2月。

分担している。 三重大学や他のいくつかの大学における著者の講

序論（地球一こわれやすい奇跡，加速する進化， 義「地球環境保全論」のテキストとして書き下され

進化への進参者，他〉，以下，大地・海洋・資源・ たものである。環境問題は， 1人で解決できるよう

進化・人類・文明・地球の管理の大項目があり，そ な生易しいものではないが，毎日の生活や仕事の中

れぞれに，（1)00に秘められた可能性，（2)00の危 で「持続可能な発展や生物との共生（sustainable

機，（3)00の管理，とし、う中項目があり，その中に development and coexitence）」を実行し，くらし

小見出し項目が配されている。エピローグ，付録： の中から母なる地球を救う（thinkglobally, act 

地図とデータ，文献，術語解説など。 locally）ことを忘れてはならない，ことを強調され

小見出しの項目には次のようなものがある。肥沃

な土壌，緑化の可能性，世界の耕地・牧畜，消失し

ていく土壌，縮少する森林，広がる砂漠，土壌の管

理，緑の草命，将来の森林，新しい農業に向って。

世界の海，生きている海，世界の魚群，汚染され

ている海，生物のすみかの破壊，海は誰のもの，海

からの収獲，海洋の浄化，南極の管理，海洋法，未

来の海，など。

地球の発電所，エネルギーの蓄え，石油の危機，

核のジレンマ，エネノレギー効率化社会，など。

図書室や図書館に備え付け用の図書。

追加（前号の II• III • VIIIに〉
メディア・インターフェイス編根本順吉・藤田祐幸監

修地球環境情報新聞記事データベース1990 B 5-

478頁，ダイアモンド社， 5500円込， 1990年10月。

本書に収録されたデータベースは1987年 1月から

1990年6月にわたる期間の朝日新聞・日本経済新

聞・毎日新聞・読売新聞に掲載されたものである。

第 1部：地球環境のいま ①温暖化，②オゾン層

の破壊，③酸性雨，④熱帯雨林，⑤都市ゴミとリサ

イクル，⑥ゴルフ場，⑦環境事故。

第 2部：自然の環境 ③気候，⑨大気，⑩水系，

⑬森林，⑫野生生物，⑬農林水産業，⑭開発。

第 3部：産業と環境 ⑮エネルギー，⑮有害物質

⑫公害訴訟，⑬自動車，⑮交通騒音，＠地盤沈下。

第4部：人間と環境⑧食品汚染，＠健康，＠住

環境，＠生活公害，⑧ライフスタイル。

ている。

①地球の歴史と環境問題（地球の歴史，オゾン層

の破壊，地球の温暖化，酸性雨，熱帯林，地球の砂

漠化，野生動物資源， 地球的規模の海洋汚染〉， ② 

環境汚染各論〈大気汚染・水質汚染・農薬汚染・ゴ

ルフ場汚染・重金属汚染〉， ③被害機構論（大気汚

染物質の被害機構，人体影響と植物影響の関係，酸

性雨の被害機構，農薬の被害機構，重金属の被害機

構〉， ④地球環境保全論（次の 9節からなる， 地球

環境保全と教育， 日本の風土と地球環境保全，生命

のリズムと一一，食糧の輸出入と一一，熱帯林と一

一，酸性雨と一一，地球温暖化防止と国土保全，地

球環境問題の複合作用，持続可能な開発と共生〉。

和田武著地球環境論人間と自然との新しい関係

A 5-232頁，創元社， 2800円込， 1990年10月。

本書は著者が大阪経済法科大学で文科系学生を対

象として行ってきた自然科学史・環境論・科学入門

および人間と自然（ゼミ〉の講義内容を骨子とし，

最近の研究成果を加筆してまとめられたものであ

る。環境問題についての基礎知識と現状を解説さ

れ，危機克服の道を探っている。

①地球環境の進化と構造（地球上での分子進化と

生命の起源，生物と自然環境の相互作用と進化，地

球におるけ物質の循環平衡〉， ②オゾン層破壊（地

球のオゾン層と紫外線，他6節〉，③地球温暖化

（地球の気温と温室効果気体，他4節〉，④酸性雨と

環境の酸性化（酸性雨・酸性降下物， 他5節〉， ⑤ 

放射能汚染（放射性と放射能，世界と日本の原子力

発電，他3節〉，⑥核戦争による環境石壊核（兵器と
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その現状，「核の冬」理論の発見，他4節〉，⑦地球

環境危機の克服（自然と人間の相互関係，自然と調

和する社会， 他5節〉。 2～5章には防止のための

対策，国際的取り組みの節がある。

東京大学公開講座52 環境 四六一279頁，東大出版会，

2266円込， 1991年 1月。

本書は， 1990年4月14日から 5週間にわたって開

講された第73回の公開講座の講義内容で、ある。

①人間活動と気候の変動（浅井富雄〉， ②地球環

境と海（永田豊〉， ③人間環境と地球環境（鈴木継

美〉，④森林と環境〈佐々木恵彦〉，⑤都市生活と環

境（松尾友矩〉，⑥エネルギーと地球環境（茅陽一〉，

⑦環境問題をめぐる西欧の「新しい政治」〈高橋進〉

③経済発展と環境（森田桐郎〉，⑨子どもをとりまく

現代の環境（汐見稔幸〉，⑩生活環境とがん，開講の

あいさつ〈有馬朗人総長〉。

アン・ナダカプカレン著岡本悦司訳地球環境と人間

21世記への展望 A 5-360頁， 三一書房， t3000円込，

1990年11月。

本書はもともとイリノイ大の講義資料として書か

れたもので， 1984年に初版，その後，環境学の入門

テキストとして全米の大学で広く読まれるようにな

った。環境学の基本知識をわかりやすく解説されて

いる。また各章の随所に囲み記事（42項〉トピッグ

が挿入されている。

序章：人間と自然，①生態学へのいざない（生物

の相互作用，他11), ②人口〈生物集団の属性，他

15），③人口抑制〈初期の産児制限の方法，他 3), 

④食糧危機（飢餓の広がり， 他4），⑤人口爆発の

地球環境への影響（人口爆発・影響，土壌喪失，森

林破壊，砂漠化，湿地喪失， 生物種絶滅〉，⑥環境

病〈突然変異， 他 3), ⑦有害物質（ポリ塩化ピフ

エニノレ，ダイオキシン，他4), ③農薬， ⑨放射線

（被曝，線量，他 8), ⑩大気，⑪大気汚染，⑫騒

音，⑬水質汚渇，⑭廃棄物，付：アメリカの主要環

境保護団体と出版物リスト。

以下は前号79頁にリスト分の詳細

レスターR. プラウン編著本田幸雄監訳地球白書ー

2000年・人間と環境への提言 A5ー229頁， ダイアモ

シド社， 2990円込， 1988年2月初版，（89年8月7刷〉。

本書は，膨大なデータを駆使して世界の人口・食

糧・エネルギー・環境の現状を把握して，農業政策

論や都市政策論， リサイクノレ論など，地球と人間へ

の提言を行っている。
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なお，本白書シリーズは 12か国語で 122か国の人

々に読まれ国際的評価も高い。

①ここまで近づいた地球の限界〈エネルギーと環

境と経済，ほか 6節〉，②爆発的人口増加の脅威（人

口転換の 3段階，人口動態的区分からみた地球，ほ

か5節）， ③過密肥大化する都市（人類の半分以上

が都市に集中する，集中する原因と結果，都市偏重

からの脱却， ほか4節）， ④見直しが進む原子力発

電（チエノレノプイリ原子炉爆発，世界をおおった放

射能，縮少・撤退が世界的趨勢，いま脱原発社会の

選択を， 国境付近の原発をめぐる国際対立〉， ⑤第

三世界の電化が抱える問題（遅れている発展途上国

の電化， ほか4節〉， ⑥リサイクリング社会の設計

（処理能力を超える都市のゴミ，ほか5節〉，⑦世界

農業の現状と制約要因（持続可能な食糧生産の推

計，減少している耕地面積 ほか5節〉，⑧求めら

れる農業生産の持続的発展（食糧増産への道はどこ

に， ほか5節〉， ⑨化学物質による環境の危機（地

球環境を変えてしまった人間，温室効果・酸性雨オ

ゾン層破壊・金属汚染， ほか 4節〉， ⑩持続主義経

済を建設する（明日の世代の人々を含む経済学，ほ

か5節〉， ⑪人の住める地域を遺すために（地球規

模の協力を要する緊急課題，地球を知るための科学

を，炭素循環のバランスを回復する，第二次エネノレ

ギー革命への努力，責任の理解と分担〉。

同編著松下和夫監訳地球白書’88～’89一環境危機

と人類の選択 A 5-336頁， 同社， 2800円込， 1989年

2月初版，（1989年7月5刷〉。

本書は地球環境の現状と将来への見通しを詳細な

データに基づいて分析し，具体的な事例の積み重ね

をベースとして持続的な発展をとげていくための手

段や政策を提案している。

①地球の環境が直面する問題（森林破壊・オゾン

層・酸性雨・温室効果・温暖化・土地の劣化につい

て解説〉， ②持続可能なエネノレギーの未来を創る，

③エネルギー効率を向上させる，④再生可能エネノレ

ギーへの移行（水力利用，パイオマス，太陽・風力

の利用〉，⑤森林の緑を取りもどす，⑥種の大量絶

滅を回避する，⑦有毒化学物質の管理，③戦略防衛

構想（SDI)を評価する，⑨地球規模の家族計画

（出生率の推移など〉，⑮持続的発展による地球安全

保障（持続性なき発展，土壌保全および植林，地球

安全保障への投資，環境危機克服のための国際協

調，気候の安定化，人口増加率の緩和〉。

同編著同監訳地球白書’89～’90一環境と調和す
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る経済社会の構図 A5ー368頁， 同社， 2800円込，

1989年11月初版。

1988年という年は，世界中で環境危機を示すでき

事が頻発した年で，人々は環境悪化の現実に直面し

た。科学的証拠が完全に出揃ってから行動するので

は遅すぎる。そして，対応への着手が遅れれば，後

になって負担の大きな対策が必要となる。本書では

炭素税を提唱するなど各章で環境問題に積極的に取

組むことの必要を強調している。

①地球環境時代一危機に立つ人間と自然，②砂漠

化一土地の劣化を阻止する，③食糧ー求められる持

続可能な農業，④環境難民一居住地を追われる人々

⑤オゾン層一生物の住める地球を守る，⑥自動車ー

輸送手段を再考する，⑦エイズ一対応のための国際

協力，⑧軍縮一環境安全保障の選択，⑨NG Oー草

の根パワーを結集する（NGOはノン・ガノミメント・

オルガニゼーションの略，民間ボランティア団体〉，

⑩国際協調ー21世紀への方向転換。各章には， 4～ 

6の小節がある。また，本年度版で新しく取り上げ

られた事項が多い。

同編著同監訳地球白書’90～’91ー持続可能な社

会への道 A 5-362頁，同社， 2800円込， 1990年9月。

本書では， 「自転車は新しい知性を代表する乗り

物」であると自転車を推奨しているほか，エコロジ

カノレな街（エコポリス〉の建設，地域冷暖房，雨水

再循環， ゴミ発電， リサイクノレなどに優遇措置を興

え， 制度改革を行う。「地球にやさしい社会」をつ

くる観点から政策を洗い直し，資源配分を再検する

ことが必要であり，今ならそれができる，と説く。

①成長の幻想一環境が経済を規定する，②地域温

暖化ーいかにして炭素排出を削減するかく包括的政

策と炭素税〉， ③農業用水一基本的資源の希少化に

備える，④食糧供給一世界人口を養うために，⑤海

面上昇一陸地面積の縮少に対応する，⑥大気汚染ー

グリーンな空気を取り戻す，⑦自転車一小さな惑星

の乗り物，⑧貧困撲滅一環境危機を克服するために

⑨経済転換一剣を鋤に打ち直す，⑮持続可能な社会

2030年に向って。

大来佐武郎監修橋本道夫・佐藤大七郎・不破敬一郎・

岩田規久男編講座・地球環境 1巻～5巻中央法規

出版，各巻3500円込。

第1巻地球規模の環境問題＜I> 畳鎮の裏にひそむ

危機 A5ー 390頁， 1990年3月初版， (1991年3月3

刷〉。

本書では，大量生産・大量消費で特徴づけられる

〔地学教育

先進国型の人間活動に起因する地球規模の環境問題

を取り上げ，このような問題が起こる社会経済的な

背影，環境悪化のメカニズムとその影響，および問

題を克服するための対策技術を個々の問題ごとに述

べられている。主として国立環境研究所の研究者が

執筆されている。

①総論一地球環境問題の見取り図，②オゾン層の

破壊（はじめに，破壊の機構，破壊の現状，フロン

対策， 今後の方向〉， ③地球温暖化（概説，温室効

果の機構，温暖化に関与する大気微量成分発生源，

気候変化，環境影響， 技術的対策〉， ④酸性雨〈経

緯と現状，生成機構，環境影響， 技術対策〉， ⑤有

害廃棄物とその越境移動（ナイジエリアのコロ投棄

事件，越境移動の構図，国際的な管理への方向・パ

ーゼノレ条約〉， ⑥有害化学物質くはじめに， 化学物

質の汚染経路，環境汚染の特性， 汚染の現状，対

応， おわりに〉， ⑦海洋〈地球規模環境問題におけ

る海洋の役割， 海洋汚染〉， ③湖沼の汚染（湖沼の

水質汚染のタイプ，世界の湖沼汚染の実態，汚染へ

の取組み〉。

第 2巻地球規模の環境問題＜II> 貧しさから生じる

資源の枯渇 A 5-393頁， 1990年3月初版， (1991年3

月4刷〉。

第2巻では，ベイシック ヒューマン ニーズに

かかわること，開発途上国型の人間活動に起因する

地球的規模の環境問題，資源の枯渇問題などについ

て扱っている。

序：総説ー貧困と環境破壊との悪循環の克服を，

①熱帯林の減少（熱帯林生態系，熱帯林の現況，マ

ングロープ林の現況，林業国際協力の動向〉， ②砂

漠化（熱帯アフリカの環境変遷，砂漠化の背景，砂

漠化に対する取組み〉， ③生物種の減少〈生物種の

現況，ワシγ トン条約と途上国経済，国立公園・保

護地域〉， ④食糧・人口〈食糧生産と環境， 西アフ

リカ農民と環境，中国の農業と人口，途上国の人口，

環境難民と人間居住〉， ⑤途上国の公害〈水質の汚

渇，廃棄物，東南アジア・中南米・アフリカの各地

域別レピュー〉。

第3巻地球環境と経済地球環境保全型経済システム

をめざして ASー341頁， 1990年9月初版。

環境保全と経済発展との調和についてはこれまで

も論じられてきたが，検討対象が地域スケールから

地球スケーノレに拡大した今日，問題はより複雑にな

っている。本書は，地球環境保全に向けた経済学の

新しい展開の方向について論じられている。
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第 1部：地球環境保全の経済学 ①総論，②持続

可能な開発論の系譜，③持続的発展論の課題と展望

④地球環境の公共財産的側面と政府介入，⑤南北間

世代聞の利害調整問題，⑥地球環境保全のための経

済的手段，⑦地球環境政策のマクロ経済への影響。

第2部：地球環境保全型経済システムの構築に向

けて ⑧～⑮章からなる。地球環境保全に向けた経

済学の展開方向，エネルギー経済学の新展開，エン

トロピー経済学の展開，地球環境保全と経済発展，

地球環境の激変と農業，地球環境保全と森林経営，

南北問題と地球環境保全，ほか。

第4巻地球環境と政治地球環境保全のための新たな

国際協調体制の確立に向けて A 5-377頁， 1990年11

月初版。

環境破壊が国境をこえ，地球規模にまで拡大して

きた今日，新しい国際協調体制の確立が必要となっ

ている。そのためには東西の政治体制やイデオロギ

ー的対立を超え，また，南北聞の利害調整をはかる

など，国々がその役割をふまえ国際的な合意と行動

を進めなくてはならない。

第 1部：最近の地球環境をめぐる国際的動向 ① 

国際協調の新たな潮流，②国際政治の潮流など。

第 2部：国際協力へ種々のアプローチ ⑤地球環

境問題へのゲーム論的接近，⑥地球温暖化対策の特

質，⑦脱冷戦時代の新国際協調と地球環境問題，⑧

環境政策と南北問題，⑨持続可能な開発と国際協力

援助，⑩開発途上国との環境協力，など。

第 3部：世界の論調及び各国の政治的動向 ⑮米

国の環境問題をめぐる政治プロセス，⑫ヨーロッパ

（緑の党など〉，⑬環境問題とソ連・東欧。

第 4部：国会議員座談会「日本の役割・政治の役

割」

第5巻地球環境と市民地球にやさしいライフスタイ

ル，地域，適正技術 A 5-436頁， 1990年11月初版。

本巻では，国際的なキーワードとなっている「持

続可能性」を地域において実現するためのさまざま

な取組み方について， ライフスタイノレ，都市構造，

地域環境政策などの視点でとりあげている。 「地球

にやさしい社会・経済」の達成のための努力目標が

示されている。

①持続可能な社会経済とは〈地球にやさしい社会

への視点， 21世紀の環境保全型社会にむけて〉。

②エコロジカノレなライフスタイル（地球環境とラ

イフスタイル，地球にやさしいライフスタイル，エ

コロジーコープ“びわ湖ぺ地球環境家計簿〉。
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③都市生態系の再生（都市生態系，西ドイツのエ

コロジ一団地，都市の水循環とその再生〉。

④地域の地球環境保全政策（東京都の地球環境保

全政策，滋賀県エコポリス計画，北九州市の国際環

境協力〉。

⑤エコ・テクノロジー（エコテクノロジー，パッ

シブ・ソーラーハウス，雨水利用の現状と課題〉。

⑥いま，行動へ（世界のNG O，午乳パックと地

球，食える市民運動〉。

北野康・田中正之編著地球温暖化がわかる本 5 

-332頁， マクミラン・リサーチ研究所発行， 星雲社発

売， 1700円込， 1990年11月。

地球大気の歴史，二酸化炭素の循環，地球温暖化

と対応，省エネルギーの効果など，地球温暖化に関

する環境問題をわかりやすく解説されており，本の

題名のように温暖化がわかる本である。 10章72節か

らなり21名のそれぞれの分野の専門家が執筆担当。

①二酸化炭素と地球の歴史（温室効果とはどうい

うことですか，大昔の大気のことがどうしてわかる

のですか， 他 7), ②二酸化炭素の性質（二酸化炭

素はどのようにして発見されたので、すか， 他 5), 

③地球上の二酸化炭素の循環（二酸化炭素は地球上

でどのような動きをしているのですか，海水中には

どのくらいとけていますか， 他 5), ④二酸化炭素

の発生源（石油などを燃やすと二酸化炭素はどのく

らい出てくるのですか， 他 4), ⑤その他の温室効

果気体〈フロンは少いのにどうして問題になるので

すか， 他 2), ⑥温暖化の影響（二酸化炭素が増え

続けると気温はどのくらい高くなりますか，海面は

どのくらい上昇しますか，作物・人間の健康・生物

にはどのような影響がありますか， 他 6), ⑦温暖

化への対応（とりあえず石油や石炭を節約すること

でしょうか，原子力エネルギーなら二酸化炭素は出

ないはずですが，二酸化炭素を集めて利用する方法

はないのですか，温暖化を防ぐ技術的な対応をまと

めてください，炭素税とはどのような内容，他5), 

⑧植林の効用（動物は二酸化炭素を出し植物は吸収

するのはなぜ？，森林破壊が進むとやがて酸素ガス

はなくなってしまう？， 他 4), ⑨省エネルギーの

効果（世界全体で省エネに努力すればどのくらいの

効果？， 他 5), ⑮21世紀からのメッセージ（温暖

化は地球の有限性を教えている， リサイクノレ率が文

明度のパロメータとなる， 21世紀に求められる新た

な技術， 他 7), 温暖化についてよくまとまってい

る本である。
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IPCC報告書霞が関地球温暖化問題研究会編・訳地

球温暖化レポート（気候変動に関する政府間パネル報告

書サマリー〉 A 5-278頁，中央法規， 3300円込， 1991

年 3月。

IPCC （気候変動に関する政府間ノξ ネル）は，

UNEP （国連環境計画〉および WMO（世界気象機

関）の共催により 1988年11月に設置され，各国が政

府の資格で参加し地球の温暖化問題について議論を

行う公式の機関である。編訳者のメンパーは，主と

して気象庁・環境庁・外務省および通産省の関連部

課の13名からなる。

〔地学教育

刊行にあたって，報告について，①概要，②第一

作業部会一気候変動の科学的評価一報告（何が問題

なのか，温室効果ガスとは， 他 9項〉， ③第二作業

部会一気候変動の潜在的影響一報告・要約（気候変

動が農・林業，土地利用，自然生態系，水文学と水

資源，人間居住・健康・交通・エネルギー，海洋な

どに及ぼす影響の各項および各項ごとに行動のため

の提案がついている〉， ④第三部会一対応戦略一報

告・要約，⑤開発途上国の参加に関する特別委員会

報告・要約，⑥エネルギーと産業サブグループの報

告（地球的規模の政策努力・勧告，他〉。
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新入会員名簿〈平成2年11月～平成3年4月〉

氏 名郵便番号 上段：自宅 下段：勤務先

阿形昌宏 599-02 大阪府泉南郡阪南町黒田551

543 大阪市天王寺区南河堀町大阪教育大学大学院環境科学教育研

電話

0724ー72-2664

06-771-8131 

長
おき

和博 690 島根県松江市山代町299-1

690-12 島根県八束郡美保関町千酌1095-1 町立千酌小学校

0852-21-2907 

0852ー 75-0501

小野俊夫 965 福島県会津若松市門田町日吉字対馬館21-9

965 同 城東町1-25 福島県立博物館

小野祐司 302-01 茨城県北相馬郡守谷町みずき野2-12-17

277 千葉県柏市松ケ崎884-1 県立柏中央高等学校

0242-26-9821 

0242-28-6000 

0297-45-3056 

0471-33-3141 

立 690 島根県松江市西茶町1-14

690 同 八幡町379-1 市立竹矢小学校

木村哀惣 564 大阪府吹田市片山町1-21, C-92 

533 大阪市東淀川区柴島2-8-36 市立柴島中学校

神田 0852ー26-8405

0852-37-0535 

06-386-5210 

06ー322-2566

小島敏光 943 新潟県上越市木田263-6 ハイツヤマキA

174 東京都板橋区常盤台1-6-1 板橋区立常盤台小学校

0255-24-4693 

03-3969-4601 

守 770 徳島市助任本町1-14-3

770 同 北沖洲 1 徳島市立高等学校

杉本恭規 426 静岡県藤枝市高岡1-12-10

末善 0886-23-1792 

0886-64-0111 

421-03 同榛原郡吉田町片岡2130 県立吉田高等学校

054-635-3058 

0548-32-1241 

多国雅充 911 福井県勝山市荒土町新保9-207

912-01 同大野市南六呂師169-11-2 福井県自然保護センター

田村幹夫 520-33 滋賀県甲賀郡甲南町野田410

520-23 同野洲郡野洲町北桜滋賀県総合教育センター

0779-89-2291 

0779-67-1655 

0748-86-3794 

0775-88ー2311

流田勝夫 880 宮崎県宮崎市神宮西1-59

889-21 同 学園木花台西1-1 宮崎大学教育学部地学教室 0985-58ー2811

西山成信 699-12 島根県大原郡大東町山田945
じよう しん

690 同松江市菅田町167-1 島根大学教育学部付属中学校

安富裕二 277 千葉県柏市増尾1837-121

100 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁予報部予報課

名

頁

1

2

2

2

2

2

氏名

渡部景隆

赤坂憲一

相原延光

青木寿史

同

会田信行

0854-43-4795 

0852-23-1421 

0471-72-4016 

03ー3212-8341

簿 言T 正

変更内容 〒

住所変更 180 東京都武蔵野市境5-7-2-2-203 管0422-56-3218

勤務先変更 178 東京都練馬区大泉町3-5-7 都立大泉北高等学校 管03-3925-2871

勤 240 横浜市保土ケ谷区権太坂1-7-1 県立光陵高等学校 管045-712-5577

住 360-02埼玉県大里郡妻沼町間々回105-1 宮0485-88-9830

勤 173 東京都板橋区加賀1-18-1 東京家政大学付属女子高等学校倉03-3961-5226

勤 287 千葉県佐原市佐原イー2685 県立佐原高等学校（定時制〉 智0478-52-5131



福岡市東区箱崎5-11-6-604

675-11兵庫県加古郡稲美町一色594-2 県立東播高等学校

142 東京都品川区小山3-3-32 都立小山台高等学校管03-3714-8155

658 神戸市東灘区御町→御影町（影の字をいれる〉

732 広島市南区段原町2-11-21

116 東京都荒川区西尾久3-13-1 荒川区立尾久八幡中学校

千厩教育事務所〈名称変更〉

小山天佑→小山天祐

369-13埼玉県秩父郡長瀞町長瀞1417 県立自然史博物館 雪0494-66-0404

278 千葉県野田市中里136 市立川間中学校 管0471-29-4025

自宅→管0471-22-3907

大滝孝久に名前変更

350-02埼玉県入間郡鶴ケ島町藤金330

主任管理主事→主管とする

「世田ヶ谷校舎」を削除

神奈川県横浜市泉区西が岡1-27-2 フェスト山手台703号

東京都三鷹市新川6-38 三鷹第2住宅2-302

自宅→智0298-58-6913

590-05大阪府泉南市岡田1142-1 管0724-83-3579

002 札幌市北区あいの里4条 7丁目1-1 札幌拓北高等学校管011-778-9131

299-52千葉県勝浦市新官841 国際武道大学雷0470-73-4111内230

464 愛知県名古屋市千種区星ケ丘元町13-7 市立菊里高等学校管052-781-0455

152 東京都目黒区洗足1-29-26 目黒区立第九中学校管03-3714-4694

392 長野県諏訪市大和3-6-12 〈自宅管0265-72-3821)

学校法人エスイー学園エプソン情報技術専門学校宮0266-58-7410

299-45千葉県夷隅郡岬町椎木1370 町立岬中学校管0470-87-2511

362 埼玉県北足立郡伊奈町大字羽賀1300-1

県立伊奈学園総合高等学校管048-728-2513

庄司士郎→庄子士郎に訂正

635 奈良県北葛城郡広陵町馬見北1-7-37 管0745-55-3671

869-05松橋西下1254→松橋町西下郷1254 町と郷の字を加える

464 名古屋市千種区不老町名古屋大学教育学部付属高等学校管052-781-5111

136 東京都江東区大島3-27-18 江東区立第二大島中学校管03-3685-1681

自宅と勤務先の電話番号を入れ替える

大阪府茨木市南安威2-2-6-302 名前剛正→則正

京都府長岡京市友岡1-1 府立乙訓高等学校管075-951-1800

中川清経→中川清隆 勤上越教育大学自然系地学を追加

943 上越市本城町5 合同宿舎本域住宅5-304 曾0255-25-7172

350-04埼玉県入間郡毛日山町毛目本郷141-1 レジデンスメイセイ201号

304 茨域県下妻市下妻乙226-1 県立下妻第一高等学校管0296-44-5158

400 甲府市塩部4-2-14 管0552-51-5391

183 東京都府中栄町3-3 都立府中高等学校管0423-64-8411

794-25愛媛県越智郡弓削町上弓削1408 町営住宅95

794-25 同 町明神305 県立弓削高等学校

葛巻郁夫に改姓か行の“く”へ

育

町立藤小学校

教

管 03-3800-3471

《ゐ色
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勤 028-01岩手県和賀郡東和町土沢5区20 町立東和中学校
50 坂口承明 勤 856 長崎県大村市玖島1-24-2 長崎県教育センター 管0957-53-1131

智 自宅管番号 0957-26-7803

50 本間幹子 住 177 東京都練馬区石神井台2-28-19 倉03-3996-5582

52 松田桂久 名前 松田桂久→松田佳久

52 松橋昭吉勤 退職

52 村松哲雄 名前 村松哲雄→松村哲雄 自宅管0720-81-6354

54 三上孝雄 勤干 干565→ 564

55 宮下治 住・干・管 238-03→ 238-01 三浦市初声町高円坊1520-3 曾0468-89-3229

55 宮沢忠治 勤 400 甲府市湯田2-21 甲府市立南中学校（長〉 管0552-33-1368

55 水野孝雄 住干 190-12→ 208 

56 邑本順亮 勤 930-01富山市茶屋町206-3 富山県埋蔵文化財センター ⑨0764-34-2814 

57 森慎一 勤 254 神奈川県平塚市浅間町12-41 平塚市博物館曾0463-33-5111
59 山田幹夫 住・勤・智 香川県高松市宮協町1-20-24 曾0878-61-5054；勤智0878-22-3325
59 山下祥輝 勤 810 福岡市中央区西公園12-1 福岡教育大学附属福岡中学校管092-771-8381

都道府県別・勤務先別名簿 69左小林学国際武道大学＜千葉＞へ

頁段 訂正事項 ＂右相原延光県立光陵高＜高＞の部へ
65左小久保公司札幌拓北高 70左森慎一平塚市博物館

65中藤原郁夫→葛巻郁夫に改姓，東和町立東和中学 "" 中川清経→中川清隆 自然系地学を追加
校に勤務先変更。（ー／（の部分を以下略〉 "" 邑本順亮県埋蔵文化財センターくその他＞へ

65中小野寺俊次千厩教育事務所 ，，右宮沢忠治甲府市立南中＜中＞の部へ

＂右松崎昭吉県立ろう学校退職 71左清水英樹学法エスイー学園エプソン情報科学

66中蜂須紀夫県立下妻第一高 専門学校

＂右大附邦夫鶴ケ島町立藤小 ＂中五藤周一名古屋市立菊里高

67左大熊欽一県立自然史博物館〈その他〉へ "" 高須明名古屋大・教・付属高

"" 渋谷紘県立伊奈学園総合高 72左戸倉剛正府立乙訓高

＂中大関健道野田市立川問中 ＂右藤川雅康大阪教育大・院削除

",, 芝崎昌彦岬町立岬中 ",, 三上孝雄大阪学園大→大阪学院大

,, ,, 会田信行県立佐原高（定時制） ,, ，，赤松茂県立東播高

68左小川忠彦荒川区立尾久八幡中 74中山田幹夫香川県へいれる

,, ,, 榊原保志 目黒区立第九中 ，，右藤川雅康県立弓削高を＜高＞に追加

,, " 滝島幸市江東区立大島第二中 75中山下祥輝福岡教育大付属福岡中＜中＞へ

＂中赤坂憲一都立大泉北高校 "" 堀口承明県教育センターくその他＞へ

"" 伊東久雄→伊藤久雄都立小山台高

"" 岡重吉世田谷校を削除 自宅住所・勤務先などの変更，訂正は至急お知らせ下

＂右広島治夫都立府中高 さいお願いいたします。

69左青木寿史東京家政大学付属女子高＜高＞の部

"""-
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学会記事

第5回常務委員会

日時平成3年 2月4日〈月〉，午後6時～ 8時

場所文化女子大学附属杉並中高等学校会議室

出席者大沢啓治常務委員長平山勝美会長小林学副

会長， 岡村三郎事務局長， 石井醇，木下邦太

朗，榊原雄太郎，下野洋，新城昇，名越利幸，

松川正樹，間々田和彦，水野孝雄，宮沢忠治，

横尾浩ーの各常務委員

議 題

1. 平成3年度全国大会（山梨大会〉の準備状況につい

て

山梨の宮沢委員から，大会テーマ，共催・後援団体，

期日，会場等について資料により詳細な説明があり承認

した。理事会は大会前日の 8月21日に開催する。

なお，県外会員の研究発表件数が少ないので，これか

ら多数の申込を期待しているとの発言があった。

2. 平成4年度全国大会開催予定年の変更について

平山会長より，平成4年度全国大会開催を予定してい

た金沢が都合により，平成5年度でなければ開催できな

くなったので，平成4年度の全国大会開催地を至急探す

必要が生じたことの報告があり，了承した。

3. 大学センター試験問題検討委員会の設置について

3月2日（土〉 午後3時より，都立向丘高等学校で開

催すること，及び委員長として新城常務委員（東京都地

学教育研究会会長〉を承認した。

4. 本学会役員選挙の準備について

評議員と監事の選挙をハガキによって行なうことを承

認しTこ。

5. 日本学術会議会員選挙について

第15期，第4部科学教育に平山会長を候補者として推

薦すること，及び本学会からの推薦人として，石井及び

松川，補欠として栗原の各常務委員を承認した。

6. 入・退会者について

平成2年12月18日から平成3年 2月4日までの入会者

として次の 5名を承認した。退会者はなかった。

安富祐二気象庁予報部予報課

神田立松江市立竹矢小学校

西山成信 島根大学附属中学校

長和博島根県美保関町立千酌小学校

杉本恭規静岡県立吉田高等学校

7. 補助金額決定にともなう補正予算について

補助金120万円にともなう補正予算を別紙のように承

〔 地 学 教 育

認しTこ。

8. 地学教育学会学術奨励賞審査委員会について

本年度の学術奨励賞審査委員会を開設することを承認

した。

9. 日本学術会議から地球環境のアンケートについて

本部事務局に一任した。

10. 第2団地学教育セミナーの開催について

環境教育と地学教育のテーマで、開催することを承認

し具体的な方法として本学会は会誌で会員に連絡する

方法を取ることにした。

なお，本学会からの委員として，間々田常務委員及び

坪内会員の他，名越常務委員を追加することを承認し

た。

報告

1. 名簿について

名簿が完成したので、会員に送付するとの報告があっ

Tこ。

2. 日本教育研究連合会研究奨励金申請について

東京学芸大学附属高校の簡易立体鏡に関する研究を推

薦した。

3. 地学教育の将来について

松川常務委員より，委員会の詳細な報告がなされた。

4. 寄贈及び交換図書について

平成2年12月18日～平成3年2月4日までの寄贈及び

交換図書として次の 7点があった。

地学研究 39巻4号 日本地学研究会

会員名簿 長崎県地学会

地理教学 1990-6 華東師範大学

理科の教育 1月号 日本理科教育学会

地質ニュース 12月号 地質調査所

新地理 38巻3号 日本地理教育学会

理科の教育 2月号 日本理科教育学会

5. 日本地質学会より， 100周年記念事業で（1883.5）記

念出版の計画があるので，その協力の依頼があった。

6. 第29回万園地質学会について

2ndサーキュラの資料が届いた。

7. 環境と科学技術の未来について（日本理科教育協会

主催・本会後援〉

1月29日の理科教育フォーラム「環境と科学技術の未

来」（国立教育会館〉が開催された。その資料の配付と盛

大に行なわれたとの報告が会長からあった。

第 6回常務委員会

日時平成3年4月8日〈月〉，午後6時～8時

場所日本教育研究連合会小会議室
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出席者大沢啓治常務委員長平山勝美会長小林学副

会長岡村三郎事務局長，石井醇，木下邦太

朗，榊原雄太郎，下野洋，水野孝雄の各常務委

員

議題

1. 平成2年度事業報告について

別紙の案について承認した。

2. 平成2年度決算報告及び会計監査報告

別紙の案について承認した。

3. 平成3年度事業計画（案〉

別紙の案について承認した。

4. 平成3年度予算（案〉

別紙の案について承認した。

5. 本学会役員選挙の開票

別紙の案について承認した。

6. 入・退会者について

平成2年度の入会者（平成3年 2月5日～ 4月8日〉

として，次の 5名を承認した。

多国雅充福井県自然保護セシター

小野祐司千葉県立柏中央高等学校

小島敏光東京都板橋区立常盤台小学校

木村真伸大阪市立柴島高等学校

末善守徳島市立高等学校

7. 池子シロウリガイ化石群の保存運動

学会として行動は慎重に審議してから行うことにし

。
た

8. 学術法人〈仮称〉等の規定

賛成の意向を表することにし，なお検討することにし

。
た

9. 総会後のフォーラムについて

環境教育と地学教育のパネラーとして，平山会長，下

野洋会員，林慶一会員，正木智幸会員を候補者として交

渉することにした。

10. 山梨大会のホテル申し込みの変更は次号に掲載，研

究発表の申し込みは 4月25日まで，広告掲載などにつ

いて確認した。

11. 緑と子供を守る市民の会

同会からの呼びかけに対して学会としては慎重に審議

して返事することにした。

報告

1. 大学センター試験問題検討委員会報告

別紙の様な報告があった。詳細については地学教育に

掲載する。

2. 寄贈及び交換図書について

次の13点が報告された。

研究紀要 30巻2号

地質ニュース 1月号

理科の教育 3月号

研究紀要 2月号

日本理科教育学会

地質調査所

日本理科教育学会

日本教育研究連合会

理科教育研究 30巻 1号千葉県総合教育センター

静岡地学 62号 静岡県地学会

理科の教育 4月号 日本理科教育学会

愛知教育大研究報告 40号愛知教育大学

地質ニュース 2月号 地質調査所

熊本県地学会誌 96号 熊本地学会

石の自然 15号 石川県教育センター

朝鮮学術通報 1990, 1 在日朝鮮科学技術協会

秋田地学 40号 秋田地学教育学会

3. 日本教育研究連合会の研究助成校の決定について

東京学芸大学附属高等学校へ助成金20万円，コメント

として研究には全校組織の活用を行う様にとあった。

平成3年度総会

日時平成3年4月13日 14:00～14: 40 

場所国立教育会館 501研修室

1. 平成2年度事業報告

①常務委員会

第 1回平成2年5月28日〈月〉 日本教育研究連合会

小会議室

第2回平成2年7月9日〈月〉文化女子大学附属杉

並中・高等学校

第 3回平成2年10月15日（月〉 日本教育研究連合会

小会議室

第4回平成2年12月17日〈月〉文化女子大学附属杉

並中・高等学校

第5回平成3年2月4日（月〉文化女子大学附属杉

並中・高等学校

第 6回平成3年4月8日（月〉 日本教育研究連合会

小会議室

上記の 6回開催した。

②平成2年度総会

平成2年4月14日（土） 14: 00～15: 00，国立教育会

館で、開催した。

③研究集会

平成2年4月14日〈土〉国立教育会館で総会終了後開

催，小・中・高校の新学習指導要領についての研究討

議を行った。

④日本教育研究連合会の表彰者

小林学，鈴木秀義，増田和彦の 3会員を推薦し，表彰

を受げた。
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⑤評議員会

平成2年8月20日（日〉，大阪国際交流センターで開

催した。

⑥平成2年度日本地学教育学会第44回全国大会

期 日平成2年8月21日（火〉～24日（金〉

会場大阪国際交流センター

大会テーマ「地球を守るため地学教育の役割」

シンポジウム「児童生徒の素朴な疑問にどう答える

か？」 研究発表件数87件，大会参加者360名，巡検

3コース，盛会であった。

⑦学術奨励賞の授与

高橋・菊池（1990）：段丘構成層の観察学習を補助す

るボーリング模型の活用。地学教育，第42巻，第1号

に掲載された研究論文にたいして，賞状と奨励金5万

円を授与した。

③第17回日本地学教育学会海外地学巡検

期 日平成2年7月31日（火〉～8月16日（木〉

(17日間〉

巡検地中国南西部地方参加者 12名で実施

団長長谷川善和横浜国立大学教授

現地案内谷祖綱蘭州大学地質学主任

⑨文部省へ要望書の提出

平成2年度日本地学教育第44回全国大会で討議され

た決議のもとに要望書を作成した。会長，副会長が平

成 2年11月に文部省初等中等教育局長，審議官，小学

校課長，中学校課長，高等学校課長等を訪問し，それ

ぞれ要望書を手渡して善処方を依頼した。

⑮会誌の発行

地学教育第43巻3号（通巻206号〉から第44巻2

号（通巻211号〉までの 6号，計238頁を刊行した。

⑪会員名簿の発行

平成2年11月現在の会員名簿（80頁〉を発行した。

⑫日本教育研究連合会「教育実践研究校」の推薦

東京学芸大学附属高等学校「簡易実態鏡用空中写真

の半自作と， それを用いた探究活動の実践Jを推薦

し，研究奨励金が授与された。

⑬ 3学会共催第1田地学教育セミナー「環境教育と地学

教育」開催

12月9日（日〉学習院大学百週年記念会館，参加者

約40名。

⑭地学教育の将来

委員長松川正樹会員及び委員31名で発足した。平成

2年 8月21日， 9月29日～30日， 12月22日～23日の 3

回の委員会を開催した。

⑮平成3年度大学入学センター試験問題評価検討委員会

〔地
A孟4弘
子・ 教 育

都立向丘高等学校で平成3年 3月2日〈土〉，委員長

新城昇〈都地研会長〉，記録山本和彦〈会員）， 20名の

参加で検討会を行い，その結果を大学入試センターに

送付した。

⑮日本地質学会 100周年記念事業の記念出版

日本地質学会より， 100周年記念事業として記念出

版物の発刊が予定されている。記念行事に協力するこ

とにした。

⑮第29回万園地質学会

顧問会議には平山会長が出席することになった。

収入の部

科 目

会 費

個人会費

賛 助会費

補助金

雑収入

前 年迄会費

パックナンパ一

広告料

利 息

繰越金

メ斗
ロ 計

支出の部

科 目

大会費

本部分担金

消耗品費

成果刊行費

印刷製本費

通信運搬費

運営費

アルパイト料

会議費

分担金

名簿積立金

印刷費

平成2年度会計決算

当初予算額補正予算額決算額
〈補助金確定〉

円
3, 114, 000 

3, 104,000 

10,000 

1, 500, 000 

886,664 

440,000 

96,000 

350,000 

664 

56,336 

5.557,000 

円
3, 114, 000 

3,104,000 

10,000 

1, 200, 000 

966,664 

520,000 

120,000 

325,000 

1,664 

56,336 

5,337,000 

円
3, 196,000 

3, 196,000 

0 

1, 200. 000 

1,084,968 

574,000 

179,000 

325,000 

6,968 

56.336 

5,537,304 

当初予算額補正予算額決算額
〈補助金確定〉

円
505,000 

500,000 

5,000 

3. 508.965 

3,240,000 

268,965 

1. 543, 035 

504,000 

84,000 

40,000 

200,000 

150，。。。

円
503,500 

500,000 

3,500 

3.342,300 

3,096,000 

246,300 

1. 491. 200 

540,000 

84,000 

40,000 

100,000 

150,000 

円
503.500 

500,000 

3,500 

3.235,324 

2,991,348 

243,976 

1,785,764 

540,000 

105, 152 

40,000 

150,000 

200,406 
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消耗品費 7,310 

交 通 費 100,000 

予 備 費 80,000 

メ口ー、 計 5,275,000 

封筒印刷費 97,500 97,500 100,425 

通信運搬費 350,000 350,000 438,862 

消耗品費 17,535 29,700 43,054 

予 備 費 100,000 100,000 167,865 
l口~ 計 5.557.000 5,337,000 5,524.588 

次年度繰越金 12.716 

5,537,304 

平成3年度会計当初予算

収入の部

科 目

~ 費

個人会費

賛助会費

補 助 金

雑 収 入

前年迄会費

パックナンパー

当初予算額

円
3, 150,000 

3, 140,000 

10,000 

1. 200, 000 

912.284 

440,000 

120,000 

350,000 

2,284 

12. 716 

広

利

繰

料

息

金

正と
口

越

A、
口 計 5,275,000 

支出の部

科 目 当初予算額

円
505,000 

500,000 

5,000 

3.270,300 

3,024,000 

246,300 

大会費

本部分担金

消耗品費

成果刊行費

印刷製本費

通信運搬費

運営費

アルバイト料

会議費

分担金

名簿積立金

印刷費

封筒印刷費

通信運搬費

1. 499, 700 

540,000 

108,000 

40,000 

100,000 

200,000 

105,000 

219,390 

2, 平成3年度事業計画

①平成3年度総会

平成3年 4月13日（土） 14: 00～14: 30 

国立教育会館 5階501会議室で開催する。

②平成3年度常務委員会

6回開催する

③研究集会

平成3年 4月13日（土） 14: 30～17: 00 国立教育会

館 5階501会議室で「環境教育と地学教育」フォー

ラムを開催する。

④平成3年度評議員会

平成3年 8月21日（水〉石和グランドホテルで、開催す

る。

⑤平成3年度全国大会

日本地学教育学会第45回全国大会

平成3年 8月22日（木〉～ 8月24日（土〉

大会テーマ「自然災害と地学教育」

石和グランドホテルで、開催する。

⑥平成3年度学術奨励賞の授与

平成3年度学術奨励賞選考委員会で選考し，大会当日

授与する。

⑦会誌の発行

地学教育第44巻 3号（通巻212号〉から第45巻2号

（通巻217号〉までの 6号を刊行する。

⑧日本教育研究連合会の教育研究表彰

教育研究連合会に教育研究表彰者を推薦する。

⑨平成4年度大学入学センター試験問題評価・検討

平成4年度大学入学センター試験問題評価・検討の委

員会を開催する。

⑩ 3学会共催第2団地学教育セミナー

11月に学習院大学で開催する。
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日本地学教育学会 〈会長・副会長・評議員・常務委員・監事〉役員名簿

会長

副会長

平山勝美（東京・平成3年度〉

小林 学〈東京・平成3年度〉

西宮克彦〈山梨・平成3年度〉〈全国大会〉

（未〉 （東京・平成 3・4年度〉 c " ) 
評 議 員か印は，会則第11条 3項による会長指名者〉

任 期 平成3・4・5年度 平成3・4年度

地 区（定員〉

北海道・東北（3)

関東（東京〉 (9) 

中部（3)

近畿（3)

中国・四国 (3) 

九州・沖縄 (3) 

評議員兼常務委員長

評議員兼常務委員

前田保夫〈山形〉

高瀬一男（茨城〉

馬場勝良（東京〉

小川忠彦（東京〉

富山正治（富山〉

横尾武夫（大阪〉

秦 明徳〈島根〉

阪口和則〈長崎〉

〈未〉

＊大沢啓治〈東京〉

キ横尾浩一〈東京〉

＊下野 洋（東京〉

キ渋谷 紘〈埼玉〉

馬場勝良〈東京〉

小川忠彦（東京〉

武山宣崇〈宮城〉

増田和彦（東京〉

蒔田真一郎（東京〉

石塚 登（神奈川〉

木村一朗〈愛知〉

小倉義雄〈三重〉

吉村典久（広島〉

飛田員二〈熊本〉

＊木下邦太朗〈東京〉

＊名越利幸（東京〉

＊間々田和彦〈東京〉

本新城 昇〈東京〉

本石井 醇（東京〉

キ岡村三郎（東京〉

ネ栗原謙二〈東京〉

ネ榊原雄太郎（東京）

＊島貫 陸（東京〉

本水野孝雄〈東京〉

＊矢島敏彦〈埼玉〉

＊長谷JI［善和（神奈川〉

キ松川 正樹（山梨〉

〔地学教育

平成3年度

古谷 泉（北海道〉

菅野重也〈群馬〉

円域寺守（茨城〉

石川秀雄（千葉）

水野閲映（福井〉

留岡 昇（京都〉

赤木三郎（鳥取〉

上竹利彦（鹿児島〉

＊宮沢忠治〈山梨〉

＊日向忠彦（山梨〉

監 事 田中謙爾（東京・平成3・4年度〉 買手屋仁（東京・平成3年度）



8月7日〈水） 13～15時

天気図実習（演習編〉 嶋村克〈気象大学校〉

基礎編の講義をもとに，天気図演習を通して，天

気図によって大気を把握する面白きを体験する。

8月8日〈木） 10～12時

気象教育の現状とそれをめぐる討論

浦野弘〈東京学芸大学〉

義務教育の小・中学校を中心として，現在および

紹

貫井茂私の地学教育一一教職38年聞の軌跡一一

A 5 137ページけやき出版 1991年5月頒価1600円

〈送料を含む〉〈自費出版〉

地学の内容は，地球の内部から宇宙の地平線までの現

生生物を除くすべての自然現象を対象とし，学問の分野

からみても非常に広範囲に及んでいる。そのため地学を

担当する者は， e 自分が専攻した分野以外を含めて，どの

ように授業を展開すれば生徒によく理解させることがで

きるかと毎日苦闘するわけである。この本は表題の通り

著者が38年の教職にある間，創意・工夫を重ねて取り組

んだ授業の実践記録である。内容は次の通り

①私の地学教育観，②自作火山スライドについて，③

地域の特殊性にもとずく実験・実習，④科学史を取り入

れた地球の形と大きさ，⑤関東山地とその東縁部の諸丘

陵との地質学・古地理学的研究とその教材化，⑥天球儀

を利用する指導例一一自作の天の子午面板の活用，⑦自

作の時刻・経度計算板の活用，⑧自作の赤緯板の活用，

⑨太陽観測によるその視直径とその赤緯の測定，⑮太陽

の黒点観測による太陽の自転の測定，⑪天体望遠鏡など

の活用の諸例，⑫日影曲線の観測と結果の処理，⑬自作

スライドを利用した惑星の視運動，⑭ケプラーの法則

平成4年度より実施される新しい気象の学習内容を

解説し，さらに，日常生活にどのように結びつけて

いくかを検討する。

8月8日（木） 13～15時

映画気象衛星に関連した映画を上映する予定。

8月6日または7日15時から気象庁見学の予定（台風

の襲来，地震の発生などの場合は見学を中止することが

あります〉。

介

〈木星の 4大衛星を撮影して証明する〉，⑮視太陽時と標

準時との関係式を作成し，授業などに活用，⑮恒星時と

太陽時・標準時の関係式を作成し，授業などに活用，⑫

日本の四季，⑬ヘルツスフ。ルング・ラッセル図（H・R

図〉，⑮天球の図解により， 天体の出入時刻などを求め

る方法，＠星雲の後退速度と宇宙の膨張，＠その他，自

作の 2,3の簡単な教具，＠教科書の概念図・模型等の縮

尺の問題点とその解決法，＠生徒が地学を学習した後の

感想文，＠私の主な教育研修歴等。

全体を通して天文分野がかなり多いが，地学担当者に

は地質分野を専攻した者が比較的多いので、参考になると

思われる。特にこれからの地学教育を担っていく若い方

は，この本を参考にし，勤務校の実状に合わせて実施法

を考えたり，これを刺戟剤として，他の分野についても

新たに視覚教材や実験，実習の方法を創り出して，より

わかり易く，興味を抱かせる授業をめざしていただきた

いと思う。なお，誤字や式の誤り等も若干みられるが，

著者によれば，すべて出版社の責任であるとのことで，

本の問い合わせは， 0425-91-1646，貫井方へ夜7時～

10時にお願いしたいとのことである。

〈近藤正義）
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